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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序／知恵の実







　それはエデンの園そのの中央に生えているという、食べてはならないと神に戒いましめられた禁きん断だんの木の実の名。善悪を知り神になれるというその実を蛇へびに勧められるまま食し、人はエデンの園を追われた。

　リンゴともイチジクとも言われる。

　それを食べ、人はパラダイス・ロスト、知恵と寿命と厳しい荒野の人生を得る。それまで人は死ぬ事もなく、働かずとも良く、しかもヌーディストだったとか。そんな話を聞くと、コウは無む神しん論ろん者なんだけれども、ああ、惜しい事したなぁ、なんて思ったりもする。

　でもなぁ、とも思う。

　……知恵の実？　そんな木の実があったら。

　食うだろ？　誰だれだって。




　堂どう島じまコウ。

　堂島昂と書いてドウジマコウと読む、それが彼の名前である。もっとも、彼はドージマをドーシマと読まれようがコウをスバルと読まれようが気にしない。時々彼をモルダーと呼ぶ者もいるが、そんな時も肩をすくめるだけである。現在十六歳、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の《みすてりぃサークル》に所属する一年生、父の名は翔シヨウ、婿むこ養よう子しであり、プロポーズの言葉は「僕があなたと結婚すると、ドドウージシママショウになりますね」だった。そんな台詞せりふにＯＫを出した母は二年前に死に、以来コウは一人暮らしを続けている。

　それをさらに溯さかのぼること六年前、当時五歳だった妹が宇宙人に誘ゆう拐かいされた。

　もっとも、それはコウだけの認識で、世間的には普通の（失礼）失しつ踪そう事件だった。宇宙人が連れ去ったという、コウの言葉を信じる者はいなかった。何しろ子供の言う事である、好意的な人間は見み間ま違ちがいか勘かん違ちがいだろう、そう解釈し、子供が嫌いな人間は頭から噓うそと決めつけた。どちらにしても、コウの言葉をまともに取り上げる人間はいなかった。

　真実は分からない。

　事件は、何の進展もないまま迷めい宮きゆう入いりとなった。コウの妹は突然いなくなり、現在に至るまで行方ゆくえ不明、その事実だけを残して。

　この出来事が、コウの人格の根源にある。

　妹が《宇宙人》にさらわれた時、コウの中で何かが一八〇度回転した。警察も、そして家族も信じてくれなかった時、さらに一八〇度回転した。なんだ、それなら元に戻ったんじゃないかと思う方もいるかもしれないが、ならば試しに、自分の首を三六〇度回転させてみてもらいたい。なるほど、顔は元の位置に戻っているかもしれない。傍はた目めには、回転した事など分からないかもしれない。しかし、何かが根本的に、変化してしまっている事に気づくはずだ。

　そういった、致命的な変化がコウの中で起きたのである。




　さて。

　この物語は、前述の人物／堂どう島じまコウが知恵の実を食べる物語である。……勿もち論ろんこれは比ひ喩ゆであり、実際に彼がエデンの園に侵入し知恵の実をもいで食べる、なんて破は天てん荒こうな話ではない。

（それはそれで面白いンだろうけど。）この物語は私立日ひ炉ろ理り坂ざか高校で起きたとある事件の顚てん末まつを、コウの行動を軸に再構成したものである。それは悪あく魔まが登場し、凶きよう器きが魔法のカメラだったりする奇妙な事件であり、そしてコウの人生を変えた《知恵の実》だった。……もっともその伝で言えば、この世のありとあらゆるものが《知恵の実》であるとも言えようが。

　あなたが気がつかないだけで。

　願わくば、この物語があなたの《知恵の実》とならんことを──。




　それでは、物語を始めよう。




　物語は、コウと悪魔の出会いから始まる──。







第一幕　悪魔登場／事件概要










　　　１




「悪あく魔まです」

　インタフォンが鳴ったのは、コウが布ふ団とんに潜り込んだ時だった。

　雨が降っていた。雷も鳴っていた。

　だから部活に行くのをやめ、寝直そうとしていたのである。午後一時、目覚めるには遅く寝るには早い時刻だが、コウはそういう事を気にする人間ではないし、周りにも気にするような人間（父とか、母とか）はいなかった。持って生まれた資質とそれを活かせる環境に感謝しつつ、布団の中に潜り込んだまさにその時、インタフォンが鳴ったのである。

（ピンポーン）

　新聞か何かの勧かん誘ゆうだろう、無視する。

（ピンポーン　ピンポーン）

　宗教か。

（ピンポーン　ピンポーン　ピンポーン）

　やばい。

　国営放送の人かもしれない。

　やっぱり無視する。

（ピンポンピンポンピンポンピンポピンポピンポピンポピンポピポピポピポピポピポ）

　うわぁ。

　鬼のようなピンポン連打に、コウは枕まくらで耳を覆った。誰だれだろう、何事だろうか。出るべきかもと思い始めてはいるのだが、この辺までくると変な意地が生まれてたりして。

　目をつむって無視を決め込む。

　しばらくして、やっとインタフォンが鳴り止んだ。と、安心する間もなく、今度はドアが鳴り始めた。

「すいません、あの、いるんでしょう？」

　どんどんどん、と、ドアを叩たたく音の合間に聞こえてきたのは、意外にも可愛かわいらしい、子供の声だった。女の子だろう柔らかい声が、今にも泣き出しそうに湿っている。

「いるんでしょう？　分かってるんです。出てください、大事な用なんです。なぜ、なんで、どーして出てくれないんです？　お願いしますっ。意地悪しないでくださいよぅ」

　声に嗚お咽えつが混じり始める。どうやら、本格的に泣き始めたらしい。

「……ひくっ……どうして……いじっ……あたし……うえっ」

　文脈を成さない音の羅ら列れつに耐え切れず、コウはインタフォンを取った。

「……誰だれ？」

「あっ、あのっ、堂どう島じまさん、ですよね？　あたし、怪しい者じゃないんです。あの、大事な話があるんです。あの、すごく大事な話なんです。すごく重要で」

「だ・れ？」質問を繰り返す。

「……すいません、失礼しました。あの、あたし」こほん、と咳せき払ばらい、

「悪あく魔まです」

「あくま」

　はい、そうです、と照れたような声。

「あなたの魂たましいを、いただきに参りました」

「へぇ」

　沈黙。

「あのっ、できれば、その、直に会って話したいんですけれど……」

　声が小さくなっていく。

「……入れて、もらえませんか？」

「悪魔、なんだよね」

「はい」

「魂を、いただくって？」

「そのつもりで来ました」

「間に合ってます」

　コウはインタフォンを置いた。再びピンポン連打とドア殴おう打だが始まった。ピンポンピンポンどんどんどん、間に合ってませんよぅ、そんなはずないじゃないですか、なんて声が聞こえてくる。

「あのね、君、いい？」

　コウはドアの向こうに直接話しかけた。

「常識で考えて、悪魔なんか部屋に入れると思う？」

　悪魔がいるのなら、だが。自分で言っててなんだが、随ずい分ぶん間抜けな台詞せりふだ。

「……でも、だって……」

　弱々しい少女の声。

　ドアストッパーを外しながら、覗のぞき窓を覗いてみる。

　うわぁ。

　すっげー格好。

　少女は床にしゃがみ込み、「ああ、上じよう司しも言ってたのにぃ、手の内をさらすなって。あたしったら、ばかばかばか」何やらぶつぶつ呟つぶやきながら分厚い本をめくっている。

「……君、悪あく魔まなんだったらさ、こんなドアくらい、通り抜けるとか、いっそ壊すとかできないの？」

「できま……っ、す、よ？」

　少女が小さな胸を張るのが見えた。

「……できますけど、やれといってもやりません。何な故ぜならこれは、知恵比べなんですから。ええ、そりゃあもう悪魔ですもん、人間なんて、それこそバターのように切り刻んで壁に塗りたくることができます。できますよ？　でもやりません。知恵比べなんですから。それがフェアってもんでしょう？　悪魔は力を使わない、だから人間も意地悪しない、という、相互理解のルールを基盤に」

　言葉の怒ど涛とうを聞き流し、少女を眺ながめる。

　何というか、実に個性的な服を着ている。

　というか、服を着ていない。

　ボンテージファッションとでもいうのだろうか、その身に纏まとっているのは黒と白、青、そして赤色の、やけに光こう沢たくを放つエナメルなベルトだけだった。黒のベルトが手と足をすっぽりそして胴どう体たい要所を申し訳程度に覆い、その表面を青と赤のベルトが血管のようにのたくりまわっている。白いベルトは少女の身体からだを、《亀きつ甲こう縛しばり》というやつだろうか、とにかくそんな形で《緊きん縛ばく》していた。

　悪あく魔まがモチーフなのだろうか。

　本来なら肉体の豊ほう満まんさをアピールするはずのファッションが、未み成熟のボディを包み込んでいる、そのギャップが、かえってアヤしい背はい徳とく感を演出しているようだ。

　すげぇ。

　少女はひとしきりドアに向かって正義と公平を主張していたが、やがて口を閉じ、座り込んだ。

「……ずるいです。卑ひ怯きようです。ふぇ、フェアじゃないですっ。……こんな、ひどい……」

　あーやばい、泣き出しそうだ。

　入れるべきか、入れざるべきか。

　ストッパーを外しながらも、迷う。悪魔？　本気だろうが冗じよう談だんだろうが、どちらにしてもアブないヤツだ。無視するのが賢明だ。

[image: ]

　だけどなぁ。

　雨と涙に濡ぬららした頰ほおに、縺ほつれた髪かみを張りつかせ、寄る辺べなく一人たたずむか弱き少女。

　しかもすっげーコスプレしてる。

　これを無視してしまうのは、男としてどうだろう。

　間違っているんじゃないか？

　悪魔かどうかはともかく、少なくとも、びしょ濡ぬれなのは確かなのだ。

　考えるまでもない。コウは

　扉とびらを開いた。多分、この時、運命の。




　　　２




「シャワー、使う？」

　タオルを渡しつつ、さりげなく尋たずねてみる。

「いえいえそんな、そこまでご迷惑は。タオルだけで結けつ構こうですから」

「でも濡れた服着たままじゃ、風か邪ぜ引くぞ。着替えぐらい」

「大丈夫です」腰に手を当て、

「悪魔は風邪なんか引きません」

「……ああ、そう」

　小さくため息、コウは暖房をつけた。しかしまぁ、なんともトポロジカルな興味をかき立てる服装だ。一体、脱ぐ時はどこから脱ぐのだろう。てゆーか、一人で脱げるのか？　脱いだ後、再び着ることはできるのか？　ひょっとしたらベルトを巻いているように見えるだけで、実はちゃんとした（？）服なのかもしれない、そんなことを考えながら、髪かみを拭ふく少女に見入る。

　思ったほど子供ではない。小学校高学年、いや、中学生ぐらいか。小学生ならいいけど、中学生だとやばいなぁ、あんな格好。どっちにしても一、二歳の違いなんだけど、なんとなく、気持ち的に。

「……君、いくつ？」

「生まれたばかりです。……実はこれ、初めての仕事なんです。だから緊張しちゃって」

　へーそう。

　コウは席を立つと、キッチンに向かった。

　それにしてもなんつー服だ。ポケットも何もありそうにない。傘かさは勿もち論ろんお金も持たず、あの格好でここまで来たのだろうか。唯ゆい一いつ携えていたでっかい本は、何かの辞典のようだが、全く濡ぬれてないように見える。

　あんなにでかいのに？

　髪はずぶ濡れなのに。

　俺の名前を知っていた。

　そうか、と納得する。これは悪戯いたずらだ。みークルの誰だれかのイタズラか、ミス同の罠わなだ、そう考えれば合点がいく。恐らく誰か協力者がいて、少女はこのマンションで着替えて、ここに来る前に自ら水をかぶったのだろう、コウの同情を得るために。あのコスプレも、興味を引かせる為ためのものだろう。

　成功してるし。

　どーゆーつもりか知らないが、乗ってやろうじゃないか。もはや午睡ひるねへの未練は完全に消え、冷蔵庫からウーロン茶を出しコップに注ぐと、コウは微笑ほほえみながらリビングに戻った。

「それで、何の用だっけ」

　少女は、お構いなくと言いつつもコップを取り、舌を湿しめした。緊張しているらしく、目をつむって深呼吸している。

　やがて目を開き、コウに向き直った。

「……それでは早さつ速そくですが、本題に入らせていただきます。堂どう島じまコウさん、ええと」

　本をめくる、かすれた音。

「……十二月十四日……一昨日おとといですね、契約完了魔ま力りよくを感知しました。あなた」

　声を潜め、ずずずいと近寄ってくる。

「望みを……叶かなえられましたね」

「……望み？」

「隠したって駄だ目めです。分かってるんです。ちゃんと、調べたんですから」

「……望みを？」

　一昨日、望みを叶えた？

　一昨日おととい？

「ひょっとして、あの事件と関係が？」

　分かってるじゃありませんか、と頷うなずく。

　そうか、とコウも頷いた。

　何しろあんな凄すさまじい事件だ、利用しなけりゃもったいないと、誰だれかが悪戯いたずらを考えたのだろう。そこまでは分かるが、しかしあの事件と自分の望みがどうつながるのか、てんで見当がつかない。

　だいたい、俺の望みって？

「駄目だ。分からない」コウは白しろ旗はたを上げた。

「だいたい、俺の望みって？」

　ふっふっふ、と少女は言った。不ふ敵てきな笑いを演出しているらしい。

「シラバクレルんですか？　いいでしょう。あたしがずばり、当ててあげます」

　びっ、と、コウを指さす。

「あなたの望みは、あの男を殺すこと」

　少女の演技っぽい仕し草ぐさが微笑ほほえましく、

「そして一昨日、その望みを叶かなえたのです」

　その台詞せりふの意味を理解するのに、コウは数秒を要した。




　　　３




　十二月十四日、全校集会の最中、その事件は起きた。

　その時壇だん上じようで話をしていたのは、二年女子受持ちの体育教師にして生活指導担当教きよう諭ゆ、山やま崎ざき《ザ・ブルマ》誠せい一いちだった。噂うわさによると二年前、女子の体育服がブルマからスパッツに替わった時、最後まで抵抗運動を繰り広げていた事から、人は彼を畏い敬けいを込めて《ザ・ブルマ》と呼ぶようになったという。

　その日の話は、近づく冬休みへの注意と、秋頃ごろから続いている連続ペット惨ざん殺さつ事件についてだった。ペットの心臓を針で突いて殺すというこの残ざん酷こくな事件は、夏からもう六件続き、未だ終わる気配がない。警察もまだ犯人について、何の手掛かりもつかめていないらしい。

《ザ・ブルマ》は叫んだ。こんな惨むごい事をする人間がいるなんて、信じられないかもしれない。しかしこれは、間違いなく人間の仕業、これが現在の社会なのだ。今はペットで済んでいるが、いつその標的が人間に替わるか分からない。自分の身を守れるのは自分だけ、もうすぐ冬休みだが、各自それを肝きもに銘めいじ、自覚を持って行動して欲しい。夜遊びするな、一人で危険な所に行くな、自分は大丈夫だと思うんじゃない──。

《ザ・ブルマ》は、いつも通り無駄に熱い説教をしていた。生徒もまたいつも通りに聞き流し、教頭もこれまたいつも通り、時計を見ては止めに入る機会を窺うかがっていた。

　突然、マイクが不気味な声を拾った。

「……お、ま」

　何を言おうとしたのだろう、熱血が売りの《ザ・ブルマ》とは思えない、暗く濁にごった声だった。恐らく生徒全員が、彼に注目しただろう。コウも見た。《ザ・ブルマ》は胸をかきむしり、泡をふいた。そのまま崩れ落ち、床に這はって苦しみ悶もだえている。

「山やま崎ざき先生！」

　最初に動いたのは、生徒と一緒にいた養護教きよう諭ゆだった。壇だんに上がり《ザ・ブルマ》のもとに駆け寄ると、胸をはだけて聴診器を当てる。その頃になってようやく、他の教諭達も動き出した。

　一いつ斉せいに駆け寄った。

　まさにその瞬間だった。

《ザ・ブルマ》の胸から、血が噴き出し始めたのは。

　全校生徒が見ている前で、《ザ・ブルマ》は噴水のように血を吹き出した。思いっ切り顔にぶっかけられて、呆ぼう然ぜんとする保健医。白衣がじゅくじゅくと朱しゆに染まっていく。もう一人の体育教師が彼女を押しのけ、《ザ・ブルマ》の胸を手のひらで押さえた。血を止めようとしているのか。その後ろで、走ってきた教頭が思いっ切りこけた。血ち溜だまりで足を滑らせたらしい。身体からだの右半分にべったり血をつけ、よろよろと立ち上がる姿はゾンビそのもの。

　誰だれかが悲鳴を上げた。

　悲鳴は、忽たちまち体育館中に満ち満ちた──。

「……あれか」

　事件の光景を思い出し、吐き気を覚える。

　何しろ一昨日おとといの事件なのだ。思い出と呼ぶにはあまりにも生々しい。

　あの後、もう学校中が大騒ぎとなった。誰もが事件の話で持ち切りだった。警察が来て、四百人近くいる生徒全員に事情聴ちよう取しゆしていった。警察って大変だなぁ。その後、保健医が任にん意い同行されていったそうだが……。

　死因は心臓刺し突とつによるショック死。

　ペットの変死事件と同じ。

　死の直前にしていた話の内容を考えると、実に皮ひ肉にくな結末である。

「……あれを、俺がやったって？」

「そうです」再び、ふっふっふ。

「うまくやったつもりでしょうが、あたしの目はごまかせません。あれは、あなたの仕業でしょう？」

「あれを俺がやったって？」

「そうです」少女の顔が、少し曇った。

「言い逃れをしても、心証が悪くなるだけですよ？　素直に認めてしまいなさい」

「あれを……」

　はっ、と我に返る。冷静になれ、俺のわけないじゃないか。つまり彼女は、そういうゲームを挑んで来ているのだ。混乱していた自分がおかしくなり、コウは笑った。

　むっとした顔で、少女、

「何がおかしいんですか？」

「いや」真ま面じ目めな顔を作り、

「つまり君は、俺があいつを殺したと言ってるんだよね」

「はい」

「でも、どー考えても、俺には無理だと思うんだけど。ザ・ブル……山やま崎ざきが苦しみ出した時も、血を吹き出した時も、俺は壇だんの下にいたんだから。だいたい、それを言うなら誰だれも、山崎に近づいちゃいなかったし」

　血を吹き出した時は別だが。あの時は保健医がいた。彼女なら殺せるかもしれない。というか、状況的には彼女しかいない。だから警察も、彼女に任にん意い同行を求めたのだろう。

　だが苦しみ出した時、近くには誰もいなかった。

　それは。

　全校生徒が証人だ。

「俺に先生を殺すのは無理だ。だろ？」

「そうですね。普通は、無理です」

　あっさりと、少女。コウは少し拍子抜けした。彼女がどんな論理でコウと事件を結び付けてくるのか、少し期待していたのである。

「……認めるの？」

「ですから、普通は、と言ったんです。あなたは、あの男を殺したかった。でも、人間の、人じん智ちのやり方では不可能。そこで」

　おいおい、まさか。

「悪あく魔まの力を使った。あなたは悪魔と契約したんです」

「そういう推理は、どうかなぁ」

　顔をしかめる。

「かなり反則な気がするけど。……それこそ卑ひ怯きようなんじゃない？」

「そうです！　勿もち論ろんです。この世のノリに反する訳ですから。ですから、それなりの対たい価かを支払って頂くというわけです。即ち、魂たましい」

　なんとなく会話が嚙かみ合ってない気がして、コウは黙り込んだ。

　近づき、コウの顔を見上げてくる少女。不安そうに曇った顔が、すぐ目の前にある。

　初めて、少女の瞳ひとみの色に気づく。

　血ぬのように濡ぬれた赤。

　何な故ぜだろう、凄すごく嫌な予感がする。

「……あの、分かりますよね？　あたし、間違った事言ってませんよね？　あなたは、悪あく魔まの力を使って望みを叶かなえた訳ですから、魂たましいを渡すのが道理というもの、でしょう？」

　あたふたと本を広げ、逆さかさにし、ポンと叩たたく。

　古めかしい、木製のカメラが落ちて来た。

「使用した《知恵の実》も分かってます。シリアルナンバ・四〇三、《ピンホールショット》。あなたはこれを使って望みを叶えた、そうでしょう？」

　どう見ても、本より厚い。

　そっと触る。本物だ。紙か何かの偽にせ物ものじゃない。

「……これって、写せるの？」

　聞きながら、何バカな事聞いてんだお前と自分にツッコむ。

　他に何か、聞くべき事があるんじゃないか？

「いえ、写真は撮れますけど、あくまでサンプルですから実用はできません」

　実用。

「本物を持った時、あなたには分かったはずです。使用方法と、これがこの世の法則から外れたモノだという事が。その時、あなたは無意識下かで契約したんです。その魂と引き換えに、望みを叶えるという、イニシエの悪魔の契約を」

　契約。

「一昨日おととい、あなたの望みは叶えられました。その魔力を感知して、あたしは来ました。契約を履り行こうし、魂たましいをいただくために」

「一昨日の、あの事件が……」

　悪魔の力による犯行？

　確かに、色々と不ふ可か解かいな事件だった。

　作り話なら、これほど突とつ飛ぴな話はない。

　だが真実なら、これほど論理的な話もない。不可解なのではなく、もともと人間の理解を超えた事件だったのだ。そう考えれば、突然壇だん上じようで苦しみ出し血を吹き出して死んだのも、ペットと同じ死に方をしたのも頷うなずける。

　けど。

　そんなバカな。

　そういうのって、ありか？

　いや、何かトリックがあるはずだ。

　コウは混乱しながらも、本から出て来たカメラを手に取った。いったいどうゆう仕組みなんだ？　というコウの問いに、たちまち答えが返ってくる。直に。

　声と映像が、頭の中にあふれ出す。

　これはシリアルナンバ・四〇三、《ピンホールショット》。

　原型は絵え筆ふで、伝説は中世期。ある貧びん乏ぼう画家が貴き人じんの肖像画を依頼されたが、赤い絵の具がなく絵を完成させられなかった。貴人は怒り、是が非でもすぐに完成させるよう迫った。画家はやむなく、己の心臓に穴をあけそこから流れ出る血で絵を完成させたという。

　完成させ、死ぬ間ま際ぎわ、画家は言った。

「我が絵筆に描かれるもの、呪のろわれよ。その血の赤で己が姿を彩いろどるがいい」

　魂たましいと引き換えに、画家はそう望んだのだ。

　以来、その絵筆で肖像を描かれたものは皆、心臓に穴が空き、死んでいったという。

　その絵筆が時を経へ、モードチェンジを繰り返していくうちに現在のポラロイドカメラの形になった。《ピンホールショット》は二代前の持ち主が名付けた名前である。

　使い方は簡単。ただ相手を写し、写真を傷つけるだけでいい。どこをどう傷つけても、その瞬間呪のろいは見えない針と成り、服も鎧よろいもすり抜けて相手の心臓に突き刺さり、血を吹き出させてその身を赤く染める。

　写真は、顔を含む半身が必要、有効時間は相手を写してから九分。それを過ぎると普通の写真になる。また、その九分の間に被ひ写しや体たいの服装が替わっても、呪いは無効になる。

　今の所有者になって十三回使われている。

　所有者は──。

「あっつ」

　カメラが突然熱くなり、思わず手を放す。

　カメラは床に落ち、そのまま潰つぶれ始めた。しゅうしゅうぶくぶく音を出し、内側へ内側へと潰れていく。

　硫黄いおうのような、腐った臭い。

「大丈夫です。サンプルですから。いくらでも作れます」

　少女は慌あわてず本を逆さかさに広げ、カメラの残ざん骸がいにかぶせた。持ち上げると、もうそこには何もない。何の跡もない。

「とにかく、そういう訳ですから。あなたは望みを叶かなえた、認められますね？　魂の引き渡しに、同意していただけますね？」

　コウは口を開けた。

　が、言葉は出て来ない。たった今体験したものの残ざん響きようが、まだ頭の中に響ひびいている。

　沈黙を是ぜと受け取ったのか、少女は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「良かった、話の分かってくれる人で。不安だったんです。人間はズル賢いって、もー上じよう司しに散々クギを刺されましたから。でもやっぱり、ジュッパヒトカラゲにしちゃあ駄だ目めですよね。人間にだって素直な人はいるんですよね、悪あく魔まだって、色々ですし」

　一気にまくしたてると、それでは、と、そっと手を伸ばしてくる。

　吐と息いきがかかる。

　首に腕がまわされる、柔らかい感触。

「あなたは知恵の実に出会い、望みを叶かなえた。従って、古いにしえの契約に基づき」

　耳じ朶だをくすぐる、少女の甘い声。

「魂たましいを、いただきます」

　めりめりと、肉の弾はじける音。

　血ち飛沫しぶきが上がる。

　少女の、剝むき出しの背中が、ゆっくりと裂けていく。

　血と粘ねん膜まくに包まれて、濡ぬれて光るは

　猛もう禽きんを、思わせる

　黒い翼つばさ。

　本物だ。

　黒い翼はみるみる大きく広がっていく。乾いた粘ねん膜まくが粉になり、飛び散り、光に映えて輝いた。

　事ここに至ってようやく、コウは、自分がとてつもなくやばい事態になっている事に気がついたのだった。

　目の前に、悪あく魔まがいるという事に。
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　死ぬのか。

　本物だったとは。

　まさか悪魔に殺されるとは。

　屹きつ立りつする、巨大な黒い翼。しかし、不思議と恐怖はない。

　誰だれも信じないだろうな、こんな話。思わず笑みがこぼれる。誰にも信じてもらえない、考えてみればらしい死に方だ。耳に少女の吐と息いきを感じ、コウは無意識に彼女を抱き締めた。温かく柔らかい、生き物の感触。この感触を知っている。あれは……。

　目を閉じて温ぬくもりの中。

　その時を待つ。

　少女の声が耳に響ひびく。

「あれっ？」

　その時を待つ。

「あれれ？　おかしいな……、えーと」

　その時を待ち切れず、コウは口を開いた。

「……早いとこ、やってくんないかな。なんか恥ずかしいんだけど」

「あの、それが……あっ？　……あの、その、その、その」

　顔が、耳まで真っ赤に染まる。

　少女を抱き締めている自分に気づき、コウは慌あわてて身体からだを離した。

「あー、……ごめん」

「いえ……」

　少女は含羞はにかんでうつむいている。

「……それで？」

「……え？　あっ、すいません！　ちょっと待ってて下さいね」

　少女は後ろを見、そのまま一回転して、今度は逆に振り返った。何度かそうした動作を繰り返し、泣きそうな顔を作る。

　見かねてコウは口を出した。

「あのさ、あせらないでいいから。……それでさ、君が動くんじゃなくて、羽根を動かせばいいんじゃない？」

「あっ、そうですね。あたしったらなぜ、なんで、どーしてこんな簡単な事」

　やはり、自分の羽根を見ようとしていたらしい。

　翼つばさが大きく、たわむ。

「ちょっ」

　たわんだ羽根の恐ろしいまでの緊張感に危機感を覚え立ち上がったコウは、そのまま吹き飛ばされ壁に当たり床を弾はずみしかし風は休息を許さずコウを捕らえ天てん井じように放り再び壁を中継して窓の外、自由の虚こ空くう、具体的には地上三十メートルを目指して防ぼう震しんガラスを突き破った。

「──────────────────！」

　間かん一いつ髪ぱつ、ベランダの手すりを摑つかむ。

「きゃーっ？　どうしましょうどうしましょうどうしましょうどうしましょうどうしま」

　慌あわてふためく少女。だが風は吹きやまない。

　コウは七階のベランダから地上に対し平行に、ノボリのようにはためきながら叫んだ。

「はね、はね、はね！」

「はね？　羽根がどうしました！」

「止めろっ！」

　唐とう突とつに風が止やんだ。全体重が戻るのを感じ、慌てて手すりにしがみつく。必死によじ登り、なんとかベランダ内に身体を転がし込む。

　安全圏けん内ないに身体を落とし込み、コウはようやく呼吸を思い出した。どきどきする胸を押さえ、深呼吸を繰り返す。

「あの、ごめんなさい、ほんと、その、ごめんなさい、翼つばさって、動かすの難しくて」

　手を振って、気にするな、の意を表する。

　強がりではなく、先さき程ほどの体験のせいで感情が一部マヒしているようだ。自分が怒っているのか助かった事を喜んでいるのか、見当がつかない。

　部屋の中は、見事に空っぽだった。

　ホットカーペット以外は見事に吹き飛ばされてしまっている。下にいた人は、さぞかし珍ちん妙みような雨を経験したことだろう。まぁ、もともとダイニングにはテーブル以外、家具らしきものを置いてなかったから良かったが、これが寝室だったら大変な事になっていた。血と汗と涙で買った電化製品を壊されでもしていたら、コウは風に頼るまでもなく大空へと飛び出していたはずだ。

　……さっきまで、死を覚悟していたくせに。

　思わず、笑い。

　つられたのか、少女も笑った。

「っ笑うな！」

「はいっ！　すいませんっ！」

　全身が痛みに気づき始めた。同時に、怒りも込み上げてきて、思わず声を荒げる。

「お前な！　一いつ体たい何がどうしたか知らないが、持ってくなら持ってけ！　殺すなら殺せ！」

「そ、そんな」たちまち涙なみだ目めになる少女。

「だって、だってだって、そっちがずるいんじゃないですかぁ」

「俺が、ずるい？」

「ちゃんと、心の底から、契約を認めてないじゃないですか」

　翼がゆっくりと、動き始めた。細心の注意を払っているのだろう、奇妙に無表情な顔。

　気をつけてくれているのだろう。……そうだ、悪わる気ぎはないはずだ。落ち着け、大人おとなげない、相手は子供だ、悪あく魔まだけど。なにやらＵＦＯキャッチャーを見ているような感覚に、コウは冷静さを取り戻した。自分の身体からだの状態を確かめる。身体中がずきずき言っている。特に頭。血は出ていないようだが、確認できるだけでも五つ、コブができていた。身体もきっと痣あざだらけになっているだろう。勿もち論ろん、運が良かったのだ、下へ手たすれば死んでいたのだから。

　コウは小さくため息をついた。

「ほら！　見てください！」

　少女はようやく視界に入った翼から黒い羽根を一枚抜き、コウに見せた。

　何がほら！　なのか分からぬまま、頷うなずく。

「……それで？」

「ちゃんと、心の底から負けを認めていただかないと、魂たましいはいただけないんです」

「……負け……って？」

「それは……だから、その、つまり……あたしに、望みを叶かなえた事を、……その、見抜かれた、という」

　声が小さくなっていく。

「……ちょっと待て」

　コウは痛む頭を押さえた。

「それはいったい、どういう事だ？」

「契約の前提は契約者の自由意志でして、ですからちゃんと認めていただかないと、魂たましいは引き取れないのです」

「そうじゃなくて……お前、見抜かれた、と言ったな」

「……」

「……見抜かれたって事は、つまりお前、読どく心しん術じゆつとか超能力で人の望みが分かるわけじゃないんだな」

「……」

　どうやら図ず星ぼしらしい。

「じゃあお前、どうして俺がそれを望んだって分かるんだ？　……っていうか、それ、本当に俺の望みなのか？」

　自分で言ってて何だか、バカな質問だ。

「どういう根拠で、そう思うんだよ？」

「……秘密です」

「秘密って、なんで、秘密なんだよ」

「……切り札、ですから」

「切り札って……お前、今使わないでいつ使うんだ？」

　コウに睨にらまれ、少女は小さく、明日あした、と呟つぶやいた。

「明日ぁ？」

「……あさって、かも……特に、決めていませんし、だって……」

　声に泣きが入り始める。

　うわぁ。

　いじめてるみたいじゃないか。

　こっちは魂が、かかってるんだぞ？

「……もしかして、勘かん違ちがいじゃないの？　俺の望みじゃないんじゃない？　なんか自信たっぷりに言うもんだから、心の底で望んでたのかも、とか、思ったんだけど。……やっぱどー考えても、俺がそんなん、望んだはずがないよ。あの先生、俺にはどーでもいい存在だったし」

　ひでぇ言い草。

　でも、本当だし。

「そんな、今頃ごろずるいじゃないですか。さっきは認めてくださったのに」

「あれは……」

　あれはお前が悪あく魔まだという事実に度ど肝きもを抜かれていただけだ、と、今いま更さら言うのも恥ずかしく、コウは口をつぐんだ。

　いや、死を認めたのも事実だが。

　少女がたたみかけてくる。

「寸前で、怖くなったんですね？　よくある話です。でもね、悪あがきはいけません。いいですか、いくら抵抗しても、結局は同じことなんですよ」

　要は、と一いつ旦たん口を閉じ、少女は凄すごみのある、と自分では思っているらしい、でも何だか靴の中に石つぶが入って気持ち悪いのをこらえているようにしか見えない表情を作った。

「痛いか、楽かの違いです」

　どうやら脅きよう迫はくしているつもりらしい。

　他の誰だれかにやられると無茶苦茶ムカついただろーが、しかし少女のそれは実に可愛かわいらしく子供っぽく、コウは思わず少女の頭を撫なで撫なでした。

　少女はぽかんとしている。

　アプローチを変えよう。

　考える。

「……じゃあさ、仮に、俺がそれを望んでいたとしよう。俺は、そのカメラを持って……」

　雷に打たれたよーな衝しよう撃げきが、身体からだ中を走った。安あん堵ど感と羞しゆう恥ち心しん、そしてちょっとした絶望感のごちゃまぜに、思わず座り込む。

　なんてこった。

「俺はバカか？」意図せず言葉が口に出る。

「そもそも俺は、そのカメラを持ってないじゃねーか」

　そーいうことなのだった。
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　ガラスを失った窓を、冬の風が今この時とばかりに吹いては抜けていく。それはそのまま、コウの心しん象しよう風景だった。

　ちょっとばかし、ショックだった。

　何がショックなのか、分からなかったが。

「そーだよ、カメラを持ってない俺が、どーしてそんな事できるんだ？　お前、最さい初しよっから間違ってるじゃねーか」

　照れくさくて、ついつい語気が荒くなる。

「そ、そんなことありません。きっと、どっかに隠しているんです」

　きっとなって反論する少女。しかし、どうやらカメラがない事には気づいていたらしい。言葉の感じからそれを察し、コウは、

「じゃあ」

　家や捜さがしでもしてみろ、という言葉を慌あわてて吞のみ込む。下へ手たに家捜しなんかさせて、寝室の大事な電化製品を壊されでもしたら、今度こそ大空へダイブせずにはいられなくなる。

「……何で俺が持ってると思うんだよ。根こん拠きよはなんだ？　照明できるのか？」

「持ってないことを、証明できますか？」

「……できない」否定命めい題だいは証明できない。

「ほら。やっぱり、持ってるんです」

　これじゃあ堂々巡めぐりだ。

「……じゃあ、話を戻すけど、仮に、俺が持ってたとして」

　コウは手でカメラの大きさを示した。

「こんな目立つもの、どうやって隠かくすんだよ。絶対見つかる、体育館に持ち込む前に没収されちまうぞ？　だいたい、俺がそんなもの持っていなかった事は、周りの人間がいくらでも証言してくれる……」

　待てよ？

　それは何もコウだけではない。体育館にいた全すべての生徒について言える事である。

　先生ならどうだろう。先生なら奇妙なカメラを持っていても、没収される事はない。

　あの時、壇だん上じようにはカメラを持った先生はいなかった、それは確かだ。しかし、全ての教きよう諭ゆが壇上にいたわけではない。保健医を始め何人かの先生が、下で生徒を見回っていた。

　そいつらなら。

「あのさ……」

　言いかけて、止やめる。

　待てよ？

　カメラが凶きよう器きと分かっているなら、誰だれだってまず、カメラを持っている人間を疑うはずだ。いくらこの子が子供でも、間抜けでも、悪あく魔までも、それぐらいは……。

「……いなかったんだな」

　少女、頷うなずく。そして慌てて首を振る。

「違います、そう見える人間はいなかったという事です。そう見えなかっただけで、持っていたはずです。分かってるんです。人間はズル賢いから、いくらでも凄すごいトリックを思いつくから油断するなって、上じよう司しにも言われましたし」

　なおも続く少女の言葉を遮さえぎり、コウは繰り返した。

「いなかったんだな、……カメラを持った人間は。あの時、あの場所には」

　少女、渋しぶ々しぶ頷うなずく。

　どういうことだ？

　カメラの有効時間は九分間、朝ちよう礼れいが始まってから十分以上立っていたのは確かだ。つまりあの時あの場所で、《ザ・ブルマ》は写真を撮られたということになる。なのに、誰だれもカメラを持っていなかったという事は……。

「カメラじゃなくて、バッグとか、カメラを入れられそうなものを持っていた人間は？」

「いませんでした。みんな、手ぶらで」

　まあ、そうだろう。朝礼に行くのに、荷物を持ってく人間はいまい。

「……外はどうなんだ？　体育館の外から撮ったということは？」

「体育館の外、写真を撮れそうな範囲には、人そのものがいませんでした」

「そんなバカな。それじゃまるで」

　ミステリーじゃないか。

「……本当にそのカメラで、ザ・ブ……山やま崎ざきは殺されたのか？」

「はい。契約完了魔ま力りよくが感知されたという事は、そのアイテムで望みを叶かなえた、という事です。いつ、どの瞬間にどういう形で《ピンホールショット》が使われたかは分かりませんが、使われたのは確かです。《ピンホールショット》の用途を考えれば……」

《ザ・ブルマ》の異常な死しに様ざまを思い出す。

　一人で突然苦しみ出し、悶もん絶ぜつし、血を吹き出して死んでいった。人間がやったと考えるよりは、悪あく魔まの力と思ったほうが（それでも結局は人間の犯行なのだが）納得できる。

　しかし、この状況は……。

　殺すには、カメラで写真を撮らなければならない。

　だが、カメラを持った人間はいなかった。

　ミステリーだ。

　その言葉の響ひびきに、しばしジンとなる。

　……待てよ？

「……お前まさか、それで犯人が分からないもんだから、あてずっぽうで俺のところに来たんじゃないだろうな？　分かってるとか知ってるとかやけに繰り返して、なんか無理やり認めさせようとしてるみたいだったけど」

「なっ、なんてこと言うんですか！」

　少女の顔が真っ赤に染まる。

「ひっ、人ひと一人の運命を決める大事な事を、あ、あてずっぽうで決めるなんて、そんな事、する訳ないじゃありませんか！　なぜ、なんで、どーしてそんなひどい事をっ。あたし、あたし……」

　涙ぐみ頰ほお膨ふくらまし、上うわ目め使いにこちらを睨にらみつけてくるその姿は何ともいとおしく、コウは少女の頭を撫なで撫なでした。

「分かった分かった、じゃあせめて、俺が犯人だという根こん拠きよを教えてくれよ。それが納得いくものなら、魂たましいでも何でもあげるからさ」

「……ほんと、ですか？」

「ほんとほんと」

「……絶対に、本ホン当トーですね？　あとで、うっそー、とか、言いませんね？」

「言わない、約束する」

　少女が小指を立てた。

　了りよう解かいし、指切りをする。まさかこんな年齢になって、こんな恥ずかしい真ま似ねをさせられるとは。コウはゆぅびきぃりげんまん、うぅそつぅいたらと歌いながら心の中で涙した。

　では、と言って少女は、本──どうやら魔法のアイテムの目録らしい──を開いた。

　最近書かれたものらしい、たどたどした文字。恐らく少女のものだろう書かれた文字は、全く見覚えないものだ。

「……これは？」

「計算です。あたしが、しました」得意そうに、少女。

「あなたの言うとおり、あの事件の状況はとても不ふ可か解かいなものでした。そこであたしは、別の方向から調査する事にしたんです」

「……具体的には？」

「運命係けい数すうです。この数値が高いほど《知恵の実》に出会う確率が高いんです。あたしはあの場所にいた全すべての人間の運命係数を計算し、特に絶対値と振幅値の高い人間を選定し、乱らん数すうでふるいにかけ、インスピレーションで味付けし、最終的には直感に頼りましたが、そうやってあなたを見つけ出したんです」

「……後半はギャグ？」

　少女は一瞬きょとんとし、すぐに緊きん縛ばくされているようで実は緊縛できない胸をはった。

「あたし、計算は得意なんです。上じよう司しにも褒ほめて貰もらえましたし。それに、占っても貰いました。上司の占いによると、この計算に従って行動すれば八〇％の確率で大丈夫だろうと」

「……その上司の占いは、当たるのか？」

「はい！　凄すごく良く当たると言ってました」

「誰だれが」

「本人が」

「……とにかく、残念だけど」

　コウは肩をすくめた。

「今回は残りの二〇％だったみたいだな」

「どういう意味ですか？」

「だから、ハズレだよ。俺は犯人じゃない」

　少女の顔が強こわばった。みるみる瞳ひとみに涙が溜たまっていく。

「そんな……約束したじゃないですか！　話したら、魂たましい、くれるって！」

「あのなぁ、いくらなんでも、その《知恵の実》？　だか何だかに巡り会う確率が高いからって、そんな勘かんや占いだけで、犯人と決めつけられてたまるか！」

「だって、だって、そんな、ずるい……」

　約束したのに……と、少女。今にも泣き出しそうだ。コウはため息をついた。

「しょうがないだろ、俺、本当に犯人じゃないんだから」

「……約束、したのに……手の内を……明かして……切り札、だっ……ずる…えっ」

　ついに泣き出す。

　これは反則だよなぁ、と、コウは頭を搔かいた。こいつは人間じゃない、悪あく魔まなんだ、子供じゃないんだ、まぁ、生まれたばかりとか言ってたけど。

　なんとも胸が痛い。

「……とにかくさ、いっぺん帰って、上じよう司しとやらに相談してみたら？」

「……かえっ、れ、ません……」

「なんで」

「……能力が、封ふう印いんされて、いるんです」

「封印？」

　少女は少し泣き止やんだ。ちょっと偉そうに、こほん、と咳せきをし、

「……契約完了魔ま力りよくを感知したら、まずアストラル体を使って事件を調べます。充じゆう分ぶん調べたら、今度はマテリアル体に自分を封印します。これは、勝負を公平な知恵比くらべにするための措そ置ちで、悪魔としての能力がほとんど使えなくなっちゃうんです」

　この羽根の力以外は、使えないんです、と少女はそっと羽根を撫なでた。

「知恵比べに勝ち、相手に契約した事を認めさせられたら、自動的に封印は解とけて、魂たましいをいただく事ができるようになります」

「それ以外に、封印を解く方法はないの？」

「いえ。実は封印自じ体たいは、自分の意志で好きな時に解けます。……でも、自分で解いちゃっ……たら、負けた、ことに……ううっ」

　涙がぶり返して来たようだ。再び嗚お咽えつし始める少女に、コウはため息をついた。

「……負けって、つまり、どういうこと？」

「魂をいただく……権利を、放棄しなきゃ、いけ、な、く、な、なって……」

　よしよし、と、少女の頭を撫なでる。

「……まぁ、仕方ないじゃん。今回は、相手が悪かったんだよ。今回は潔いさぎよく諦あきらめて、次、頑張れ！　……な？」

「……ひっ……く、次は、うっ、無いん、ですぅ……っふっあ、あた、し……生まれた、ばかり、で、試し運うん、転てん、だから」

　少女はついに、本格的に泣き出した。

「しっぱ、い、したら……みっ、みこみなしって、……け……され……ちゃう……」

　失敗したら消されちゃう？

「で……でも、うくっ、もう……らない、からっ……ひくっ……あっ、あなたじゃない……と、困っ、……るんです……ようっ」

　そんなこと、言われてもなぁ。

　少女はもうしゃべれなくなったのか、ひくっひくっとただ泣き続けている。

　しばし迷い、意を決し、コウは少女を抱き寄せた。

　抱き締める──。

　左胸に、少女の頭を優しく当てる。心臓の音を聞かせる事で、赤あか子ごは安心するという、本当かどうか知らないが。慣れない行為だったが、何な故ぜだろう、身体からだは滑らかに動いた。

　俺には妹がいた。という。

　こんなこと、してたのかな。

　そんなことを考えながら、コウは、少女が泣き止やむまでずっと、そうしていた。
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　しばらくして泣き止やむと、少女は顔を上げ、照れた笑みを見せ、身体からだを離した。勿もち論ろん、お約束の鼻はな嚙がみも忘れていなかった。

「……ありがとう、ございます。……その、みっともないとこ、見せてしまって」

「いや、……気にするな」

　ぶひゃらしゅくしゅらてぃ、という、世にも恐ろしい擬ぎ音おんに凍りついていたコウは、その声にやっと自分を取り戻した。ああしかし、胸についているであろう粘ねん性せいを持つ液体については考えたくもない。考えるべきは。

「……大丈夫？」

「はい、もう大丈夫です。前向きに考えることにします。封ふう印いんを解といたら負けになっちゃいますから上じよう司しには頼れませんが、逆に考えれば、封印を解かない限り負けにはならないわけですから」

　爽すこやかな笑顔。

「生きてる限りあなたに張り付いて、いつか必ず、尻尾しつぽをつかんでみせます」

「はっはっは・こいつぅ」

　コウは少女の頭をグリグリした。

「じゃあ、ちょっと待ってろ。着替えてくるから。そしたら出掛けよう」

　どこへ？　と少女。

　コウは、ガラスを失った窓から外を眺ながめた。

　あんなに降っていた雨は、いつの間にか止んでいる。

「学校」コウは答えた。

「犯人捜し、手伝ってやるよ」

　少女の顔を見て、ため息をつく。

「お前の相手よりは、多分、楽だ」

　そーゆうことになったのだった。
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　日ひ炉ろ理り坂ざか高校にはミステリーの同好会が二つある。《ミステリー同好会》と《みすてりぃサークル》──通称みークル、である。

　元々は《ミステリーサークル》という一つの部で、高校の部活にしては大掛かりな部室を持つ由ゆい緒しよ正しい俱く楽ら部ぶだった。それが分裂し同好会に格下げされたのが一年前。その原因を作ったのが、現みークルの部長である三み束つか元もと生なり一年生である。

　三束元生は一年の時《ミステリーサークル》に入ったのだが、入部して三カ月のある日、突然「こんなのミステリーサークルじゃない」と叫んで勧かん誘ゆうの鬼と化した。

　その頃ころ、字じ義ぎをそのままにとらえる男だった三束元生は、どうやら《ミステリーサークル》をミステリー好きのサークルではなくミステリーな人間のサークルだと思っていたらしい。それが違っていた事に気づいた時、しかし三束元生は退部しなかった。この傲ごう慢まんな男は、間違っていたのは自分ではなく部そのものだと考えたのである。

　そこで三み束つか元もと生なりは、部を本来の方向に戻す（と本気で考えていた）ために必要な人材──良く言えば不思議な、はっきり言えば変な人材──を集め始めた。奇怪な噂うわさ、趣味嗜し好こう性せい癖へき、そういった何かを持つ人物を探し、手当たり次第に勧かん誘ゆうしてまわったのである。

　コウもまた、そんな彼のレーダーに引っ掛かった人間の一人だった。

　三束元生はある日、日ひ炉ろ理り坂ざか中学に通っていたコウのところにやって来た。その初しよ対面はこんなふうだった。

「僕の名は三束元生。僕を呼ぶ時は、三束でも、元生でもなく、三束元生と呼んで欲しい。くんも、さんも、先せん輩ぱいもつけなくていい。それが僕の名前なのだから。僕も君を、堂どう島じまコウと呼ぼう」

　三束元生は当時、生徒はおろか先生にも、初対面の人間には必ずそう言っていた。もっともそれから三カ月後、彼は名前など何の意味もないということを悟さとり、《部長》と名乗るようになる。今では、部員はおろか先生まで彼を「おい、《部長》」と呼んでいる。

　それはともかく、彼はコウに言った。

「君の妹は、宇宙人に誘ゆう拐かいされたらしいな」

「はい」

「君は高校に上がったら、ミステリーサークルに入りたまえ」

「……考えときます」

　その時はそう答えたが、正直入る気はなかった。何が悲しゅうて男同士で、名前、それもフルネームを呼びあわにゃならんのだ、考えただけでもぞっとする。しかし二日後、隣のクラスの冬ふゆ月つき日ひ奈なに、

「君、ミツカモトナリに勧かん誘ゆうされたんだって？　いいなぁ。あたしも高校入ったら、あそこに入部するつもりなんだ」

　と言われた時には、すっかり入部する気になっていた。

　やっぱり恋をしたかったから。

　それはともかく、そういう調子で三束元生は変人を集め続けた。

　だが、変人だからと言ってミステリーを読んでいるとは限らない。

《ミステリーサークル》なのに、ミステリーを読まない人間が増えていく──。

　生きつ粋すいの部員達が歴史ある部の質の低下を恐れ始めた矢や先さき、事件は起こった。

　その朝、彼らが登校してくると、部屋から《ミステリーサークル》の看かん板ばんがなくなっていたのである。代わりに掛かっていたのは《みすてりぃサークル》という看板だった。

　原因は、三束元生が勧誘した双ふた子ごの姉妹だった。この双子の実家、舞まい原ばる家は知らぬ者なき日炉理坂最大の権力者で、そしてその娘達もまた権力者だった。三束元生はこの双子を、ただ双子であるというだけで勧誘したのである。

　双ふた子ご──正しくはその姉の方──は、こう言ったという。

「《ミステリーサークル》の《ミステリー》の部分を、平ひら仮が名なの《みすてりぃ》に変えてもいいなら、入部してあげる」

　理由は、その方が可愛かわいいから、らしい。

　変えてくれるなら、ではなく、変えてもいいなら、なのが凄すさまじい。

　普通なら一いつ笑しように付すような条件だが、折しも三み束つか元もと生なりはその時、名前には何の意味もない事を悟ったばかりだったので、

「いいんじゃない？」

　と、答えた。

　運命が、別れた。

　双子は実際に、いったい誰だれにどんな圧力をかけたのか《ミステリーサークル》を《みすてりぃサークル》に変えてしまったのである。

　事ここに至ってついに、ミステリーを愛する者達は立ち上がった。彼らは当時の部長に三束元生を退部させるように直じき訴そし、それが聞き入れられないなら自分達が出て行ってやる、と息巻いた。好きにすれば？　と当時の部長、女性だった、は答えた。そこで彼らは退部し、新たに《ミステリー同好会》を作ったのである。

　もっとも、彼らは最初から同好会を作るつもりでいた訳ではない。彼らは、自分達が部を辞めれば、ミステリーを愛する大多数の部員がついてくるだろうと目もく算さんしていたのである。自分達が辞めればほとんどの部員が辞めるだろう、そうなれば、何しろ三束元生が集めた変人のほとんどは来年入学してくる新一年生だったので、《みすてりぃサークル》は定員割れを起こして消滅するしかなくなる。その時こそ再び《ミステリーサークル》として復活する、そんな計算をしていたのである。

　ところが、彼らが辞めた時、ついて来たのは男子部員ばかりだった。

　女子部員は誰だれも、辞めなかったのである。

　理由は明らかにされていない。彼女達は男子の堅かた苦ぐるしいミステリー論にうんざりし、もっと気楽な、楽しいミステリー話をしたかったのかもしれない。あるいはもっと単純に、群を抜いて甘いマスクを持つ三束元生と離れ難がたかっただけかもしれない。来年入部する事が約束されている新入部員に、可愛かわいい男の子がいるという噂うわさも一ひと役やく買っていたのだろう、とにかく女子は誰も辞めず、結局《みすてりぃサークル》は定員割れを起こさず存続、《ミステリー同好会》は女子禁きん制せいというわけでもないのに男子部員しかいない、という共学高校では珍しい不気味な同好会と化した。

　日ひ炉ろ理り坂ざか高校の部活運営規則では、同じ趣旨のクラブは二つ以上存在出来ない。

　二つ以上ある場合、両者ともに同好会扱あつかいとなる。

　どちらかが消えるまで。

　こうして、長き歴史を誇る《ミステリーサークル》は二つの同好会に分裂するという結末で幕を下ろし、同時に《ミステリー同好会》と《みすてりぃサークル》、二つの同好会の、長きにわたる確かく執しつが始まる事になる。

　しかしそれはまぎれもなく、《みすてりぃサークル》黄金時代の幕開けでもあった。

　なんつって。

　閑かん話わ休きゆう題だい。
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「毒は、出なかったって」

　コウを見るなり、冬ふゆ月つき日ひ奈なは言った。次いで、

「雨だし、もう来ないかと」

「いやぁ、雨も止やんだし」

　コウはみークルの部室を見渡した。日奈以外、誰だれもいない。好こう都つ合ごうだ。

　日奈は私服で、広い部室の真ん中に置かれた会議用テーブルの上にうつ伏せに寝転がり、難しそうな本を読んでいた。

　私立日ひ炉ろ理り坂ざか高校は週休二日、土日は休みだが、土曜日は部活動用に学校を開放している。日ひ炉ろ理り坂ざか高校は生徒の自主的な活動を奨しよう励れいしているのだ。という。

「そっか、毒じゃなかったのか」

「まぁ、一昨日おとといだし、まだ全部の検査が終わった訳じゃないみたいだけど、多た分ぶん薬物は検出されないだろうって」

　二人が話しているのは一昨日の事件の事である。あの時《ザ・ブルマ》が突然苦しみ出したのは、前もって毒か何かを飲まされていたんじゃないか、とコウは思っていたのである。飲ませたのは勿もち論ろん、保健医。そうして、苦しみ出した《ザ・ブルマ》を診察するふりをして近づき、殺害。これがあの事件に対するコウの推理だったが、日ひ奈なは否定的だった。

　そして結局、日奈のほうが正しかったらしい。

「薬じゃなければ、どうやったんだろう」

　日奈は黙って肩をすくめる。

　いったいあの頭の中で、どんな推理をしているのだろうか。コウはちょっと意地悪な気分になった。しかしまぁ今回は、どんな推理も外れちゃうんだよね。何しろ、魔法のカメラ、なんつーものが絡からんでいるのだ、いくら日奈でも、そこまでは思いつかないだろう、はっはっはと、なんか勝った気分になる。

「まぁいいや、実はさ、聞いて欲しい仮説があるんだけど。仮説っつーか仮定だけど」

「いーよ。何？」

　日奈はコウの顔を見た。日奈の、とても、とっても綺き麗れいな意志の強い瞳ひとみに覗のぞき込まれると、コウはいつも何が何だか訳わけも分からず走り回りたくなる。

　日奈はショートカット、眉まゆ毛げの濃いアジアン美人だ。そう、眉毛の濃い彼女は、小さい頃ころからゲジゲジ眉毛と呼ばれからかわれていたらしい。女の子は多感だ、彼女は泣いたかもしれない。それでも、日奈は自分の眉を剃そり落としたりはしなかった。剃り落とし、なかった事にし、ペンで書いたりはしなかった。日奈はあくまでそれを自分の一部として受け入れ、何と言われようとこれはあたしの眉毛だと、胸を張って生きて来たのだ。そして眉毛達もそんな日奈の思いに応えたのだろう、十六年たち、襟えり足あしが明らかに男と違う年頃ごろになった今、日奈は、誰だれが見てもそう言うだろう眉毛美人になっていた。意志の強さは瞳に表れ、眉がそれを強調している。
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　彼女に見つめられた人間は、最低三日はその瞳の輝きを忘れられないだろう。

　勿論コウは彼女と付き合っているこの八カ月、片時もその瞳を忘れた事はない。

「……何よ」

「……いや、それで、仮定の話なんだけど」

「その前に、あたしも一つ聞いていいかな」

「何よ」

　日奈は微笑ほほえんだ。

「その子、誰だれ？」

「……その子って、誰？」

「あたしあたし！　多分あたしの事です！」

　斜め後ろ上空をふよふよと浮遊していた少女が、つんつんとコウをつっつく。

「ちょっと失礼」

　少女を連れて部屋を出る。

「おい」

「はい」

「……お前、見えてるじゃないか、日ひ奈なに」

「はい？」

「なんで、見えて、いるんだよっ！」

「なんでって、言われても……」

　キョトン、とした顔。

「目があるから、でしょうか」

「……お前って、まさか誰にでも見えるのか？」

「はぁ、多分。目の見える人なら」

　コウの顔から血の気が引いた。

「でも、でも普通……悪あく魔まだろ？　こういう場合、その、俺にしか見えない、とか、そういう設定じゃないのか？」

「そんなの、ただの幻げん覚かくじゃないですか」

　少女はころころ笑った。

「あたしはほんとに存在してるんですから」

「……じゃあ、じゃあお前、その、倫りん理り的にやばげな格好で、俺の後ろをふよふよ飛んでいて、それは全部、ここに来るまで、街中、学校内、ずっと……」

　うわぁ。

　コウは目の前が真っ暗になった。

「やばげ、ですか？」少女は自分を見、

「……いろいろ機能的なんですが」

　いつの間にかドアが開いていて、日奈がこちらを見ている。

「……一体、何の話をしてるのかな。混ざりたいな、あたしも」

　にっこり、笑顔。

「なんだか、すごくどきどきしてきたわ。うん、あたし、ほんとにどきどきしてきた」

　よかったね。

　コウは、力なく微笑ほほえんだ。ははは。
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　少女の話を聞き、飛んでるところを見、翼つばさに触ってもそれほど驚かなかった日ひ奈なだったが、《ピンホールショット》のサンプルに触れた時はさすがに驚いていた。それはそうだろう、悪あく魔まやら翼つばさやらはそこはそれ現代っ子ゲームっ子、それなりに受容できるが、音と映像が頭の中にあふれ出すあのテレパシー体験は、まさに想像の埒らち外がいにあるのだから。

　しばらくして、あっと言って手を放す。

　予想していたのですぐに手を伸ばし、カメラをキャッチする。

　少しぼーっとしていたが、すぐ立ち直り、日奈は少女に話しかけた。

「……所有者が誰だれか、分からなかったけど」

「はい。所有者が契約者ですから、分からないようプロテクトがかかっているんです。あくまでも知恵比くらべ、ですから、自分の知恵で見つけるように、と」

　少女が答える。少女は今、日ひ炉ろ理り坂ざか高校規定の赤と緑のジャージを着ている。羽根のない少女の姿は、当たり前だが人間だ。

　日奈は背せ凭もたれを前に、椅い子すに座り直した。

「……今の所有者に代わってから、十三回使われた……か。ただ使う分には、魂たましいは取られないの？」

「はい。おそらく契約者は、望みを叶かなえる前に、その、動物で、練習でもしたんでしょうか」

　連続ペット惨ざん殺さつ事件。

「……分かんないぜ。犯人の望みは十二匹のペットと人間を一人、殺す事だったかもしれないじゃん」

「あるいは、ただ殺してみただけかもしれませんね」と少女、じとっとコウを睨にらみ、

「人間って、理由もなく殺せますから」

　俺一人が人間ってわけじゃないんだけどなぁ、と一人ごちるコウ。

　うつむき、日奈は耳たぶを弄いじった。

「……でも、今のところ、殺されたペットは六件だけ。残りは……」

「見つかってないだけだろう。ペットじゃなくて、野の良らかも」

「そうかもしれないけど。……あのさ」

　少女を見、尋たずねる。

「所有者の定義って、何？」

「その《知恵の実》で、自分の望みを叶えた人間です。望みを叶えるまでは契約は完了しませんから、所有者とは認められません」

「じゃあ例えば、《知恵の実》？　を手に入れた人間が、六回使って、でも望みを叶えられず手放しちゃったら、その六回分はどうなるの？　カウントされないの？」

「いえ、《知恵の実》は運命によって運ばれます。その《知恵の実》を手に入れたのに望みを叶かなえられなかったという事は、所有者になる運命になかった、単なる橋渡しにしか過ぎなかったという事です。その場合、その人が使った六回は次の所有者が使用した分としてカウントされます。つまり所有者が望みを叶えるために、他人の手を使って使用したという事になるんです」

　成なる程ほど、とコウ、

「……この場合、使われた十三回のうち犯人が実際に使用したのは七回だけで、残りの六回は前の持ち主が使った分かもしれないって事か。……でも、それがなんなんだ？」

　最後のほうは、日ひ奈なに向かって、

「それって、大事な事なのか？　あんまり関係ないような気がするけど」

「大事だよ。あたしの推理が確かなら、ね。犯人が、本当は何回使ったのか……」

　耳たぶを摑つかむ。くにくにと揉もむ。日奈が思考する時の癖くせだ。

「あるいは……」

「あるいは？」

　日奈は少女に向き直った。耳たぶをもにもにしながら、

「もう一つ、聞きたいんだけど……その、契約って、無意識下かでされるんでしょう？　それって、契約した本人は悪あく魔まが現れるまで、自分が魂たましいを取られるなんて考えもしないって事だよね」

「はい。時々、妙みように勘かんが鋭い人とか、あと文ぶん献けんやらでそういうことを前まえ以もつて知っている人もいますけど、基本的には、そうです」

「……おいおい、それって結けつ構こうズルくないか？　ズルいとか卑ひ怯きようとかフェアじゃないってさんざ騒いでたけど、よく考えりゃ、そっちのほうがずっとアンフェアなんじゃ……」

　口を挟はさんだコウに、

「そんなこと、ありませんっ！」

　少女は顔を真っ赤っ赤にし、声を上げ、むきになって反論した。

「それは、人間があまりにずるいから仕方なく、そういう形を採とっているだけです！」

　ほんとなんです、と、日奈にひしっと詰め寄り、上うわ目め使づかいに見上げてくる。

「昔はちゃんと契約書作って、その場で望みを叶えていたそうです。それも、魂一つに三つの願い、三つもですよ？　それなのに、ちゃんと契約書に魂と引き換えって明記してあるのに、人間は、やれ願いを四つにしろだの五つにしろだの百個叶えろだの、魂を増やせとか契約を無効にしろとか妙なトンチを効かせて得意になって、無理だと言うと何だお前何でも望み叶えるっつったろーがとか契約しただろーがとか、そちらの方こそハナから契約守る気ないくせに、望みを叶えておきながら魂も渡すまい、なんて姑こ息そくな事考えて、滅め茶ちや苦く茶ちや言ってごねるんです！　だから仕方なくアイテムをばらまいて、使いたければ使え、但ただしそれで願いが叶かなったら使用料として魂たましいをいただくぞ、という、今のやり方に変更したんです。せざるを得なかったんです。それでも少し譲じよう歩ほして、こんな知恵比くらべモドキをしてあげているんですから、感謝してもらいたいぐらいなんです。ね、ね？　いったい、どちらが卑ひ怯きようだと思います？」

　目をウルウルさせて必死に主張する少女の姿があまりに可愛かわいらしくて、日ひ奈なは少女の頭を撫なで撫なでした。コウを見て、

「君が悪い」

　だから俺は、人間代表じゃないっつーの。

「……とにかく、契約は無意識下かで行われ、あたしたち悪あく魔まが現れるまで本人が思い出す事はありません。思い出しても認めなかったりして、基本的にはそこから知恵比べが始まるんですが、今回は……」

　初はつ仕事なのにぃ、とコウを見て、何か言いたげに首を振る。まだ俺を犯人と疑ってんのかとコウは目をウルウルさせて日奈を見たが、露ろ骨こつに顔をしかめられただけで撫で撫でして貰もらえなかった。

　一ひと頻しきり声を張り上げ、少女は満足したようだった。ふーっと息を吐き、

「……他に、聞きたい事ありますか？」

「……これは個人的な興味で、事件とは何も関係ないんだけど」

「何です？　遠えん慮りよしないで聞いて下さい」

「……例えば、ベルゼバブとかメフィストフェレスとか、そんな悪魔も実在するの？」

　ベルゼバブというのはハエの姿をした悪魔、だった気がする。その手のＲＰＧでは高レベルのモンスターだから、それなりに偉い悪魔なのだろう、と推測する。メフィストフェレスは、確か戯ぎ曲きよく《ファウスト》に登場する悪魔のはずだ。読んだことはないけれど。しかしそんなの……。

「勿もち論ろんです！」

　するのか、実在。

「日奈さん、よくご存じですね。実は、そのベルゼバブ様があたしの直属の上じよう司し、造つくり主ぬしなんです。とっても面めん倒どう見みのいい方ですよ」

　そうだ、と手を叩たたく。

「協力していただく、そのお礼と言ってはなんですが、よければ紹介しましょう」

「……ベルゼバブって凄すごい悪魔だと思うんだけど、そんな簡単に紹介できるの？」

「はい！　人間の協力者は貴重ですから」

「協力者……」

　日奈は笑ってるような、それとも口の中でさくらんぼの柄えでも結んでる？　みたいな、もごもごした表情を見せた。

「まぁ、考えとく」

「他に質問は？」

「ん、今んとこ、それだけかな。聞くべき事は全部聞いたと思う。後は」

　裏付けを取るだけね、と、のびをする。

「裏付けって、お前」

「お腹が空すいたんですね」

「ウラヅケはツケモノじゃねぇ。日ひ奈な、お前」

　まさか、そんな。いや勿もち論ろん、日奈ならこの謎なぞも解とけるかもと思ったから、わざわざ学校まで出て来たわけだけど、しかしまだ話をしただけなのに、いくつか質問しただけで、そんな簡単に……。

　コウの複雑な胸中を知ってか知らずか、

「うん。細かいところは分からないけど」

　あくびして、目をこすり、日奈は、

「分かったよ。犯人」

　あっさりと言ってのけたのだった。
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「誰だれだ？」

「誰です？」

　異い口く同どう意いのその問いに、答えは返って来なかった。日奈の口は開かない。代わりに

「コウ、いるか？」

　ドアが開いた。

「おお、いたな。良かった」

　現れたのは小鳥遊たかなし恕じよ宇う、コウと同じくみークルの一年生である。ジョウという男性っぽい名とそれとは裏うら腹はらな美び貌ぼうを持つ長身の少女は、ぐるりと部室内を見渡し、コウをほとんど睨にらみつけた。

「で、どこにいるんだ？」

「……何がいるんだ？」

「とぼけるな、もう噂うわさになってるぞ。お前、少女を半はん裸らにして学校中引っぱり回していたそうじゃないか」

　コウは肩を落とした。

「で、どこにいるんだ？　その子は」

「……誰だれの事だかさっぱりだ」

「あたしあたし！　多分あたしの事です！」

　少女が、テーブルの下からコウの足をぴいぴい引っ張る。ドアが開くと同時に、コウがそこに押し込んで隠したのだ。

　少女を見つけ、赤と緑の日ひ炉ろ理り坂ざかジャージを確認すると、小鳥遊たかなしはため息をついた。

「遅かりし、か」

「……あの、すいません、ごめんなさい」

　理由は分からぬまでも自分が小鳥遊を落らく胆たんさせた事を感じ取り、謝る少女。そんな少女の頭を撫なで、小鳥遊は微笑ほほえんだ。

「いいんだ。君は何も悪くない。悪いのは」

　コウを指さす。

「こいつだ」

　コウは夕日に向かって叫びたくなった。

「しかし幼い。中学生ならともかく、小学生だと問題だぞ？」

　手て提さげ鞄かばんを机き上じように放り、日ひ奈なの側そばへ行き、

「おはよう日奈。今日きようも可愛かわいいな」

　頰ほおに口づける。おそようと答えただけで日奈は嫌がらない。頰とは言えぎりぎり唇くちびるの側で、いつもながらコウは羨せん望ぼうを覚え、性せい転換を考えた。いや、いつか男に生まれて良かったと思う日が来るはずだ、来るだろう、来るかな、来るといいなぁと思ってはいるのだが、今のところまだそういう機会は来ていない。

「何だよ小鳥遊。土曜に学校に来るなんて」

「暇がとれてな。用事もあったし」

　小鳥遊は日奈の隣に腰掛け、髪かみ止どめを外し髪を解といた。首を振る。計画性なく伸ばした髪が、ぶわっと広がって落ちる。小鳥遊は身み繕づくろいに頓とん着ちやくしない。化粧もせず、髪も自分で切っている。それでも元がいいせいか、眼鏡めがねをかけたその様はアウトロウな女性科学者、といった理知的な風情があり、校内外にファンが多い。

　ちなみに眼鏡は伊だ達てである。

　もっとも、装う為ためのものではない。

　この眼鏡は、彼女の強力な視オブテイカ線ルブラストを制御する為のものなのだ。

　コウはかつて、眼鏡を外した小鳥遊に睨にらまれた事がある。それは中学の卒業式、日奈に告白した日の事で、ＯＫを貰もらった直後、小鳥遊に呼び出されたのだった。

「おのれっ」

　それだけ言って睨にらんで来る小鳥遊の瞳ひとみは、明らかに超自然的な何かを発していた。日奈の持つ意志の瞳ひとみとは全く異質な小鳥遊たかなしの瞳に、コウは蛇へびに睨にらまれた蛙かえるを体感した。視線で人を石にするというメドゥーサやらゴーゴンやらいう怪物の存在を信じ、南みな方かた熊くま楠ぐす先生の著した魔ま眼がんの存在を信じた。一説に、魔眼に睨まれたら女性器を見せれば助かるという、コウは自分が女性でない事を呪のろった。もしも女だったら、こんな目に遭あわなかっただろうに。

　ちなみに小鳥遊は同性を愛する女性であり、それは周囲も知るところである。

　高校入学式、成績トップで入学し新入生代表となった小鳥遊は、全校生徒の前で自分が同性愛者である事をカミングアウト、というか宣伝し、次いで、自分はハーレムのような学校生活を送りたい、送るつもりだ、絶対送ると宣言した。日ひ炉ろ理り坂ざかの生徒はハーレムが大好きだったらしく、この挨あい拶さつ？　は万ばん雷らいの拍手で受け入れられ、小鳥遊恕じよ宇うは生ける伝説となったのである。

　そんな人格が《部長》の目に止まり、というかむしろ日ひ奈なの後を追って《みすてりいサークル》に入部した小鳥遊を、最初のうちは日奈を奪う気ではないかと警けい戒かいしていたコウだったが、明らかにそれを隠さない小鳥遊の行動の堂々さに逆に感かん銘めいを受け、今では、言わば親友のようなものになっている。

　言わないけれど。絶対。

　一ひと頻しきり髪を梳すけると再び無む造ぞう作さに束ね止め、小鳥遊は鞄かばんから書類を二ふた束たば取り出した。

「舞まい原ばる妹いもうとから頼まれものだ」

「ああ、ありがと」

　その中身は見なくても分かる。おそらく、警察の経過報告。

　この不ふ可か解かいな事件に興味を持った日奈が、舞原に頼んで取り寄せて貰もらったのだろう。日奈は過去にも一度、こうして事件を解決している。舞原家の持つパイプを使ったこの行為は、それ自体が勿もち論ろん犯罪である。しかし、それが表おもて沙ざ汰たになる事はない。日炉理坂において、舞原家の権力は絶対的なものなのだから。舞原家の人間は例え殺人を犯しても無罪になる、という噂うわさもあながち噓うそではないだろうとコウは思っている。

　コウは小鳥遊に尋たずねた。

「何か、新しい情報でもあるのか？」

「ああ、いくつか裏が取れた。あのアホ、本当に生徒に手を出していたらしい。真ま嶋じま綾あやという、バレー部の二年生だ」

「……マジかよ、あいつ。信じらんない」

　如い何かにも熱血教師な仮面の裏で、そんな事していたのか、コウは頭を振った。そういう噂もあるにはあったが、若い教師によくある類たぐいの流りゆう言げん飛ひ語ごだと思っていたのである。

　ま、ブルマの素晴らしさを力説していた男だし、別に不思議でもないか。

「それだけじゃない。あいつ、保健室教きよう諭ゆの高たか久く直なお子ことも関係があったらしい。ま、こちらは未成年じゃないから犯罪じゃないが」

　コウは驚きよう嘆たんした。長ちよう嘆たんした。感かん嘆たんした。

「……いるんだなぁ、世の中には、そーゆー奴やつ」

「……見ろ日ひ奈な、この男は羨せん望ぼうしている。こんな奴とは一日も早く別れるべきだ」

「……んで、どーして真ま嶋じまと高たか久くが脅おどされてるって分かったんだ？」

「二人との性行為を写した写真が見つかった。それで二人を脅していたのか……ちなみに《ザ・ブルマ》は写真を撮るのが趣味だったらしく、盗とう撮さつも含めてかなりの数の女生徒を写した写真が見つかっているが、その手の写真があったのは真嶋と高久だけだった」

「その写真、手に入るか？」

「死にさらせ」

「警察は、そこに動機を見てるんだ」

　書類を眺ながめつつ、日奈。小鳥遊たかなしは頷うなずいた。

「そうだな。怨えん恨こん、嫉しつ妬と、その辺りを動機に、警察は高久を疑っている。ま、状況的に、高久以外に考えられないしな。もっとも、その状況が問題でもある。明らかに計画的な殺人なのに、何な故ぜ、わざわざ自分が疑われるような状況に身を置いているのか。余よ程ほど凶器が見つからない事に自信を持っているのか……」

　魔法のカメラ。

「……あの状況で心臓に針を刺すなんて、本当にできるのか？」

「彼女は医学士だ。心臓の位置も肋ろつ骨こつの位置も知っている。聴ちよう診しん器きを、こう」

　小鳥遊は消しゴムを聴診器に見立て、手のひらで被かぶせ持ち、ペンを直角に当てた。

「こうして押し込めば充じゆう分ぶん刺せる。パニック下かなら、堂々と振る舞えば、他人には聴診器を当てているようにしか見えないだろう。……だが抜くには、指の力だけでは不可能、何か仕掛けが必要だ。……ま、釣り糸程てい度どで充じゆう分ぶんかもしれないが。警察が探してるのは、そーいう仕掛けのある針と聴診器だろうな」

　小鳥遊は少女を手招きし、自分の膝ひざに乗せた。うなじに顔を埋め、柔らかい髪かみの感触を楽しんでいる。ちなみに小鳥遊は日ひ炉ろ理り坂ざか高の制服を着ていたが、これは黄き緑みどりと紫むらさきが基調という物凄すさまじい代しろ物もので、一説に、日炉理坂高に変な生徒が多いのはこの恐ろしい配はい色しよくセンスが原因ではないかと言われているが、なるほど、目の前で黄緑と紫と赤と緑が乱舞する様は、確かに精神にクるものがある。

「……それで殺したとしても、じゃあその前の《ザ・ブルマ》が突然苦しみ出したのは何なんだ？　あれがあったから、保健医は《ザ・ブルマ》に近づけたんだぞ？」

　うーん、と考え込む小鳥遊。

「そうだな……狂きよう言げんというのはどうだ？」

「狂言……？」

「高久と共きよう謀ぼうしてたとか。何か目的があったのだろう、苦しむ振りをするよう言われ、《ザ・ブルマ》は殺されるとも知らず、わざと苦しんで見せた。そして裏切られ」

「その可能性はないわね。あの苦しみ方は、演技じゃ出来ないよ」

「……それじゃあ陳ちん腐ぷだが、催さい眠みん術じゆつというのはどうだ？　後ご催さい眠みんって奴やつだ。あるキーワードを聞くと胸が苦しくなる、そんな暗示を前まえ以もつてかけておいて」

「それもどうかな。確か催眠術っていうのは、被ひ術じゆつ者しやを気持ちよくさせる事で成り立つものだから、真ま似ねをさせるならともかく、苦しめたり自殺させたりはできないって聞いたけど」

「……そうなのか？　だが、マイナスプラシーボというのは」

「それは催眠術とは別物」

　そうなのか？　それにしたって、要は術者の腕うで次第だと思うけどなぁ、と呟つぶやき、小鳥遊たかなしはコウを見た。

「お前はどう、考えているんだ？」

「……俺？」

　正直、コウは何も考えてない。

　犯人は日ひ奈なが知ってる訳だし。

　ただ、今の一連の会話に、何か違和感を感じていた。引っ掛かった。

　しかし、それが何かは分からない。

「……さぁ、分からないなぁ」

　呆あきれたように首を振ると、小鳥遊は少女のうなじに戻った。

「ま、警察は、それを知る必要を感じていないんじゃないか？　凶きよう器きで犯人を逮たい捕ほして、後は自じ白はくさせよう、そんなとこだろう。一応、関連があると見てペット殺しの方も捜査し直しているようだがな。何にしても、凶器が見つかればそれで終わる。単純な事件だ」

　ところが、そうじゃないんだな。

　心の中で呟つぶやく。何しろ凶器は、魔法のカメラなのだから。この事件は、社会的には解決する事はない。犯人は見つかる事なく。

　事件は迷めい宮きゆう入りとなる。

　殺人という事実だけを残して。

　あん、と少女が可愛かわいい声を上げた。

「小鳥遊さん、くすぐったいです」

「私の事は……失礼、自己紹介がまだだな。私は小鳥遊恕じよ宇う、ジョウでいい。君は？」

「悪あく魔まです」

「何でやねん！」

　事もなげに答える少女の頭に、コウは思いっ切りツッコんだ。

「……イタいじゃないですか。何するんです？」

「こらコウ、その子が悪あく魔まなのは、その子のせいじゃないでしょう？」

　日ひ奈なの言葉に呆ぼう然ぜんとなる。まさか、ばらす気なのか？　そりゃ秘密にしろとは言ってないし、言われてもいないが、何つーか常識的に、こーゆー事は隠しておくべきではなかろーか。

　コウの表情を面白そうに眺ながめ、日奈は悪戯いたずらっぽく少女の頰ほおをつついた。

「でも悪魔だからって、羽は根ね出して飛んだりしちゃ駄だ目めだよ。秘密にしなきゃ」

「分かりました」

　素直に頷うなずく少女。

　小鳥遊たかなしは困こん惑わく気味に日奈を見、少女を見、コウを見た。

「……本当に、悪魔？　悪に、魔の？」

　仕方なく頷く。

　そうか、と小鳥遊は少女を抱き締めた。

「……実に個性的な名だ。《部長》が喜びそうだな。そう言えば前、自分の子供に悪魔と名付けた親の話を新聞で見たような。いや、とにかく、そうだな、子供にわざと不ふ吉きつな名をつけて無む病びよう息そく災さいを祈る風習は世界的なもので、今でも行われているし……済まない」

　少女に頭を下げる。

「忘れてくれ。動転しているようだ。とにかく、面白がる気も同情する気もないんだ」

「考え過ぎよ、ジョウ。この子はそんなの気にしないって」

　日奈は笑い、コウを見た。

「コウ、君もね」

「……」

　小鳥遊は完全に、悪魔を名前だと思っているらしい。そりゃそうだ、いきなり本物の悪魔だなんて思うはずがない。名前と思うのもどうかと思うが。

「……ところで」あらためて少女を抱き直し、小鳥遊、

「君は、何な故ぜここに？」

「あーっ！　そうです、忘れてました！」

　少女は日奈に向き直った。

「それで、犯人は誰だれです？　それに、ウラヅケって何なんです？」

「……それじゃあ、小鳥遊にも参加してもらおうか」

　まさか、と止める間もなく、日奈は魔法のカメラについて説明を始めた。




　　　５




　こんなポロライドカメラがあると仮定して、と前置きし、日奈は小鳥遊に《ピンホールショット》について説明した。


　１．大きさは人の頭あたま大だい

　２．写真は顔を含む半身が必要

　３．写真を傷つけると心臓に穴が開く

　４．有効時間は九分間

　５．相手が服装を変えると無効



「当然ながら、世間はこんなカメラがある事を知らない。後、カメラの使用法は手に取ると自然に分かる、という事にしとこう」

「そんなカメラが存在すると仮定して、事件の犯人を推理するのか。思考ゲームだな」

　日ひ奈なは時々こういった問題を考えては、コウと小鳥遊たかなしに解とかせていた。ミステリーに興味を持たせる為ためだろう。コウも小鳥遊も喜んで参加した。日奈が喜んでくれるから。

　今回もそうしたゲームだと思ったらしい。

「舞台は現実の事件そのまま。但ただし、体育館の外に人はいなかったとする。そして、体育館の中にカメラを持った人間はいなかった」

　それは少女が確認済ずみだ。

「ふむ……」

　小鳥遊はポケットから日ひ炉ろ理り坂ざか限定発売・新しん鷹たか神じん社じや特製ハーブスティックを取り出し、咥くわえた。考え事をする時、これを煙草たばこのように咥えるのが小鳥遊のスタイルだ。

「先ず考えるべきは、本当にそれが使われたかどうか、だな」

　ハーブを咥えたまま話しているので、多少舌したつ足たらずになっている。

「使われたに決まってるじゃねーか」

「そうです！」

「何な故ぜ？　日奈は存在するとは仮定したが、使われたとは言っていないぞ」

　日奈は特に否定するでもなく、婉えん然ぜんと微笑ほほえんでいる。

「……あの死に方だぜ？　使われたって考えるべきじゃねーか」

「そうです！」

「勿もち論ろん、使われているだろうよ」

　うんざりしたように、小鳥遊。ハーブをピコピコ動かし、やかましい、の意を表する。

「じゃなけりゃゲームにならない。だがな、何故そう考えるに至ったかが重要なんだ」

「……なんで？」

「お前なぁ、……いいか、魔法のカメラの、一番の利点はなんだ？」

　何だろう、考える。人を簡単に殺せる事？　いや違う、確かに確実に殺せるが、色々制せい約やくがあったりして、状況にも拠よるが決してナイフや拳けん銃じゆうや毒より勝っている訳ではない。

　魔法のカメラの利点、それは当然、それが魔法という事だ。つまり……。

「そうか」コウは頷うなずき、少女を見た。

「魔法のカメラの利点は、それで殺しても分からないという事だ。例え目の前で殺しても、誰だれも疑わない、疑えない。誰も、カメラで人を殺せるとは思わないからな」

「……それが、何か？」

「つまり、隠す必要がないんだ。もしもカメラが使われたなら、隠しているはずがない。隠さなければならない、全校集会のような状況で使うはずがないんだ」

　魔法のカメラが使われたのを知り、探していたから、誰もカメラを持っていなかったのは犯人が隠して使ったからだと思い込んでしまった。しかし、犯人には隠す理由がない、隠しているはずがないのだ。

　しかし現実に、犯行は全校集会の最中に行われており、カメラは隠されていた。

　何な故ぜか？

「……犯人は生徒って事か？　見つかったら没収されるから、生徒には隠す必要がある」

「同じ事だろーが。折せつ角かくの魔法のカメラだ、他にいくらでもチャンスはあるだろうに、何な故ぜ全校集会なんだ？」

　コウは押し黙った。

「でも、でもでもっ、絶対、絶対に使われているんです！」

　泣きそうに食い下がる少女。小鳥遊たかなしはよしよしと少女の頭を撫なでた。

「ま、使われたと仮定しなければ始まらないしな。使われたとすると、それが意味する事は一つ。犯人には、わざわざ全校集会の最中に《ザ・ブルマ》を殺さなければならない理由があったんだ。それは何か？」

　コウを見る。コウは肩を竦すくめた。

　しばし、沈黙。小鳥遊の口元で、ハーブが不規則な動きを繰り返している。

　少女が尋たずねる。

「……あの、どうやって隠して持ち込んだかは分かりますか？」

　小鳥遊にもたれたまま、精せい一いつ杯ぱい振り向いて見上げている様よう子すが可愛かわいらしい。小鳥遊は感かん極きわまったかのようにむぎゅっと少女を抱き締めた。

「それなら簡単だ。あらかじめ、体育館のどこかにカメラをセットしておけばいい。シャッターを切る為ためのタイマー装置、あるいは遠えん隔かく装置が必要だが、そう難しい仕掛けではないだろうし、そういう仕掛けを作れる者なら撮った写真を傷つける装置も容易たやすく自作できるだろう。《ザ・ブルマ》は生活指導、必ず壇だん上じようで話をする。マイク位置が変わる事はないし時間も大だい体たい特定できるから、カメラの設置は難しくない。……あるいはそれが、全校集会中に犯行を行った理由かもな」

「どういう事ですか」

「全校集会中に殺す為カメラを隠したのではなく、カメラを隠す為に全校集会を選んだ、という可能性もある」

「なんだそりゃ？」

「……うーむ」

　首を振り、少女の髪かみに指を泳がせ、視し点てんは宙に泳がせる。

「……取とり敢あえず、今あるピースを集めよう。《ザ・ブルマ》は全校集会中に死んだ。始まって一〇分以上経たっていたから、写真は体育館内で撮られている。つまり、カメラはどこかに設置されていた。即すなわち、これは計画的犯行。《ザ・ブルマ》に近寄ったのは高たか久くのみ。高久に冕めん罪ざいを着せる為ため？　いや、偶然に頼り過ぎている。《ザ・ブルマ》は高久と真ま嶋じまという生徒と関係を持っていた。……待てよ」

　書類を見る。つられてコウも覗のぞき込む。

「どした？」

「これを見ろ。真嶋は、学校に来ていながら全校集会を欠席していた唯ゆい一いつの生徒だ。しかも、ペットの猫が連続ペット殺しの……そうか、ペットの死因も《ザ・ブルマ》と同じ、つまりカメラに殺されたという事だ」

「……んで、どーつながる？」

「……他に何か、分かっている事は……」

「山やま崎ざきのダイイングメッセージは？」

　唐とう突とつに日ひ奈なが口を挟んだ。コウを見、

「ちゃんと考えなさい。怒るわよ」

　慌あわてて欠伸あくびを嚙かみ殺す。犯人分わかってるなら、とっとと教えてくれればいいのに、なんて不満を覚えつつ、でも考える。

「はいはい。えーと、……《ザ・ブルマ》のダイイングメッセージって、何だったっけ」

　小鳥遊たかなしも疑問符ふを浮かべ、日奈を見た。

「聞いてなかったの？　山崎は胸を押さえ、お、ま、そう言って苦しみ出したのよ」

　確かに聞いた覚えがある。

「お、ま、……か」

「お、ま、と来たら、そうだな、おまわり、おまつり、おまもり、おまん」と、小鳥遊、少女と目が合い、「……じゅうとか、色々考えられるが、この場合はやはり、おまえ、だろうな」

「お前……つまり」

「《ザ・ブルマ》は誰だれが自分を殺すのか知っていた、という事になる。殺される方法も」

　……山崎は、知っていた？

　小鳥遊が続ける。

「……《ザ・ブルマ》がカメラの能力を知っていたとすれば、その理由は二つ考えられる。《ザ・ブルマ》がカメラの持ち主だったか、カメラの持ち主が教えたか」

「偶ぐう然ぜん知ったという事は？」

「あり得ないな。例えペットを殺す場面を偶然目もく撃げきしたとしても、カメラの仕業とは分からない。教えて貰もらわない限り」

「誰だれかに説明してるのを立ち聞きしたとか」

「いずれにしても、あの場にはカメラの力を知る人間が二人以上いた、という事になる。他人にカメラの力を教える、目的は何だ？」

「……そうだな、脅きよう迫はく、力の誇こ示じ、あるいは信頼を得る為ためとか。魅力的な秘密の保持。凄すごい力を持つ事による自じ我がの充足。切り札を持つ心の余裕。超自然の力による信仰心の誘発。単純に、売って金にする……ええと」

　少女が呆ぼう然ぜんとコウを見た。

「……《ピンホールショット》で、そんなに望みが叶かなえられるんですか？」

「まだまだあるぞ。えーと例えば」

「もういい。とにかくこの場合、実用的なのはやはり脅迫だろう。《ザ・ブルマ》と高たか久く、そして真ま嶋じまの関係は、同意の上のモノではなかったのかもしれない」

「《ザ・ブルマ》が脅おどかしていた訳か」

　小鳥遊たかなしはハーブをぷるぷる震わせた。

「脅迫されるのが必ず女とは限らない。女が男を脅して何が悪い？」

「……どっちにしても犯罪だろーが」

「とにかく、高久が《ザ・ブルマ》を脅していた可能性もある。惨ざん殺さつされたペット達は、脅迫の為の犠ぎ牲せいにされたんだろう。ペットを殺して見せ、お前も殺すぞと脅した。そう考えると、ペットを殺されている真嶋は脅迫された側だろうな。真嶋は脅迫されていた、つまりカメラの力を知っていたという事だ」

「……それはどうかなぁ。もしも俺が誰だれかを脅そうと思ったら、カメラは隠して力だけを見せつけるぜ。……そうか、そうだよ。その為にカメラを隠したってのはどうだ？」

「……いいか、何度もいうが、隠す必要はないんだ。例え目の前で使用しても、説明しなければカメラの力だとは分からない」

「……ですねぇ」

　小鳥遊はうんざりしたように首を振り、口くち直なおしに少女に頰ほお擦ずりし、……抱き上げ、向かい合う形で膝ひざに乗せ直した。波立つ髪かみをすきながら、少女の瞳ひとみをのぞき込む。

「……光の加か減げんじゃない、本当に赤い瞳だ」

（血のように濡ぬれた赤）

「こらこら、人の肉体的欠けつ陥かんを」

「欠陥て……変ですか？」

「いや、黒い髪に映えて、実にいい。一度見たら忘れないな。やはり、勘かん違ちがい……」

　驚いたようにコウを見る。

「……何だよ」

「……いや、いい」

　小鳥遊たかなしは笑い、少女に再び頰ほお擦ずりした。そのまま固まって動かない。どうやら考えがまとまって来たらしい、口の先のハーブだけが、時とき折おり思い出したように跳ねている。

　少女は手持ち無ぶ沙さ汰たな様よう子すで、でも邪じや魔ましないようじっとしていた。

　耳たぶを揉もんでみたが、効果は無かった。

　何だろう、何か見落としてるような。

　さっきも感じた、この違和感。

「もう一つ、考えるべき事があるな」

　しばらくの沈黙の後、小鳥遊がおもむろに口を開いた。

「何な故ぜ、カメラに様々な制約があるのか」

「もともと、そういうものなんですもの」

「ところがそうじゃないんだな」

　簡単に否定され、少女は複雑な表情。

「これは思考ゲームだ。設定されている事じ象しようには必ず何かしらの意味がある」

「……というと？」

「制約があるという事は万能ではないという事だ。制約を知っている者なら、その力から身を守る事も可能だろう。例えばこのカメラの場合、極端な話、写真を撮られそうな所では着替え続けていればいい」

「……そんな事、現実に可能か？」

「これは思考ゲームだ。論理的に整合してさえいれば現実的かどうかは問題ではない」

「……サイデッカ」

「……それに服装を変えると言っても、例えば髪かみにリボンを付けたり外したり、その程度でもいいんだろう？」

　少女と日ひ奈なが同時に頷うなずいた。

「写真を撮り、写真が出てくるまで待ち、然しかる後のちに傷つける。一瞬でできる作業ではない。充じゆう分ぶん防御できる、と思うが」

「……話を続けてくれ」

「そこでだ。コウ、もしもお前が殺そうとしている相手が、カメラの制約を知っていてそれに対する防御を講こうじていたらどうする？」

「そうだなぁ。他の手段が使えないなら、消極的にはチャンスを待つ。積極的には、チャンスを作る。相手が油断するような……なるほど」

　小鳥遊がどこに話を持っていくつもりか悟り、コウは腕を組んだ。

「そうか……」

「……何が、です？」と少女。

　コウは少女を見た。

「《ザ・ブルマ》は、カメラの能力はおろか制約まで知っていたかもしれない、って事だ。何な故ぜか？　勿もち論ろん、脅きよう迫はく者が制約を教えるはずがないから、可能性は一つしかない。《ザ・ブルマ》はカメラに触っていた、つまり、カメラの持ち主──元もと持ち主だったという事になる」

　持ち主が、変わっていたのだ。

　日ひ奈なが言っていた事と一致する。

　小鳥遊たかなしが続ける。

「ここからは推論だが、恐らく《ザ・ブルマ》が最初のカメラの持ち主であり、それを使って真ま嶋じまと高たか久くを脅迫していたんだ。だが、油断してカメラを盗まれてしまった。盗んだ方は、当然取り返されないうちに《ザ・ブルマ》を殺そうとするだろう。しかし《ザ・ブルマ》はカメラの制約を知っていて、常に防御と用心を怠おこたらない。そこで、《ザ・ブルマ》が油断するような状況を作る事にした」

「それが、全校集会ですね？」

　目をキラキラさせて、少女。

「そうだ。全校集会にカメラを持ち込むのは変だし、持ち込んだら壇だん上じようから見える。壇上では服装を変えるような奇妙な行動は難しいし、しかも相手がカメラを持ってない事を確認できる。まず油断してしまうだろう。ところが犯人にとっては、全校集会は時間と場所を特定してカメラを設置でき、カメラを持たない自分の姿を見せて相手を油断させられる絶好の機会だ。そう、この犯行は全校集会の最さい中ちゆうでなければならなかったのだ。そして。

　真嶋は欠席していた。つまり、犯人は堂々と姿を見せていた、保険医、高久だ」

　ビシッ、と言い切る。

「どうだ？」

　日奈はぱちぱちと手を叩たたいた。

「うん。中なか々なか面白かった」

「有あり難がとう」

「四十点、てとこかな」

　よんじゅってん？　と声が裏返る。

「えらく低いな。それとも五十点満点？」

「いい推理なんだけどね。致命的な欠陥が」

「……欠点？」

「その推理じゃ犯人を特定できない。ジョウは高久って決めつけてるけど、その推理なら高久じゃなくても真嶋でも、他の誰だれかでも充じゆう分ぶん成り立つじゃない」

「それは……」

「それにね、真ま嶋じまが欠席しているのが痛い。目に見えるところに真嶋がいなかったら、いくら高たか久くがカメラを持っていなくても油断はしないんじゃない？　大体、学校に来ていながら全校集会を休んでいる段階でもう怪しい、外からこっそり盗み撮りされるかもしれない、そんな状況で、山やま崎ざきが油断するかな？　盗んだのが高久だとしても、同じ被害者同士で手を組む可能性は当然考えられる。でしょ？」

　ぎゃふん、と言って、小鳥遊たかなしは机に倒れ込んだ。少女をきゅうーっと抱き締め、嘆たん息そく、

「いいとこいったと思ったのだが」

「でもね、面白かった。あたし、考えつかなかったもの。さすがジョウ、すごい！」

「本当か？　何かバカにされてるような」

「ほんとほんと。ほら、ハグしてあげよう」

[image: ]

　小鳥遊は少女を机に乗せ、日ひ奈なに抱きついた。どさくさでコウも抱きついた。蹴けられた。急所を。転がり回って痛みを散らす。

　きょとんとして、少女、

「ちょっと待って下さい。結局、犯人は誰だれなんです？　高久って人ですか？」

　日奈を見、小鳥遊を見る。屈かがんでいるコウには一いち瞥べつもくれないところが分かってらっしゃる。

　小鳥遊は頰ほおを搔かいた。

「……済まない。ちょっと分からない」

「分からない？」可愛かわいく首を傾かしげ、

「そ、そんな、分からないと困るんです！　もっと考えてみて下さい。大体、ウラヅケって何なんです？　どこで取れるんです？」

「……裏付け？」

「犯人、あの、この人じゃありませんか？　多分この人だと思うんです」

　しゃがみ込んでるコウを指さし、指しただけでは飽き足らずたたたっと駆け寄ってくるとブレザーをくいくい引っ張った。

「やっぱり、犯人はあなたでしょう？　いい加か減げん白状してしまいなさい！」

　小鳥遊たかなしはどーゆー事だと言わんばかりに日ひ奈なを見たが、日奈は肩を竦すくめただけ。まるでそれで全すべてを説明したかのように。だから小鳥遊も口に出して聞く事はしない。

　腕を組み、少女を見る。

「……そうだな、どうしてもと言うのなら、一つ、没にしたネタがあるが……犯人の特定はできるが、エレガントな解答ではないぞ」

「はい！」

「犯人は真ま嶋じま綾あやで、カメラで写真を撮って、《ザ・ブルマ》を殺した」

「おいおい、真嶋は、全校集会を欠席してたんだろ？　どうやって写真を撮るんだよ。体育館の周りには、誰だれもいなかったんだぞ？」

「体育館に入る前に隠し撮りしたんだ」

「無理だ。《ザ・ブルマ》が死んだのは全校集会が始まってから一〇分以上経たってからだが、カメラの有効時間は九分間だぞ？」

「だから」少し恥ずかしそうに、

「まず写真を撮る。次に九分経たつ前に、今度は写真の写真を撮る。それを何度も繰り返せば、時間の制約はなくなったり、とか……」

　声が段々小さくなっていく。

「写真の写真？　そんなん……アリか？」

「最初に言ったろう、エレガントな解答ではないと。だが、この方法はあの場にいた人間には無理だから、少なくとも犯人の特定はできる。真嶋しかいないだろ？　何な故ぜ体育館で殺したかは分からないし、《ザ・ブルマ》のダイイングメッセージとも関係なくなるが」

「そんな」

「すごいです！」

　そんな反則、と言いかけたコウの台詞せりふを吹き飛ばし、少女が叫んだ。

「まさか、そんな使い方があるとは思いませんでした！　きっと犯人はその人です。ああ、人間って、なんてズル賢いんでしょう」

　バカにされているのだろうかと少女を見たが、歓喜で輝くその顔には皮ひ肉にくの影などかけらもなく、小鳥遊たかなしは照れた笑顔を作った。

「いや……大たいした推理じゃ無いし」

「そんな事はありません。本当に有難うございます。お陰で助かりました！」

　本当？　と嬉うれしそうに、

「……なら、お礼を貰もらってもいいかな」

「え？　ええ、あの、でもあたし、何も」

　まさか、と止める間もあらばこそ、

「！」

　小鳥遊は鷹たかのように少女を捕らえ唇を奪った。文字通り、蹂じゆう躙りんしていく。うわぁ、そのキスはちょっとしたＲ指定で、思わず目を逸そらすコウ。

　禁きん断だんの世界は一分弱じやく続いた。

「──」

「……おーい、大丈夫？」

　ようやく解放されても、固まったままの少女に、恐る恐る声をかけてみる。

　が、返事はない。

　肩を揺すぶってみる。

　酸性に触れたリトマス紙のように急激に、少女の顔が赤く染まっていく。

「……もしもし？」

「──あっ、あの、その、それではあたし、早さつ速そく真ま嶋じま綾あやさんに会って参ります」

　少女は真っ赤な顔でぴょんぴょんと日ひ奈な、小鳥遊に会え釈しやく、コウに深く頭を下げた。

「色々と、済みませんでした。日を改めて、必ずお詫わびにうかがいます」

「あーいえそんな……」

　次の瞬間には少女の姿は消えていた。開け放たれたドアが反動に揺れ、かつて少女が存在していた事を示しているのみ。

「風のようだ。可愛かわいいなぁ」満足気な小鳥遊。

「……お前なぁ、……もしかしてお前、小学生も守備範はん囲い？」

「当然だ」

　改めて、小鳥遊恕じよ宇うという人間にぞっとする。

　小鳥遊はペロっと唇くちびるを舐なめ、日奈を見た。

「……しかしあの子、真嶋に会って何をする気だ？　この問題、日奈が考えたものじゃないのか？　話がよく見えないのだが」

「クソくだらない推理で人じん心しんを惑わす人には教えてあげない」

「だからあれは、没にしたやつだって」

「……でも、そうか、カメラの設置か」

　畜ちく生しよう、何な故ぜ気がつかなかったんだろう、コウは自分の頭を叩たたいた。考えてみれば単純な話だ。持ち込めなければ、隠して設置しておけばいい。

「そう考えると、誰だれにでも可能だよなぁ」

「思考ゲームなら、ね」と日ひ奈な。

「……え」

「言ったろう。論理的に可能であれば、現実的に可能かどうかは問題ではないと」

「……どーゆー事で？」

「これが現実なら、体育館にカメラの設置などまず不可能だ。決まってるだろ？」

「……」

「そーゆー事」

　日奈は頷うなずくと、カバンを取り、書類その他を仕し舞まい込んだ。

「それじゃ、そろそろ行こうか、コウ」

「え？　ああ」

「何だ？　何ど処こへ行くんだ？　私も」

「ブスイ言わないの。今日きようはだーめ」

「……」

　無言でコウを睨にらみつけてくるのが怖い。

「それよりあの子、真ま嶋じまさんのいる所ところ知らないだろうし、多分すぐに戻ってくるだろうから、その時はよろしく」

「……そういう事なら、いいかな」

「もしもし日奈さん、それって」

　じゃあ、と言うと、日奈はとっとと出て行った。コウも慌あわてて後を追う。勿もち論ろん、小鳥遊たかなしにＶサインを見せるのは忘れなかった。

　ドアが閉まりざま、小鳥遊の

「愛してるよう！」

　絶叫が聞こえた。日奈は振り返らず、

「ありがとう！」

　叫び返した。遠くの生徒がこちらを見ているのに気づき、コウはため息をついた。

　何な故ぜだろう、後にコウは、このシーンを何度も思い返す事になる。

　何度も。

　何度も。
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　渡り廊下に設置してある端末からＬＡＮに入り、高たか久くが学校に来ているか確かめる。

「来てるわよ。保健室にいるみたい」

「偉いな。休んでるかと思った」

「じゃあまずは高久先生から。真ま嶋じま先せん輩ぱいはその後ね」

　その言葉から察するに、二人に会えば裏付けとやらは取れるらしい。本館と部室棟をつなぐ渡り廊下を日ひ奈なに従い歩きながら、コウは遠くに見える体育館を眺ながめた。

　現在は立入禁止、今も警察がたむろしている。

　日奈は体育館を調べる必要を感じてない。

　やはり、体育館にカメラを隠すのは不可能なのだろうか。しかしそうなると、犯人は一体、どうやって写真を撮ったのか？

「あのさ、小鳥遊たかなしが言ってた写真の重ね撮り、本当に不可能なのかな。もしかして」

「さぁ。あたしに聞いても分からないわよ、あの悪あく魔まに聞きなさい。……言っとくけど、出来たとしてもこの事件には関係ないわよ」

　そうなのか？

　コウはため息をついた。

「……なぁ、本当ンとこ、犯人は誰だれ？　高久か真嶋？　それとも他にいるんスか？」

「教えない」

「……何で？」

「君にも解とける問題だからよ。だからサボってないで、ちゃんと推理して？」

「……意地悪ぅ」

　日奈はため息、立ち止まった。振り返り、コウにぐいいと顔を近づける。

「……何？」

　あうう、とあとずさるコウの両りよう頰ほおに手を当て、その瞳ひとみを覗のぞき込み、

「君がね、謎なぞを解くところがみたいの」呟つぶやくように囁ささやきかける。

「……へ？」

「あたしはね、君が好き。優しい君が好き。ひねくれてるとこが好き。危ういとこが好き。強くて、でも脆もろかったりなとこが好き」

「俺って好かれてるんだなぁ」

「……そして君の、ナイトよりもピエロを演じたがるキャラも好き。でもね、時々でいい、かっこいい君が見たいの。折せつ角かくゲームじゃない本物の事件なんだから、この程度の事件、パッて解といて、デキるトコロを見せてよ」

「……かっこいいか？　日ひ奈ながとっくに解いた事件を、今いま更さらやっと解くのが」

「だってあたしは特別だもの」

　澄まして宣のたまう日奈に苦笑しつつ、コウは単純、その気になった。何しろ好きと六回も言われたのだ、ここで起たたなきゃ男がスタるってなもんだ。

「ようし。そこまで言うならやってやる。この事件の謎を、見事に解いて見せよう。

　……ヒントある？」

「なし」

　コウは再度ため息をついた。

　廊下を抜け、本館に入る。上から見ると『コ』の字の形をしている本館の一階、『コ』の内側、校庭に面した側に保健室はある。そしてそこに高たか久くがいる。

　よく考えれば、小鳥遊たかなしが来るまで日奈は真ま嶋じまの事を知らなかったのだ。どちらかが犯人だとすれば、犯人は高久以外にあり得ない、はずだが……？

　しかし高久が犯人なら、せっかく魔法のカメラを持っていながら、なぜわざわざ疑われているのか？　だいたい、どうやってカメラを使ったのか？

　それとも日奈は、真嶋の事まで知っていたのか？

「……分かんねぇなぁ」

　思わず洩もれ出た声に、

「……犯人が分かったら、どうするの？」

　唐とう突とつに、日奈が尋たずねた。ずんずんと歩を止めず、前を向いたままで。

「どうするって、あいつに教えて」

「……あの子に犯人を教えるという事は、人間の魂たましいを悪あく魔まに渡すって事なのよ？」

「分かってる。けど、それが何スか？」

　即答する。それについては、既に倫りん理り観かんと相談済ずみだった。

「何って……」

「自じ業ごう自じ得とくじゃねーか。悪魔の力なんて借りる方が悪い。いいか、日奈、この犯人は法律では裁けない。悪魔の力で犯行を犯した以上、悪魔に引き渡すのが筋ってもんじゃねーか。俺なら喜んで、熨の斗しつけて引き渡すね」

　迷めい宮きゆう入りになんてさせない。

　絶対に。

「……勿もち論ろん、日奈には日奈の考えがあるだろうし、巻き込んじゃったのは悪かったと思ってる。犯人さえ教えてくれれば、後は」

「妹さんの事、聞いた？」

「……え？」

　妹？

　一瞬、何の事だか分からなかった。

「……何だよいきなり。聞いてないよー。でも、ま、そうだな、聞いてみようか。悪あく魔まだし、何か分かるかしんないもんな」

「その代償に、魂たましいを差し出して」

「……いや別に、そこまでして知りたいって程の事でも。なんだよ、突然」

「あたしが死んだら、どうする？」

「なんですって？」

　思わず声が裏返った。

「あたしが死んじゃった時、生き返らせたいって、願わずにいられる？　悪魔に、望まずにいられる？」

　コウは、……答えなかった。

「あの子、可愛かわいいわよね。純粋で、子供っぽくて、保護欲よくをかき立てられる。……守りたいって、助けたいって思ってしまう。あの子があんなじゃなかったら、ごっつい大男だったら、助けようとは思わなかったんじゃない？」

「……まぁ」

「意外でも何でもない、あれこそまさしく悪魔の姿。悪を悪と思わせない者、誘ゆう惑わくする蛇へび、それが悪魔の本質なのよ。……あたし達は、誘惑されてしまった」

「そんな大おお袈げ裟さな」

　日ひ奈なは今、どんな顔をしているのだろう、見たいような見たくないような。コウは思わず足を止めた。

　日奈も立ち止まった。

　けれど振り返らなかった。

　顔の見えない声だけが、日奈の心を伝えてくる。

「どれほど強く願っても、生命を賭かけて望んでも、変えられない現実がある。人の死、すれ違う想い、叶かなわない夢。どんなに頑張っても人間は空を飛べず、時間は止まらず、死者は生き返らない。それが現実であり、そう決めたのが神であるなら、それを覆くつがえすものこそ悪魔の力。分からない？　あたし達は知ってしまった。変えられないはずの現実を、変えられる力の存在を。……君は、誘ゆう惑わくに勝てる？　願わずにいられる？

　もう一度聞くわ。君はあたしが死んだ時、生き返らせたいって、望まずにいられる？」

　コウは、……答えられなかった。

「長い人生、多分色いろんな事がある。多分辛いことが多くて、叶わない事が多すぎて……でもそれは、自分の力で乗り越えなければならない事なのよ。でもあたし達は、悪魔の存在を知ってしまった。いつかきっと、誘惑される時が来る。悪魔を認めるっていうのはね、……そういう事。

　今日、変わったのよ。あたし達の人生は。……多分、決定的に……」

　日ひ奈なの声が、あたかも弔ちよう事じを告げる鐘かねの音のように無人の廊下を響ひびいていく。

　静せい寂じやくが、際立つ。

　正直、そんな事考えもしなかった。犯人を悪あく魔まに引き渡す、それをどうやって日奈に納得させるか、そればかり考えていた。

　奇き跡せきとの出会いは危険だ。それは。

　自分が一番分かっていたはずなのに。

　日奈は結局振り返らず、再び歩き始めた。

「待てよ、日奈」

　歩みを止める様よう子すはない。

「いいよ。これ以上続ける必要はない。犯人捜しなんて止めて帰りましょう」

　日奈の姿が、廊下の角かどで消えた。角を曲がったその先に、保健室はある。

　慌あわてて追いかける。

「あのさ、日奈。確かに俺達は、奇跡が安売りされてるのを知っちゃった。長い人生、悪魔に頼りたくなっちゃう時もあるかもしれない。けどさ、その時必ず悪魔がいて、《知恵の実》だかいうアイテムがあって、願いを叶かなえてくれるとは限らないだろ？　要は、悪魔の方で近づいてこなきゃいいんだ。関かかわるのを止やめよう。犯人を教えなければいい。あいつ怒って、人間不信になって、例え呼んでも二度と俺達の前に現れたりしないだろーさ」

　なおも歩き続ける日奈の肩を、冗じよう談だんっぽく、しかし力を込めて押さえる。しかし日奈は止まらない。コウに肩を摑つかまれたまま、ぐいぐいと前進していく。

「……日奈サン？」

「……あのね」

　そっと、重ねられる手の感触。

　柔らかい、少し冷たい白い指。

　日奈が振り向いた。

　困ったような笑ったような、強固だけれど柔らかい、優しさを湛たたえた瞳ひとみ。

　そっとコウの手を包み、告げる。

「あたしの推理が正しければ、この事件はまだ終わってない」

「……え？」

「後あと一人以上死んで、初めてこの事件は完結する。止めなければ、また誰だれかが殺される」

　……殺される？

「……それは」

「それだけは止めないと、ね。でも止めるには、犯人が誰か知らないと。……結局、あの子の力が必要かもしれないし」

「……」

　コウは、口を開き、閉じた。

　日ひ奈なは首を傾かしげて笑みを浮かべ、絶句しているコウの頰ほおをつっと撫なでた。

「あ、の……」

「全く、厄やつ介かいな状況に巻き込んでくれたわねぇ」

　謝りかけた言葉が止まる。

「……わはは。俺は家族と恋人には、いくら迷めい惑わくかけても構わないと思うのだ」

「ご立りつ派ぱ」

　日奈は笑い、コウの頭を撫で撫ですると、

「失礼します」

　ドアを叩たたき、開き、中へと入っていった。

　そうだ、謝って済むなら幾らでも土ど下げ座ざする。でもここは「ごめん」じゃ済まない、警察の必要な世界なのだ。

　日奈が聞きたいのは謝罪の言葉じゃない。

　巻き込んだのは仕方ない。

　後あと戻もどりはできない。

　進むしかない。前へ。二人で。

　コウも日奈の後を追い、保健室へと入って行った。
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「遅かったわねぇ。ミステリー同好会は午前中に来たわよ」

「別に競ってる訳じゃないんです。向こうが勝手に張り合っているだけで」

　余よ裕ゆうねぇ、と笑い、保健室教きよう諭ゆ・高たか久く直なお子こは優ゆう雅がに白はく衣いを翻ひるがえした。鏡の前で練習してるに違いない、実に決まった動作だ。

「紅茶しかないんだけど、いい？」

　ポットからお湯の流れる音に、懐かしさを覚える。ここに来た事は一度も無かったが、小中学校、コウは保健室の常じよう連れんで、よくお茶を煎いれて貰もらったものだ。

「……それで、何を聞きたいの？　それとも、また最初から話さないといけないのかな」

「ご心配無く。すぐに終わらせますから」

　日奈の後ろからそっと、高久／容疑者を観察する。三十代前半、全体的に気け怠だれた感じ、かといって疲れ老ふけてる訳でも無く、化粧は少しのその顔はしかしそれで充じゆう分ぶんなのを自分で知っている顔だ。白衣の下、セーターに包まれたまろやかな盛り上がりはまさしく同世代には見られぬモノで、山やま崎ざきと関係を持っていたという事実と相そう乗じようしてコウの胸は何や訳の分からんモンに燃え上がった。

　日ひ奈なが質問を開始する。

「山やま崎ざき先生に駆け寄られた時、何か異常はありましたか？」

「異常って……苦しんでいたから駆け寄ったんだけど」

「駆け寄るとすぐに、胸をはだけて聴ちよう診しん器きを当てていますね。それは何な故ぜですか？」

「胸を押さえて苦しがっていたから。そのせいで、警察に疑われているみたいね。聴診するふりをして針を刺したんだろうって」

　高たか久くの顔が、自じ嘲ちようの表情に歪ゆがむ。

「……保健医の仕事をしただけなのにね」

「……その時、何か異常は？」

「異常も何も、いきなり血が噴き出して」

　その時の事を思い出したのだろう、高久は遠い眼まな差ざしになった。そんな様よう子すを気にするでもなく、日奈は質問を続ける。

「では先生は、この異常な事件についてどう思われますか？」
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「そうね。例え非ひ論理的な結論でも、あらゆる可能性を考慮し排除して、最後に残ったならそれが真実。かな？」

「ですね」

　微笑ほほえむ日奈。確か有名な探たん偵ていの台詞せりふのはずだが、コウは正確な台詞はおろか探偵の名前さえ思い出せなかった。ミステリー読まないし。

「ミステリー読まれるんですか」

「海外のだけね」

　おかわりは、と聞かれカップを差し出す。

　日ひ奈なは全然飲んで無い。

「……じゃあ先生は、この事件は非ひ論理的なものだと」

「世の中には不思議な事、いっぱいあるし」

　一瞬コウを見、すぐ目を逸そらす。

「あたしはこの目で、一番近くで見たのよ。あれは、あんなのは普通の死に方じゃない。あんな状況、あたしが犯人じゃなかったら、絶対誰だれにも殺せない」

　だから疑われてるんだけどね、と高たか久くは笑った。仕方ない、と諦あきらめているようだ。

「非論理的な、とは、具体的にどういうものを考えていますか？」

「さぁ……何かの奇き病びようとか、偶然が重なったとか。いっそ呪のろいなんてどう？　あの人、結けつ構こう恨うらみかってたようだし。セクハラされたって相談、結構あったわよ？」

「呪い、ですか」

「陳ちん腐ぷな想像だけど、いきなり胸から、心臓から血を吹き出すなんて……。あの人の事、恨んでる人間は多かっただろうし、自分でもバカな事言ってると思うけど」

「そういえば」と日奈、思い出したように。

「答えたくなければ結構です。先生と山やま崎ざき先生の関係は、同意の上でのモノでしたか？」

「日奈さん？」

　ちょっと無む遠えん慮りよな質問ではないだろうか、コウは思わず日奈を見た。無表情だ。

　高久の頰ほおが、赤くなる。

「……そこまで知ってるんだ。舞まい原ばるさんは警察の情報も手に入れられるって、本当なのね。……そうね、同意の上かと聞かれれば、そうだとも言えるし違うとも言えるかな」

「はぁ」

「脅おどかされてたのは確かだけど、まぁいいかって気持ちもあったし。恋人もいないし」

「……大人おとなっスね」

　日奈に肘ひじでこづかれる。

「……山崎は、どんなやり方で脅きよう迫はくしてたんですか？」

「暴行して写真を撮って、って奴やつ」

「うわぁ」

「君はそんな大人になるなよ」

　高久は遠い目になった。

「最低よね……暴力で人を脅して、無理やり……。そして、こんな事にならなかったら、誰だれにも知られる事なくそれは続いていたでしょう。結局は法も正義も、弱者の為ための方ほう便べんなのよ。現実の力の前では、何の役にも立たない。あたしはともかく、今まで犠ぎ牲せいになった人、これから犠牲になる人の事を考えたら……こんな事言ったら、教師失しつ格かくなんでしょうけど」

　コウを見、日ひ奈なを見て、高たか久くははっきりと、言った。

「……あの人は、死んで良かった」

　沈黙が部屋を支配する。

　なんかいたたまれず、コウは口を開いた。

「……それはともかく、結果として先生が疑われているんですよ？　犯人じゃないかって。このまま容疑が晴れなかったらどうします？」

「……そうね」自じ嘲ちよう的な笑み。

「確かにこのままだったら、あたしが犯人にされちゃうかもね。ムリヤリに。……その辺へんのところは、君たちに期待しようかな？　我が校の《みすてりぃサークル》に」

　高久は口くち元もとを笑みに歪ゆがめ、日奈を見た。日奈は答えず、高久の視線を受け止めている。

　しばらくして、頭を下げる。

「どうも協力、有あり難がとうございました」

　身を翻ひるがえし、扉とびらに向かう。コウも慌あわてて後を追う。

「ううん。また何かあったら、いつでも来て？　てゆーか教えてね。あたしも気になるし」

　高久の言葉を聞きながら、二人は保健室を辞じした。

　廊下の角かどのところで止まり、日奈はコウに電話をかけさせた。

「ほら、いつものあの、パシリ君を呼んで」

「俺は他人をパシらせた事なんてねーぞ」

「いいから早く。パキリ君だっけ？」

「はぎり、だ」

　部活中だったのだろう、ボクシンググローブを嵌はめたまま現れた葉は切ぎりに、日奈は保健室を見張っているよう告げた。誰だれかが来たり、逆に高久が出かけたらすぐ電話するように。全力疾走で来たのだろう、未いまだ息を乱しながらもブンブン頷うなずく葉切を見ながら、コウは考えた。

　高久を見張る。それは。

　高久を守るため？

　それとも、高久から誰だれかを守るため？
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「……で、裏付けは取れたんスか？」

　真ま嶋じまの所へ向かう途中、コウは尋たずねた。が、日奈は振り向かず、ずんずん先を歩いていく。

「おーい、日ひ奈なさ～ん」

　と、突とつ然ぜん日奈が止まった。振り返る。

　思わず後ずさるコウ。

「……な、何？」

「……まだ犯人、分からないの？」

「分かりません」

「……どうも今日きようのコウは、真ま面じ目めに考えていないという以前に、頭が回転してないねぇ」

　少々ムッとする。

「……小鳥遊たかなしに解とけなかった問題が、そんな簡単に俺に解けるかよ」

「ジョウが解けなかったのは、ゲームだと思い込んでたからよ。……君の場合は、多分」

「何」

「妹さんが、宇宙人にさらわれたから」

　妹？

「……妹が宇宙人にさらわれたから、俺は謎なぞが解けないって？　何だそりゃ。だいたい俺は、前に話したと思うけど、事件はおろか妹の事さえ全然覚えてないんスよ？」

　日奈はコウを凝ぎよう視しした。

「……でも、宇宙人に誘ゆう拐かいされたって、信じているんでしょ？」

「……どうかな。ガキん頃ころから言い続けてたから、ポリシってーか、ステイタスになっちゃってるのかもしんない。いいじゃん別に」

　コウの気持ちを察したのだろう、日奈はそれ以上何も言わなかった。

　バレー部室に真ま嶋じまはいなかった。部員が一人、掃除をしていただけだった。警察の捜査の為ため、体育館組の部活は開店休業状態。

「じゃあ真嶋先せん輩ぱい、今日は学校来てないンスか？」

「……もしか、だけど、図書館にいるかも。真嶋最さい近きん、図書館に入り浸びたりだからね。それより君さ、堂どう島じまコウくんだよね」

　何な故ぜか記念写真を撮り、礼を言うと、コウと日奈は図書館に向かった。

　廊下から玄関を抜け、校庭に出る。

　校庭を挟む本館の反対側、校門を抜けた所にあるに建物、それが図書館だ。日ひ炉ろ理り坂ざか中学・高校共有のこの図書館は市立図書館に負けない規模を誇り、一般者でも利用できるよう学校の外に建てられている。

　二人は校門を抜け、図書館に入った。

　真嶋綾あやはすぐに見つかった。カウンター内で本を読んでいる。一人。いっつもコウを捕まえては小学生の君に出会いたかったと嘆なげく司し書しよのおねーさんもいなかった。

「……あの人か」

　見覚えがある顔だった。最近よく図書館で見かけた顔だ。日奈に付き合ってコウもよく図書館を利用するので、何となく覚えていた。

　ちなみに司し書しよのおねーさんに気に入られているので、ここでもお茶が飲めたりする。

　二人の気配に気づき、真嶋は顔を上げた。

「今ちょっと、司書の……」

　その顔が驚きよう愕がくに凍りつく。

「すいません。《みすてりいサークル》の」

「知ってる。あんたら有名だから」

　真ま嶋じまは本に戻った。

「ちょっと話を」

「話す事なんてないわ」

　やけにそっけない。

　本を読んでいるのを幸いに、コウは無む遠えん慮りよに視線を走らせた。真嶋綾あや、バレー部所属の二年生。ショートカット、どことなく日ひ奈なに似ている（もっともシヨートカットの女性はみんな、コウに日奈を思い起こさせる）が、日奈より全体的に鋭角的、ボーイッシュ、眉まゆ毛げも細い。赤と緑の日ひ炉ろ理り坂ざかジャージを着ていて身体からだの線は分からないが、男を知っているという先入観のせいか何となく色気が感じられ、コウは頭の中で転ころげ回った。

「山やま崎ざき先生の事件について、先せん輩ぱいの意見をうかがいたいんですが」

「意見なんてない。だいたい、あたしは全校集会を休んでたのよ。事件なんて見てない」

「だから聞きたいんです」

　真嶋は顔をあげ、日奈を見た。というより睨にらんでいる。

「……何をよ」

「例えば、何な故ぜ休んだのか、とか。先輩は、山崎に脅きよう迫はくされていたそうですね」

「……ふうん、さすがみークル、双ふた子ごの姫様の太たい鼓こ持もち。警察の情報も手に入れられるって本当なんだ」

　本を閉じ、日奈に向き直る。コウは目を丸くした。真嶋が読んでいたのは魔術のハウツゥ本だった。

　コウの反応に気づき、真嶋は口くち元もとを歪ゆがめた。

「何？　こういうの読んでちゃおかしい？」

「おかしいです。ははははははははははははははははぁ」

　睨まれ、慌あわてて口を閉じる。日奈程ほどではないがその双そう眸ぼうはなかなか強く、意志の堅固さがうかがえる。成なる程ほど、確かにこんな瞳ひとみを持つ人間は、尋じん常じような手段では脅迫できないだろう。

「……それで？　ひょっとしてあたしを疑っている訳？　全校集会に出ていなかったあたしが、どうしてあいつを殺せるのよ」

「……警察は高たか久く先生を疑っているようですが、それについてどう思いますか」

　真ま嶋じまは日ひ奈なを睨にらみつけた。

「あんた頭いいんでしょ？　常識で考えれば分かるじゃない、なんであんな場所で人を殺さなけりゃならないのよ。高久先生は犯人じゃないわ」

「常識で考えれば、高久先生以外の人間には殺せません。違いますか？」

「それは……」口ごもる。

　日奈は真嶋が読んでいた本を手に取った。

「非常識な方法なら話は別ですが」

　真嶋はせせら笑った。

「山やま崎ざきは、呪のろい殺されたって言いたいの？　さすがみークル、呪いもアリなんだ。……そういえば、確か君でしょ？　妹を宇宙人にさらわれたヒトって」

　コウを見る。コウは胸を張った。

「さらに最近は、悪あく魔まに殺されかけまして」

　冗じよう句くか狂気かはかりかねたのだろう、しばらくコウをねめつけていたが、真嶋は何も言わずに日奈に視線を戻した。

「それで？　あたしが呪い殺したとでも？」

「どうでしょう。ただ、誰だれかが山崎を呪い殺したのなら、高久先生は可哀かわい想そうですよね。心配して駆け寄ったばっかりに、犯人扱いされて。警察は、多た分ぶん彼女を逮捕するでしょう」

「……犯人じゃない人を、逮捕なんてできないわ」

「日本人的な発想ですね」日奈は微笑ほほえんだ。

「可愛かわいい」

　真嶋は立ち上がり、さすが運動部、カウンターを一ひと跨またぎに飛び越えた。腕を組み、日奈の前に立つ。しなやかな肉にく食しよく獣じゆう的な動作に、コウは本能的に身み構がまえた。

　鼻で笑い、口を開く真嶋。

「別に何もしないわよ。それよりさ、遠回し、やめてくれない？　はっきり聞けばいいじゃない、あたしが殺したのかって」

「先せん輩ぱいが殺したんですか？」

「そうよ。あたしが山崎を殺したの」

　コウは啞あ然ぜんとした。こんな簡単に自じ白はくするとは。

　……じゃあ、真嶋が犯人なのか？

　でも、どうやって？

　殺人の罪を告白しながら、真嶋の態度に怯ひるんだ所はなかった。かえって挑発さを強め、日奈に冷たい視線を送ってくる。

「それで、どうする？　警察に行く？」

「どうやって殺したんですか？」

「非常識な方法で、よ」

「呪のろい殺したという意味ですか？　つまり先せん輩ぱいには、そういう特殊な才能があると？」

　日ひ奈なの問いに、真ま嶋じまは口を開き、……閉じた。意地悪い笑みが顔中に広がっていく。

「……いいえ。残念ながらあたしには、その手の才能はないみたい。……でもね、やっぱり山やま崎ざきを殺したのはあたしなのよ。どうやったか、分かる？　探たん偵ていさん」

「……御お二ふた方かた、もしかして知り合い？」

　真嶋の挑戦的な態度に、コウはつい口を挟んだ。ううん、と日奈は首を振っただけだったが、真嶋は過敏に反応した。目を怒らせ、

「違うわよ！」ほとんど怒ど鳴なり声。

「ごめんなさい」頭を下げる。

「何かさ、二人ともケンカしてるみたいで。もっと仲良く話しましょーよ。ね？」

「それに何の意味があるのよ」

「人、という文字は、お互いに支えあって」

「バカじゃない」

「人間という言葉は、人の間と書いて」

「一つ、聞いていいですか？」

　日奈はにこやかにコウの足を踏み付けた。

「何な故ぜ、自分には才能がないと？」

「試したからよ」自じ嘲ちように表情が歪ゆがむ。

「信じられる？　二一世紀を迎えようというこの御ご時じ世せいに、あたしは藁わら人形に釘くぎを打ったりしてたのよ？　……我ながら嫌になるわ」

「……追い詰められていたんですね」

　真嶋の身体からだが風を起こした。猫ねこ科かの獣けものを思わせる滑らかな動きに、足を踏まれ続けていたコウは反応できなかった。気がついた時には真嶋は日奈に詰め寄り、襟えり首くびを摑つかみ上げている。

　コウは慌あわてて、自分も日奈の襟をぐいっと摑み引っ張った。

「……何の真ま似ねよ」と真嶋。

「先さん輩ぱいの真似。うわぁ、これって面白いな」

　真嶋はしばらくコウを凝ぎよう視ししていたが、日奈に視線を戻し、手を放した。

　コウも放す。日奈は平然としていたが、ブラウスの襟首はだらんと伸びて見るも無む残ざんな状態だ。

　やはり、真嶋は日奈に敵意を持っている。

　コウは位置をずれ、日奈を後ろに押しやった。

「とにかく、あたしは呪いの力は持ってない。信じようと信じまいと勝かつ手てだけどね」

　会話に興味を失ったように、真ま嶋じまは冷めた態度でコウを見た。日ひ奈なには目もくれない。

「……でも、殺した」とコウ。

「そうよ。どうやったか分かる？」

「そうですね、何か、霊れい験けんアラタカなアイテムを手に入れたとか。それとも、呪のろいの力を持っている誰だれかに頼んだとか？」

（魔法のカメラ、を持った誰かに）

　真嶋は微笑ほほえんだ。

　邪じや気きの無い、心からの笑いに見えた。

「それはいいわね。そういう友人がいれば。素す敵てきな人脈、不思議な縁えん？」

「……誰に頼んだんですか？」

「さぁね。当ててみてよ。正解なら白しろ旗はたあげるから。……どう、分かる？　探たん偵ていさん」

　どーだ分からないだろう、そんな勝ち誇った感情が声のトーンにうかがえる。日奈はブラウスを髪ヘアピンで押さえ、どうにか形にしようとしていたが、真嶋の問いに微笑んだ。

「その前に、聞いていいですか」

「……何よ」

「山やま崎ざきはどうやって先せん輩ぱいを脅きよう迫はくしていたんですか」

「……さぁね」真嶋は日奈を睨にらんだ。

「どうせつまらない事だろうと、バカにしてるんでしょう」

「いえ。あたしは、正当防衛の可能性を知りたいだけです」

「バカじゃないの？　例え正当防衛だとしても、誰だれが信じてくれるのよ」

　ようやく、会話が変である事に気づく。

　真嶋は完全に、呪いが存在する事を前提に話している。呪いを信じ込んでいるのだ。何な故ぜか？　どこかで呪いを見たからだ、疑いようのない、信じざるを得ない力を。そして小鳥遊たかなしは言っていた、誰かに教えて貰もらわなければ、それが呪いだとは分からない、と。

　真嶋に教えたのは誰か？

　正当防衛である事を証明できない。

　人に信じて貰えない、話せない。

　逆さからえない脅迫方法。

（小鳥遊の推理通りだ）

《ザ・ブルマ》しかいない。

　真嶋が呪いを信じているという事実、それはそのまま《ザ・ブルマ》が《ピンホールショット》を持っていた、それで脅迫を行っていたという事の証明なのだ。それを確かめる為ために日奈は真嶋に会いに来たのだ。

　そして今、《ピンホールショット》は……。

「正当防衛かそうじゃないかは、大事な事です。殺人と事故ぐらいの違いがあります」

「……あれは殺人よ。あたしは殺そうと思って、そして殺した」

　真ま嶋じまは顔かお色いろを変えず言い放った。退のく事なく、日ひ奈なの瞳ひとみを真ま向こうから受け止めている。

　殺人は悪い事だけど。

　コウは尊敬の念を覚えた。

　なおも日奈は食い下がる。

「……でも、後悔していませんか？　胸が痛みませんか？」

「……いい子ちゃんねぇ、日奈ちゃんは」

　嘲ちよう笑しよう。しかし、何となく作り物めいていて。

　コウはその心中を思った。

　一人で生きると決めたなら、決して謝ってはいけない。間違いを認めてはいけない。例え自分が間違ってても、悪いと思っても。

　奇き跡せきは《一人》を強制する。

　呪のろいの力に脅きよう迫はくされ、誰だれにも頼れなかった彼女は、《一人》を決意したのだろう。

　ならば決して、後悔なんて認めないだろう。

　コウは頭を振った。落ち着け、俺。他人を勝かつ手てに想像するな。今のお前は、真嶋という先せん輩ぱいに昔の自分を、宇宙人！　と叫んでいた子供の頃ころの自分を重ねているだけだ。

　す、と真嶋が動いた。

　しかし今度は日奈にではない。真嶋は音も立てずにコウの側そばに寄ると、白い指でそっとコウの顎あごを捕らえた。自分の方を向かせる。

「……へぇ、確かに可愛かわいいわね。うちの部にも、あんたのファン多いわよ」

「俺の部だって、俺のファンは多いっスよ」

「……これで、もっと普通の性格だったらねぇ。ま、そこがいいのかも知れないけど」

　先輩に顎をくすぐられ、コウは不ふ覚かくにもトキメキしてしまった。日奈の様よう子すをうかがおうとするが、真嶋の指がそれを許さない。それほど力が込められている訳でもないのに、先輩の、年上の魔力という奴やつか、体が動かない。

「あんたたち、キスは？」

「まだです」無感情な日奈の声。

　コウは恐怖を覚えた。

「……ふーん。じゃ、お互いにファーストキスなんだ。……ねぇ、もしもあたしがそれ、奪ったらどーする？」

「あたしは、そーいう事にロマンを見出す人間じゃないですから」

　真嶋がコウの唇くちびるを奪った。
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　柔らかく水気の多い、パ行とナ行に拗よう促そく音おんを加えた感触に、コウの思考は停止した。我に返り抵抗の義務を思い出した時には、しかし既に唇は離れてしまっている。

　しまったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！

「あたしはね、そーいう事にロマンを見出す人間だった」

　吐き捨てるように呟つぶやくと、真ま嶋じまはコウを押しやり（コウはそのまま尻しり餅もちをついた。腰が抜けてた）、日ひ奈なを恋人を寝ね取とった女でも前にしているかの如ごとく睨にらみつけた。

「あいつはあたしから、そーいう事を全すべて奪った。あたしの誇りも、尊そん厳げんも、……猫も。後悔？　そんなの絶対しない。もしもやり直せたとしても、あたしは同じ事をする」

「高たか久く先生について、どう思いますか？」

「……は？」

　唐とう突とつな、場に何の関係も無い質問にあっけにとられる。

「……いい人だとは思うけど、それだけじゃ世の中渡っていけない。……何よ、突然。今あたしが何したか、見てなかったの？」

「サービスしときます。お手数かけました」

　そう言うと、日奈は身を翻ひるがえした。コウも慌あわてて後を追う。真嶋の声が追いかけて来た。

「どうやって殺したか分かったら、いつでも言って。正解だったら自じ首しゆしてもいいわ」

「人を呪のろわば穴二つ掘れ」

　振り返らず、しかし立ち止まり日ひ奈なは呟つぶやいた。聞こえるか聞こえないかの微び妙みような声で。

「例え自じ首しゆしても、法律は先せん輩ぱいを裁けません。裁ける者がいるとしたら、それは先輩だけでしょう。……先輩が、本当に後悔していない事を祈ります」

　振り返らず、再び歩き出す。しかしコウは振り返って真ま嶋じまを見ていた。目もく撃げきした。その顔が、驚きよう愕がくと畏い怖ふに彩いろどられていく様さまを。

　雷に打たれたように動けなくなっている少女を残し、二人は図書館を後にした。
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　外はすっかり夕暮れだった。夕ゆう方がた空そらは朱あけに朱に、夕方風かぜは冷ひえ冷ひえに、物語るのはこの世の終わりか夜の始まりか、なんつって。

　図書館敷しき地ちを出るまでの間、日ひ奈なは一言も喋しやべらなかった。

　理由は分かっている。怒っているのだ。ブラウスをだらだらにした事を。

　後、ひょっとしたらキスも。

　とはいえ、それで機き嫌げんを損ねて黙り込んでる訳ではない。日奈はそういう、良く言えば可愛かわいい、悪く言えば陳ちん腐ぷな反応をする女性ではない。日奈が黙っているのは、今自分が怒っている原因を言語化し体系化し問題を見つけ対策をまとめコウにも理解できる言語に翻ほん訳やくするのに忙しいからである。言葉にできない事じ象しようなど、存在しないも同じ。それが日奈のポリシィであり、嫌いな言葉はフィーリング、そういう事が分かっているから、コウも話しかけたりはしなかった。

　大人おとなしく、黙って後に付き従う。

　日奈が話してくれるのを待つ。

「さて」校門についてしばし経たち、ようやく日奈は口を開いた。

「何か質問は？　なければさっきの」

「待って待って！」手を挙げる。

「えーと、裏付け作業は終了っスか？」

「うーん。……状況証しよう拠こしかないけど、これ以上は無理ね、あたしたちじゃ」

　暗い表情が物語る真実。

「日奈の、推理通りだったんだな」

「やっぱあたしって、名めい探たん偵ていだねぇ」

「何か決め台詞ぜりふ、考えたら？　じっちゃんの名にかけて、とか、この紋もん所どころが目に入らぬか、とか。……あいつに話す気なら、だけど」

「話す」

（悪あく魔まに魂たましいを、渡す）

「そっか」

　日ひ奈なの簡かん潔けつな答えに、コウも簡潔に応えた。胸が苦しくなった。何かを殴なぐりつけたくなった。その何かの第一候補は自分だった。

　笑顔を作る。

「俺の意見を通してくれるんだな。良かった、これで納得できる。正直いうとさ、日奈が反対しても俺は、無理やりにでもそうするつもりだったんだ。自分の主張を曲げてまで俺の気持ちを考えてくれるなんて、恋人冥みよう利りに尽きるなぁ。ほら、ハグしてあげよう」

　両腕を開く。コウ的にはエルボウかそこらの突っ込みを予想していたのだが、日奈は飛び込んで来た。コウを抱き締める。狼ろう狽ばいし、硬直し、何も出来ぬまま時は流れ、日奈は笑って身体からだを離した。

　離してもなお残る、温ぬくもりと香り。

　何となく泣きたくなった。泣かないけれど。

「気持ちは嬉うれしいけど、残念ながらコウの意見を通した訳じゃ無い。あたしが自分で決めた事だよ。……話して、分かったの。犯人は、これからも殺すのを止やめるつもりはない。

　さらに人が殺されるのを容認するか、それとも魂たましいを引き渡すか、の二に択たくなら、後者を選ぶべきよね。少なくとも犯人は、そうされる理由があるんだから」

　どちらにしても、人が死ぬのに代わりはないけど、そう言って日奈はうつむいた。

　コウは天を仰ぎ見た。

「……俺は本当に、これは本気の本当に、犯人は悪あく魔まに引き渡すべきだと思ってる。……例えば俺に妹がいて、宇宙人にさらわれて、でも宇宙人だから法で裁けない、罰ばつは受けないなんて言われたら、もー気が狂っちゃうね。《ザ・ブルマ》は酷ひどい奴やつだったかもしれない。だからって、殺しても罰を受けないなんて話、まかり通っていいはずないんだ」

「あたしもそうは思うけど……古い人間なのかな、魂って聞くと、何か、人間にとって一番大事なもの、って感じがするのよね。それを悪魔に引き渡すって、何か凄すごく……」

「んじゃ仕方ない」コウはポンと手を打った。

「努力はしよう」

「……努力？」

「最終的には新たな犠ぎ牲せい者の命か犯人の魂かの二に択たくになるかもしれないけれど、その過程でできる事だってあるだろ？　アクマを説得して魂を奪うのを諦あきらめて貰もらうとか、犯人を説得してこれ以上の犯行を止めさせるとか。……やっぱり、犯人から《ピンホールショット》を盗み出すってのが一番現実的かな。《ピンホールショット》さえ回収できれば、アクマも犯人を見つけられないし犯人もそれ以上殺せない。使わないで殺人したら、警察が裁いてくれるだろうし。……ま、健全な人間としては、それぐらいの努力はするべきだろうなぁ」

「健全な、ねぇ」

　日奈は笑った。あきれたような面白がっているような、コウの大好きな笑顔。

「そう、健全。……言っとくけど、努力しても駄だ目めだったその時は、潔いさぎよく二択、だぜ？」

「……でも、いいの？　コウはそれで」

「……そりゃあまぁ、それが上う手まくいって犯人は警察はおろか悪あく魔まにさえお咎とがめ無し、なんて事になったら正直むちゃくちゃムカつくけどさ、

（それでも日ひ奈なを悲しませるよりはいい）

　……よく考えたら《ザ・ブルマ》には何の義理もないんだ、あんな奴やつの為ために悪魔の手先になる必要はないよな」

「それだけじゃない。悪魔の恨うらみを買っちゃうかもしれないし、ううん、犯人に見つかって狙われる可能性もある。命を危険にさらしちゃうかもしれないのよ？　そうなったら」

「……」コウはじとっと日奈を見た。

　……日奈は目を逸そらした。

「……お前、そうか、そうだよな。頭のいいお前がこんな事、思いつかないはずがないよな。お前、一人でもカメラを回収しようとか思ってたな」

　日奈はてへへと言った。

「ん……まぁ、コウ次第だったんだけどね」

「……お前なぁ、ずるいじゃねーか。そんな危険な事、一人でさせられる訳がねーだろ？　そんな事させたら、小鳥遊たかなしに殺されてしまう」

「……そーゆーと思ったから、話さなかったんじゃない」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、

「自分のね、自由意志で決めて欲しかったのよ。コウもジョウも、あたしを大事にしてくれるのは嬉うれしいけどね、本当に大事な事は自分の意志で決めないと」

「勿もち論ろん自分の意志だよ」

　日奈はため息をついた。

「……いい？　例えあたしの為じゃなくても、あたしの意い思しに反しても、それが自分の……もういい。とにかく、有あり難がとう。……そうと決まったら時間が勿もつ体たい無いし、早さつ速そく行動しないと」

　言うや否や歩き出す。慌あわてて後に従いつつ、

「……行動？」

「今自分で言ったでしょ？　カメラを回収するの」

「回収って……どこへ？　どこにあるのか分かってんの？」

「……もう。どこだと思う？　犯人が高たか久くか真ま嶋じまなら、カメラをどこに隠すと思う？」

　考える。二人とも《ザ・ブルマ》事件の関係者であり、しかも高久は容疑者だ。凶きよう器きが見つかっていないこの状況で、いつ警察に捜そう索さくされるか分からない自分の周囲には置いておけないだろう。

「……貸し金庫やロッカー、とか……」

「言ったでしょ。犯人は早急に次の犯罪を行う必要があるって。自分がすぐに使えるところに、カメラはなければならない」

「……じゃあ、学校に……」

　あくまで可能性だけどね、と頷うまずく日ひ奈な。

「で、もし学校だとしたら、それは一体どこでしょう？」

「……そうだな、警察に調べられる可能性のある保健室や部室はまずないな。職員室も一般の教室もない。ちゃんと保管でき、カメラが在あっても不自然じゃない……新聞部、いや、……カメラ部の部室？」

「使われたらどーするのよ」

「カメラが在ってもおかしくなく、使われる心配もない……そうか！　木製の古いカメラだもんな」

「そーゆー事」

　コウは歩き続けている日奈の前に出、颯さつ爽そうと歩き出した。

「よし、早さつ速そく行こう！　まずは職員室だな」

「……ところで、さっきの事だけど」

　やっぱり忘れてなかったらしい。

　コウは歩みを止めず、話題を探した。

「……あ、そうだ、これも聞こうと思ってたんだ。さっきさ、真ま嶋じま先せん輩ぱいに最後に言った言葉、どういう意味？　何か先輩、ひどく驚いていたけど」

「自分で調べなさい。何なら舞まい原ばる妹いもうとに聞けば、詳しく教えてくれるわよ。……他にある？」

「待って待って。えーと……そうだ！」

「いい加か減げんあきらめなさい」

　ここまでか。

　コウは覚悟を決めた。

「分かった。ブラウスは弁べん償しようします」

「誰だれがそんな話をしてるのよ」

　ぐいと肩を摑つかまれ、ムリヤリ振り向かされる。日奈の眉まゆ毛げが、怒りの形に持ち上がっているのが見えた。

　口が開く。

「キスの話に決まってるじゃない」

　ああ、やっぱり。

　コウはため息をついた。




　携帯で葉は切ぎりと連絡を取り高たか久くが動いていない事を確認し、二人は職員室でカギを借り、郷土資料室に向かった。そこは。

　『凹おう』の形をした本館の右辺、保健室から見える場所にある。

（……という事は、もしかして犯人は……あ？）

　そっと、腕を組まれる。

　温かい、張りのある胸の感触に気の遠くなりかけるコウに、囁ささやき声が注意を促す。

「……無かったら、覚悟してね」

「全然ＯＫ」

　二人は腕を組み、資料室へと入っていった。

「わーお、なんてこったい」

　カメラはすぐに、見つかったのだった。
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　何しろ窃せつ盗とう、カメラをコウの上着にくるみ隠すと、二人はすぐに資料室から出た。勿もち論ろん、人ひと気けがないのを確認するのは忘れない。

「……」何か言いたげに、保健室を見ている日ひ奈な。

「……どうした？」

「……ううん。ほら、早く行こう。誰だれかに見つかったら大変だ」

　廊下を早足で抜け、玄関を出る。そこで日奈はもう一度、保健室を見た。さっきからやけに、保健室を気にしているような……やはり高たか久くが犯人なのだろうか。だがもし高久が犯人なら、保健室から見えているはず、《ピンホールショット》を盗み出そうとしている二人を放っておいたりするだろうか。何しろ向こうは先生こちらは生徒、泥棒と咎とがめられたらこの状況、言い逃れの仕し様ようがない……そうか、とコウは納得した。日奈は当然、その場合の対応策も考えているだろう、つーかそうなる事を予想して策を練っていたに違いない。それなのに高久から何のリアクションもないもんだから、こんなに気にしているのだろう。

　という事は、つまり。

　犯人は、高久。

　よし、これで犯人は分かった。後はトリックさえ解明できれば……。

「……え？」

　日奈の声が聞こえた気がして、コウは思考を中断、顔を上げた。

「……なんか言った？　今」

「バカって言ったの」

「……否定はしないけど、何だっていきなり」

「君の事じゃないわよ。いや、君もバカだけど、あたしはそれに輪をかけてバカだわ。……んもう、ほんとに、信じらんない」

「そんな君が、大好きさ」

「……あたしもよ、コウ」

　思いのほか真ま面じ目めな視し線せんに、コウは思わず赤せき面めんした。

「……何だってんだよ、もう……。どうかしたのか？」

「カメラ、貸して」

　言われるままにカメラを渡す。日ひ奈なは《ピンホールショット》を小こ脇わきに抱え、コウと腕を組んだ。そのまま歩き出す。

「……どうしたの」

「いいから」

　日が落ちた校庭はナイターのように照明に照らされ逆に明るく、下校途中の生徒たちは恥ずかしいのだろう、光のエリアに入らぬよう、こそこそと暗い隅すみを帰っていた。そんな中、コウをぐいぐい押して、日ひ奈なは光のエリアの真ん中へと歩みを進めていく。

「……日奈さん？」

「周りの人間に、見せとく必要があるのよ」

「何を」

　日奈の声は、耳をそばだてなければ聞こえないぐらい小さかった。

「……失敗したわ。気づいて然るべきだったのに。……やっぱり一いつ朝ちよう一いつ夕せきじゃ、探たん偵ていになんてなれないわね」

「……何の話？」

「……分かっていたのに。これが計画的な、でも突発的な犯行だって事は。……やっぱり、悪あく魔ま、何てので興こう奮ふんしてたのかな。クールが売りの日奈ちゃんらしくない失敗ね」

　何言ってるんだ？　と立ち止まろうとしたコウの動きを強い力で押し止め、日奈は小さな叫びを絞り出した。

「普通に！」

　驚きつつも歩き続けるコウの耳を、日奈の囁ささやき声が打つ。

「犯人は、高たか久くよ」

（……！）

　ピクリともせず歩みを止めず、歩いていく二人。何かがコウの胸に沈み、嗚お咽えつとなって昇のぼってきた。

（ここは）

（この場所は）

（保健室から見えている）

（体育の時などに、怪我人が出たのが分かるよう、双眼鏡が置かれているのを俺はよく知っている──）

　日ひ奈なの声が聞こえた。

「急な動きはしないで。あくまでも普通に」

　次いで、

「……大丈夫、君だけは助けてみせるから」

　コウは口を開いてみた。

　言葉は出てこなかった。

　組んでる腕に力がこもる。横目で、日奈を見る。微笑ほほえんでコウを見ている瞳ひとみと出会う。

　のどがきゅううと鳴った。

　動どう悸きが高く、激しく──。

（落ち着け、冷静になれ）

　考えろ。日奈は助けると言った。だが一体、どうやって？　ああ畜ちく生しよう、

（既に写真は撮られていると、考えたほうがいい──）

　服装を変える、それしかない。しかし少しでもそういう素振りを見せたら、敵は呪のろいを発動させるだろう。

（残り時間は九分弱──）

　どちらが早いか、いちかばちか──。

（……！）

（そうか、日奈は……）

　一つだけ、チャンスがある。

　賭かけられるチャンスが。

　震える両足を必死で押さえ、コウは笑顔を作った。パニックが一番怖かった。冷静に日奈の様よう子すを確認する。日奈と視し線せんが交差し、二人は互いの思おも惑わくを感じ取った。

「止やめて」日奈が言う。

「分かっているはずよ。あたしの方が確率が高い。高たか久くは多分、コウを警戒してはいない」

「賭かけってな常に二分の一だ」

　笑う瞳ひとみのその奥で、コウは日奈に集中した。いつ抜くか、いつ抜くか──西部劇のガンマンのように、相手の動きに、気配に全ぜん神経を集める。一番怖いのは、共倒れになることだ。（いや、それは二番目の俺の望みだ。）何とか日奈の虚きよを、つかなければならない。

　日奈が正面を向き、言った。

「お願い、コウ。二人共は無理なのよ。それじゃ何も意味が無くなる」

「そうだな」考えろ、時間はまだ九分もある。引き伸ばすんだ、必ず、虚をつくチャンスが来る──。

「分かるでしょ？　あたしはもう死んでいる。後は──」

「黙れ」

（落ち着け、冷静になれ）

　一番怖いのは、自分の動きが反射的に、日ひ奈なまで動かしてしまう事。そして同じ事を、日奈も恐れているはずだ。

　必ず、チャンスは来る──。

（必ず、日奈は助けてみせる！）

「生き返らせる」そんな言葉が口を出た。

「え？」

「ほら、聞いたろ？　さっきの質問の答え。もし日奈が死んで、俺が生き残ったら、俺は必ず、日奈を生き返らせるから」

「……バカ」声が悲痛の響ひびきを帯びる。

「君の魂たましいと引き換えに生き返って、それであたしが喜ぶと思う？　そんなのあたしが望むと思う？」

「でも望まずにはいられないんだ」

　多少冗じよう談だんっぽく答える。日奈は口を開き、閉じ、何も言わずうつむいた。そうだ、それでいい、考えるんだ、俺を説得する言葉を。少しでいい、気を逸そらせさえすれば──。

（今だ！）

　コウは──。




「コウ、大好き」




　思考が空白化した一瞬、日奈が動いた。日奈が身体からだを廻まわす姿を、ただただ眺ながめているだけだった。スカートが綺き麗れいに広がり回る。スローモーションのような優ゆう雅がな動作で、日奈は、コウの頰ほおに手を伸ばし。

　そっと、つま先を伸ばした。

　唇くちびるに触れる、キスの感触。

　夜の学校、輝く校庭。四方に伸びて踊る影。

　人工の光が生んだ舞台で、

　二人は初めてキスを交わした。

　血の色で、世界の全すべてを染めながら──。

[image: ]
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　冬ふゆ月つき日奈が身体を廻まわした瞬間、高たか久く直なお子こは右手の写真を握り締しめた。

　……どうやら、服装を変えようとしたのではなかったらしい。

　双そう眼がん鏡きように拡大された画面の中、冬ふゆ月つき日ひ奈なが堂どう島じま昴こうにキスをしているのを確認し、高たか久くはため息をついた。時計を見る。

　……まだ六分も残ってたのに……。

　あんなところでキスするなんて、いったい何を考えているのだろう。

　──二人の間から血飛沫しぶきがあがる。

　……やはり、カメラの魔法への対抗方法は知らなかったのか？　ならば何な故ぜ、カメラの事が分かったのだろう、《ピンホールショット》に触った事があるのなら、当然その呪のろいの破り方も知っているはずなのだが。

　山やま崎ざきが話したはずないし。

　単なる偶ぐう然ぜんだったのか？

　殺す必要はなかったのか？

　それにしても、と高久は口くち元もとを斜めにした。このところ、ツキがある。カメラの事を知られていたなんて、二人と話した時には全然気がつかなかった。二人が資料室に入っていったのを見た時も、偶然だと思った。あの二人がアレを持って出てこなければ、ずっと気づかなかったに違いない。まさか、もう必要ないと思っていたアレが、こんな形で役に立つなんて。

　高久は机に置いたカメラを、優しく撫なでた。今日きよう、真ま嶋じまを殺す為ために、資料室から出しておいたのだ。良かったわねえ綾あやちゃん、と笑う。寿じゆ命みようが一日、延びたわよ？

　ゆっくりと、崩れ落ちていく少女。恋人の血にその身を染め、少年はよろよろと膝ひざをついた。泣くでもなく喚わめくでもなく、そして服装を替えるでもなく。

　放心した様よう子すで。

　顔を上げ。

　こちらを見た。

　高たか久くは思わず目を逸そらした。一瞬、目が合ったと思ったのだ。勿もち論ろんそんなはずは無い。向こうは照明に照らされて真昼のように明るいが、こちらは電気を消しているのだ。

　見えるはずが無い。

　だが。

　視線を戻す。少年は少女の上に、覆い被かぶさるように倒れこんでいた。やはり、こちらを見たのは偶ぐう然ぜんだったのだろう。高久は左手を見た。少年を写した写真が、くしゃくしゃに握り締められている。さっき目が合ったと思った瞬間、反射的に握り潰つぶしてしまったのだ。

　果たして彼は、どこまで知っていたのか。

　どちらにせよ、もう遅いけど。

　良かったじゃない、と心に呟つぶやく。恋人と一緒に逝いけるのだから。それも同じ死に方で。……どうせなら、同時に殺してやるべきだったかもしれない、なんて考える。だが、大事な人が死んだ時──理り不ふ尽じんな暴力に対する自分の無力さを悟った時、どんな反応をするか見てみたいという誘ゆう惑わくに、彼女は勝てなかった。

　もっとも、その反応はつまらないものだったが。

　あの表情。

　目が合った時（勿論気きのせいなのだが）、コウはどんな表情もしていなかった。怒りも悲しみも、涙すら見せず、全くの無表情でこちらを見ていただけだった。（勿論、こちらを見ていた訳ではないのだろうが）だがその表情には、何か不思議な力があった。思わず目を逸そらしてしまったほどの迫力が。

　やはり、殺しておいて良かったのだ。

　災いの芽めは、潰つぶしておくに越した事は無い。

　次は、真ま嶋じま。

　彼女も、いろいろな事を知りすぎている──。

　誰だれかの叫び声が聞こえ、高久は凄せい惨さんな笑みを浮かべた。そうよ、叫びなさい。救急車でも警察でも、何でも呼びなさい。でも誰にもどうにもできない、もう事件は起きたのだから。

　いいえ、と、笑う。

　事件が再び、始まったのよ──。




　唐とう突とつに照明が消えた。消灯時じ刻こくになったのだ。光が消えたのを感じ、コウはうっすら目を開け、日ひ奈なの様よう子すを確認した。

　まだ温かい、身体からだ。

（……お前の勝ちだ、日奈。お前は）

　俺は生きてる。

（悪あく魔まに打ち勝った。だから、次は）

　日奈は死んでる。

（俺の、番だ。見ててくれ。……いや、見てなくていい。待っていろ──）

　パトカーだろうか救急車か、サイレンの音が聞こえる。

　急速に冷えていく感触の中、コウは乾いた目を空へと向けた。だが月も、星も、その瞳ひとみは映さない──。

　コウは虚こ空くうへ手を伸ばした。

　無を、摑つかむ。

　大勢の人の気配を感じ、コウは気き絶ぜつした振りをした。が、次の瞬間、意識は本当に、闇やみの底へと落ちて、いった。

　唇くちびるに、その言葉をかたどったまま──。




　必ず、生き返らせてやる──。







第三幕　探偵退場／探偵誕生
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　病院にこそ運ばれたが外傷の無い（正確には多数の打ち身とこぶが見つかり、医者は首を捻ひねってコウに質問したが転んだで通した。悪あく魔まに吹き飛ばされたなんて言える訳が無い）コウは、すぐに警察の尋じん問もんを受けた。が、何を訊きかれたか、コウはほとんど覚えていない。そうだ、確かカメラの事を聞かれた。何な故ぜそんな物持っていたのか？　エーと、なんて答えたっけ？　覚えていない。ただこれだけは覚えている。最後にコウは聞いたのだった。

「それで今、日ひ奈なはどこに？」

　何故そんな事を聞いたのか、コウ自身にも分からなかった。刑事達は顔を見合わせ、一人が日奈の死を告げた。そんな事は分かっている。腹を立て、コウはそいつに飛び掛かった。左ひだり親指を相手の右みぎ眼がん窩かに突っ込みかき回しつつ、右手で側そく頭とう部ぶを殴なぐる。後ろから羽は交がい絞じめにされ、コウはそいつに後こう頭とう部ぶで頭ず突づきをかまし急所をかかとで蹴けり上げた。羽交い絞めが緩んだ瞬間身体からだを落とし、相手の顎あごにもう一発、後頭部をぶち当てる。

　転げ回る背後の刑事の姿を確認し、コウはあらためて日奈の死を告げた刑事に襲おそい掛かった。地力は向こうが上なのだ、不ふ意い打うちの効いた今以外に、こいつを倒せるチャンスは無い！　倒れた相手の身体の上に椅い子すをかぶせてその上に乗り、両腕の自由を封じると、コウは刑事のネクタイを握った。絞しめ殺すのに時間はいらない。見てろ、一瞬で──。

「コウ」

　──穏おだやかな、声。

「……やめるんだ、コウ」

　コウは後ろを見た。

　小鳥遊たかなしと、そして舞まい原ばる姉し妹まいの妹の方の姿が見える。

　コウは叫んだ。

「小鳥遊、こいつだ！　こいつが──」

「……その人が？」

「……こいつが……」

　コウは刑事を見た。周囲を見た。そこは病院の仮か眠みん室で、コウの身体に血はついていなかった。血の味も、臭いも、冷たく張り付く濡ぬれた感触もなかった。

　ぐっ、とネクタイを握る手に力がこもる。

「……コウ」小鳥遊たかなしの、声。

　コウは小鳥遊を見た。小鳥遊はナイフを取り出し、刃はを開いた。

　左手に後ろ髪がみを束ね、

　ばっさりと切る。

「冬ふゆ月つき日ひ奈なは、死んだ」

　長い黒くろ髪かみが流れて落ちた。はらはらと。

　解放されたネクタイが、はらりと刑事の顔にかかる。

「……そうか」

　胸の奥で何かが壊れ、堰せきを切って溢あふれ出す。

（……泣くな！）

　コウは立ち上がり、小鳥遊の脇を抜けると、

　扉とびらの外、病院の外へと走っていった。




　それからどこをどう走ったか、コウは覚えていない。

　気がつくと、……一人、公園のベンチに座っていた。

　ぼんやりと、右手の作った拳こぶしを見ている。

　月の光を受け、拳は血の気を失い真っ白になっていた。震える拳を眺ながめ、いつ拳を作ったのだろう、ほどこうとしたが、信じられない事に指の動かし方を忘れていた。はて、人差し指というのは、どうやって動かすものだったろう。考える。

　仕方なく、左手で一本一本剝はがしていく。

　恐ろしく力の入った拳こぶしは、もはや自分の一部とは思われない。何か別の生き物が拳に入って抵抗しているようだった。

　ようやく右手を解放すると、月を背負い、コウはその場にうずくまった。涙が出そうになるのを、必死で押さえる。こらえる。

　畜ちく生しよう、と呟つぶやく。

（よくも、よくも、こんな、ことが）

　唇くちびるを嚙かむ。血が溢あふれ出す。生臭い味。

（できたな、畜生、お前は俺の目の前で）

　忘れない、この屈くつ辱じよくは。決して。

（日奈を殺した。俺の、前で）

　拳を握り、嚙み、胸を破り暴れる嗚お咽えつを押さえ込むと、コウは立ち上がった。下した唇と頰ほおの内側から嚙み取った肉にく片へんを舌で感じ、しばしその感触を転がし、味わい、飲み込む。

　……まじゅい。

　落ち着け。冷静になれ。

　もしもお前が冷静だったら。

　日ひ奈なは救えたんだ。

　その愚ぐを繰り返すんじゃない。

（……そうだ、高たか久くを殺すのは簡単だ。後の事さえ考えなければ）

　そんなのに何の意味も無い。

（お前が一番に、考えるべき事は何だ？）

　日奈の復活。

（その為ために、するべき事は？）

　悪あく魔まに、会って──。

（落ち着け、冷静になれ──）




　どれほどの時が過ぎただろうか。

　ふと、空を見上げる。

　昼間の雨もなんのその、月は明るく、煌こう々こうと照っていた。静かな、静かな月つき夜よ空ぞら──。

　少なくとも、とコウは笑った。

　死ぬには、いい夜だ──。




　コウは立ち上がり、歩き出した──。
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　学校には入れなかった。あんなに人が多くては、悪魔だっていないだろう、ひょっとしたら家に戻っているかもしれない、コウは帰宅しようとしてふと考え、舞まい原ばる邸ていに寄る事にした。

　目的は、三み束つか元もと生なりの住むプレハブ。

　三束元生（以降《部長》と表記する）は、名前などに意味は無いという事を悟った時期と前後して実家を勘かん当どうされ、それ以い降こう舞原家の裏庭に住み着いていた。別に知り合いだった訳ではない。舞原家なら土地が余ってるだろうと思い押しかけて行ったら、裏庭の一角を貸してくれたのだという。

　人じん徳とくというよりも、そういう星に生まれついた男なのだろう。

　一応ノックした後、コウはドアを開いた。

「うむ、堂どう島じまコウ」

　コウの姿を認め、《部長》は自分の場所を空けようとした。手を振って遠えん慮りよする。

　集まっているのは、四人。

　机と本棚、布ふ団とん以外何も無い殺さつ風ぷう景けいなプレハブの、中央に座っておんおん泣いているのが《部長》、その隣で涙に顔をくちゃくちゃにしているのが舞まい原ばる姉あねで、そんな姉を妹は全く無表情に抱だき抱かかえていた。泣いてない。その後ろ、壁に寄り掛かって座り込んでる小鳥遊たかなしの、かつて長かったザンバラ髪かみを見て、コウは胸がズキリと痛むのを感じた。小鳥遊は髪の毛以外はいつも通りの顔で、時とき折おり涙だけがぽろっぽろっと落ちている。

　小鳥遊が顔を上げた。

　視し線せんが合う。

　コウは目を丸くして見せた。

「なんだよその髪……ひょっとして、失しつ恋れん？」

　ふ、と苦笑する小鳥遊。良かった、笑えるみたいだ。コウは少し安心した。日ひ奈なとの付き合いがコウより長いこの少女が、少し心配だったから。

　視界の隅すみで舞原姉が立ち上がりかけたのを、舞原妹いもうとが押し止める。

　舞原妹に尋たずねる。

「……あの後、どうなった？」

「病院の件は、不問に付して貰もらいました」

「……有あり難がとう」

「あなたの為ためではありません。今回の事件について、あなたには色々と聞きたい事がありますから」

「ちょっと！」と、舞原姉の声。泣きながら、

「……冬ふゆ月つきさん、死んだばっかりなのよ？　そんな……」

「構わないっスよ」

　コウは辺りを見渡し、結局ドアの前に腰を下ろした。妹に抗議している舞原姉を眺ながめる。

彼女がいるのは予想外だった。この場で一番泣いている舞原姉が、実は一番泣く理由がない。日ひ奈なは舞原妹いもうととは（何な故ぜか）仲が良かったが、姉とは全く接点を持っていなかったのだから。

　こいつは何でここにいるんだ？

　舞原妹が視し線せんを遮さえぎった。

「姉を睨にらまないで下さい」

「睨んでないよ。……睨んでた？　俺」

　うんうんと、小鳥遊。

「お前は目付きが悪いからなぁ」

「……とにかく、死んだのは日奈で、俺じゃない。質問ぐらい答えられるって」

「ではうかがいますが」

　舞原妹は全く無表情に、コウを見つめた。

「あなたが冬月を、殺したのですか？」

「ちょっ！」「おお」姉と《部長》から同時に声が上がる。

「その質問は抽ちゆう象しよう的だな」腕を組み、考えるふり。

「俺が殺したとも言える。勝かつ手てに死んだとも言える。そもそも死とは何であろうか……」

「……あなたの意識では？」

「……世間的には、じゃなくて？」

　舞まい原ばる妹いもうとは黙ってコウを見つめている。

　コウは黙って両手を差し出し、『お縄なわにつく』ポーズを取った。

「……つまりあなたも、これは何らかの人じん為いが関かかった事件だと考えているのですね？」

「……どーしてそうなる」

　小鳥遊たかなしが口を挟んだ。

「ならばお前は、どう考えているんだ？　日ひ奈なの事件を」

　コウは答えなかった。舞原妹を見、

「警察は？　これが殺人事件で、俺を犯人だと？」

「……状況的には、あなた以外に考えられません。冬ふゆ月つきが死んだ時、あの場にはあなたしかいなかった。何しろ照明に照らされた校庭、近寄る人影があればすぐに分かる。あなた方が二人きりだったのは二十七人もの目もく撃げき証言がありました。だから、犯行を行えたのはあなた以外にあり得ない。警察はあなたが冬月を殺し、その後、照明が消えた時、何らかの手段で凶きよう器きを隠したと考えています」

「……わーお」

「ただ……奇妙な事に、胸部に針で刺したような傷が確認され、死因はそこからの心臓刺し突とつによるショック死と見られてますが、ブラウスにも下着にも針はり穴あなの痕こん跡せきがないようなのです。これが事実なら、つまり犯人は一度服を脱がせて針を刺し、その後血ちが噴き出す前に服を着せた、という事になります。それが何の為ためかはともかく、当然ながら堂どう島じまコウのそうした行動は目もく撃げきされていない。……キスはしていたそうですが」

「ほほう」と小鳥遊、「詳しく聞きたいな」

「……警察は、キスの時に服の下に手を入れて刺したのだろうと考えています。遠とう目めにはそれが分からなかった、と。確かにそうとしか考えようがありませんが、それにしては日奈の着衣に乱れがない。そもそもそんな体勢で心臓に針を刺したにしては、傷の位置が高すぎますし」

　コウは顔を上げた。

「……検けん死しは？」

「……実は、司し法ほう解かい剖ぼうはまだ行われていません。どうやら冬月の父親が待ったをかけているようです。娘の死体を切り刻むのは許さんぞ、と」

「ははぁ」「ふむ」日奈の父親を思い出し、コウと小鳥遊は頷うなずいた。しかし、そんな待ったをかけられるとは、さすが日ひ炉ろ理り坂ざか。

「検けん案あんだけで済ませて欲しいと、父の所にも警察に圧力をかけるよう、頼みの電話がありました」

「それじゃあ、日ひ奈なの死体は」

「私としては、彼女の親よりもあなた方の意志を尊重したいと思います」

　舞まい原ばる妹いもうとの、ある意味ぞっとする言葉に、小鳥遊たかなしとコウが同時に答えた。

「解かい剖ぼうにまわしてくれ」

「解剖にまわさないでくれ」

　沈黙。

「……お前らしくないな、コウ。日奈は死んだ。死体は、単なる肉、物体だ。どうせ火か葬そうするのなら、少しでも役に立てたほうがいい」

　少し考え、コウは頷うなずいた。

「……そうだな。解剖に送るのは構わないけど、舞原妹、あのさ」

　舞原姉あねが泣き顔に、憮ぶ然ぜんとした表情を足してコウを見た。しまった、舞原姉は舞原姉と呼ばれるのを嫌う。そして妹が舞原妹と呼ばれるのも嫌がるのだ。妹は全然気にしてないのだが。ええと、なんて名前だっけ、きんぎん、まなかな？　メアリとアシュレイ、米国の双ふた子ご子役スターの名前は思い出せても舞原姉し妹まいの名前は思い出せなかった。ええと。

「……舞原サン、できれば、その、解剖するのは一日待ってくれないか？　できる？」

　舞原妹は頷いた。小鳥遊の目が細くなる。

「何な故ぜだ？　それに何の意味がある？」

「後で話す」

　小鳥遊はコウを見ながら、しかし追つい及きゆうしようとはしなかった。ポケットからハーブを取り出し、咥くわえ、

「……《ザ・ブルマ》事件と酷こく似じしてるな」

「そういえばそうね」と、舞原姉。泣きながらも、しっかり話は聞いていたらしい。妹を見、

「高たか久く先生はその時、どこにいたの？」

「高久はその時……」

　高久、の名を聞いた途と端たん、腹の底からマグマのように熱い何かが噴ふん出しゆつしかけ、コウは両手で頰ほおを思いっ切り押さえて顔を両側から潰つぶし、叫んだ。

「あっちょんぷりけ！」

「なんですって？」

　後ずさる舞原姉。

「姉を驚かさないで下さい」

　妹は全く驚いた素振りを見せず、姉の肩を抱いている。姉に邪じや険けんに振り払われても、その表情に動じたところはない。舞原妹は常に無表情で、感情を顕あらわすことがない。そのキャラを意識してのものだろう、腰をも超える長い髪かみ、前髪は切り揃そろえ、まるで日本人形のようなその容姿は、存在するだけで静せい寂じやくと孤独に満ちた空間を出現させる。たまに《巫み女こさん》とか呼ばれたりするのも、その容姿と雰ふん囲い気きゆえだ。

　ちなみに姉は《姫ひめさん》だったりする。

「高たか久くには完全なアリバイがあります」

　まだ涙の残る姉の顔をハンカチで拭ぬぐいながら（姉は露ろ骨こつに嫌がって顔をふっている。こうした情景を見ていると、どちらが姉だか分からない）舞まい原ばる妹いもうとは答えた。

「なにしろ四十分近く、彼女を見張っていた人物がいましたから」

「……誰だれだ？」

「葉は切ぎり洋よう平へい」

　小鳥遊たかなしはコウを見、

「……お前のパシリか」

「俺は他人をパシらせたりしないって」

　下した唇くちびるを突き出したコウにあらためて向き直り、舞原妹は口を開いた。

「……彼は今警察にいて、誰だれに頼たのまれたか口を閉ざして告げようとしません。そして、ここに今回の事件を人じん為い的なものと思わせる謎なぞがあります」

「もうちょっと簡単に言ってくれ」

「……堂どう島じまコウ、答えて下さい。何な故ぜ冬ふゆ月つきは死んだ時、高久のカメラを持っていたのですか？」

「……」しまった、忘れてた。

「カメラ、だと？」立ち上がりコウを一いち瞥べつ、舞原妹に詰め寄る小鳥遊たかなしをぼんやり見つめ、コウは口くち元もとを斜めにした。

　小鳥遊は気づくかな？

　小鳥遊が詰きつ問もんする。

「どういう事だ？」

「……冬月は死亡時、木製のカメラを持っていました。正確にはカメラに似せた木箱で、中には砂すな袋ぶくろが二つ。所有者は高たか久くで、二カ月前に知り合いに作らせた事を認めています。資料室に置いていた事も。そしてこれは未み確認ですが、山やま崎ざきが似たようなカメラを持っているのを見た、という情報も警察に入っています。

　そして冬月とあなたは葉切に高久を見張らせて、その間に郷きよう土ど資料室に行き、カメラを盗み出した。……それは一体、何故なんです？　あのカメラは、何なんです？」

　全員がコウに注目する。

　コウは頭を搔かいた。

　噓うそをつくのは簡単だ。

　だが何故だろう、

　噓うそはつけなかった。

　だから言った。

「……ヒ・ミ・ツ♪」

　誰だれかが口を開く前に、慌あわてて言う。

「《ザ・ブルマ》事件のほうは？　何か進展はあったのか」

　小鳥遊たかなしが吐き捨てた。

「ああ、あったさ。今回の事件だ」

「今回？」

「分からないか？　《ザ・ブルマ》を殺したのが高たか久くであれ誰であれ、もはや事件は立りつ証しようできない。何な故ぜなら《ザ・ブルマ》事件と日ひ奈なの事件、ついでにペット連続変へん死し事件は同じモノかもしれないからだ。解かい剖ぼうされ死因も同じという結論が出たら、《ザ・ブルマ》が殺された事を立証するには日奈が殺された事をも立証しなければならなくなる。日奈の死が殺人だという事が立証できない限り、《ザ・ブルマ》殺しも立証はできないのだ。そして、それは立証できないだろう。死体に傷はあっても服にはなく、凶きよう器きもなく、そもそも誰も近寄ってないという、こんな状況ではな。心臓刺し突とつという死因は殺人を示し、状況はそれを否定している。……畜ちく生しよう、誰かが魔法を使ったとでもいうのか？」

　コウを見る。睨にらんでいる。

　沈黙。

「……分からないな、小鳥遊ジョウ」

　しばらくして、《部長》が口を挟んだ。涼すずやかな目め元もとからぽろぽろと涙を流しつつ、

「冬ふゆ月つき日奈が殺人なら《ザ・ブルマ》も殺人、しかし冬月日奈が殺人ではないのなら、《ザ・ブルマ》も殺人ではない、そういうことか」

「……そうだ」

「なら何な故ぜ君は、いやみんな、冬月日奈は殺された、という前ぜん提ていで話をしているんだ？　状況から考えても、冬月日奈が殺された可能性はないんだろう？　なら冬月日奈は殺されてない、《ザ・ブルマ》も殺されてない。そういうことじゃないか」

「ふざけるな！」

　小鳥遊が立ち上がった。

　それまでの平静ぶりをかなぐり捨て、叫ぶ。

「こんな、こんな死に方があるものか！　日奈は、日奈は誰かに殺されたんだ！　それも、もっとも卑ひ劣れつな手段でっ！」

　切ったばかりの不ふ揃ぞろいの髪かみが、怒りに震えて揺れている、仁に王おう立だちの長身。

　恐怖のあまりコウは叫んだ。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　……全員がコウに注目する。

「……悪い。ホラー映画を思い出して、つい。続けてくれ。ほらー、叫んだところから」

「だからっ！」

　心なしか赤せき面めんし、再び怒ど鳴なり始める小鳥遊たかなし。

「別に決めつけるつもりはない！　殺人でなければそれでいいっ！　ただ私はっ、日ひ奈なが何故死んだか知りたいだけだぁっ！」

　それだけ叫ぶと、静せい聴ちよう有あり難がとうと呟つぶやいて座った。コウを見、渋じゆう面めんを作る。

「そうか、何な故ぜ死んだか知りたいのか」

　小鳥遊に怒鳴られたショックだろう、青あお褪ざめた顔で《部長》は頷うなずいた。この男は人一倍、こーゆーのに弱い。

「それなら分かる」

「それだけではありません」と、舞まい原ばる妹いもうと、コウを見、

「話を戻しますが、カメラが問題です。冬ふゆ月つきはカメラを持って変死し、同じように変死した山やま崎ざきもそのカメラを持っていたかも知れず、そのカメラは唯ゆい一いつの容疑者である高たか久くと何か関係がある」

「ほほう。どういう関係が？」と《部長》。

「……それは分かりません。ただ、高久が何故カメラの模型なんて作らせたのか、何故冬月は模型なんか盗み出したのかを考え、そして冬月の死に方を考えた時、私は思うのです。……コウ、あなた達はよく、衆しゆう目もくのある場所でキスしたりするのですか？」

「しねーよ」とコウ。小鳥遊も、

「日奈はそんな事はしない」

「そうですね。私の知る冬月もそうです。だから私は、あの冬月がそんな事をしたのは、自分が死ぬ事を悟っていたからではないかと思うのです。ならば何故、分かったのか？

　それは、失敗したから。

　……冬月が盗みたかったのは、模型ではなく本物のカメラだったのではありませんか？」

　コウはぽかんと舞原妹を見た。小鳥遊も驚いた表情で、日奈と仲の良かった能のう面めんのような少女を見ている。

「……それは……」

「もし冬月の死が人じん為い的なものなら、何故コウは助かったのでしょう。コウと冬月の差さ異い、それを考え、事件にカメラが関かかわっている事を考えると、もう一つ無む視しできない事実があります」

「……何？」

「写真、です。山崎の部屋からは、多量の女生徒の隠かくし撮どり写真が見つかってます。その中には──当然ですが──私や姉、小鳥遊、そして冬月の写真もありました」

「何で当然？」

「可愛かわいいからです」

　冗じよう談だんを言っている様よう子すはなく、コウは、さすが、と心の中で嘆たん息そくした。

「山やま崎ざきは、男子の写真は撮っていなかった。つまり冬月は写真を撮られ、コウは撮られていなかった。そして冬ふゆ月つきだけが変死した」

「待ってよ！」舞まい原ばる姉あねが割り込んでくる。

「写真のせいで日ひ奈なさんは死んじゃったって事？」

「……分かりません。が、私が隠かくし撮どりされている事を教えた日に冬月はカメラを盗もうとし、しかも死ぬ時、自分が死ぬ事を分かっていたふしがある。自分の死と、写真を関連付けていたとは思えませんか？

　私の考えはこうです。

　山崎は、写真に写した人物に超ちよう常じようの力を行使できる超自然のカメラを持っていた。それを知った高たか久くはフェイクを作ってカメラをすり替え、それで山崎を殺した。その事に気づいた冬月はカメラを盗もうとしてフェイクを摑つかんでしまい、高久にバレて殺された」

　コウは嘆たん息そくした。小鳥遊たかなしを見る。が、何も言わないので仕方なく口を開いた。

「……面白い推理だが、よんじゅってんだ。都つ合ごうが良よ過すぎる」

「推理ではなく推論です。荒こう唐とう無む稽けいなのも承知しています。ただ、山崎、そして冬月の死が尋じん常じようでない以上、リスクを犯すつもりはありません」

「リスク？」と《部長》。

「……もしもこれが人じん為い的なものなら、隠かくし撮どりされた生徒は危険だ、という事です。私も姉も、小鳥遊も……その可能性がある以上、どんなに荒こう唐とう無む稽けいと言われても持論を無む視しするつもりはありません」

「……ちょっと待って？　あたしも殺されるかもしれないっていうの？」

「大丈夫。そういう事にはなりません」

　姉の腰に手を回し、抱き寄せる。

　姉も今度は大人おとなしく、されるがままだ。

《部長》は腕を組んだ。

「ふーむ。それは確かに問題だな。……僕の部員が四名も次々殺されて、世間に、僕は部員が殺されても何もしない、僕の部員は殺し易やすいなんて噂うわさが流れたら大変だ。今後、どんどん僕の部員が殺されていく事になる」

　それはいったいどんな世間だ。

「……ですから、私達は日奈の死が他た殺さつか──珍しい偶ぐう然ぜんか、はっきり知る必要があり、他殺なら犯人を知る必要があります」

「……知ってどうするんだ」

　コウは、姉に構っている舞原妹いもうとを見た。

「舞原の権力にモノをいわすか」

　そんな事しないわよ！　と舞まい原ばる姉あねは怒ったように言い、妹を見て、あたしは、と付け加え、身体からだを離した。平へい然ぜんと権力を行使する妹とは違い、姉はいっつも自分の権力嫌きらいをアピールしている。

　享きよう受じゆしているのは同じだが。

　正直、コウはこの双ふた子ごが嫌いだ。とは言っても人間性がどうとかではなく、単に権力持ちが嫌いなだけなんだけど。

　しばらくコウを見つめ、舞原妹いもうとは尋たずねた。

「……あなたならどうします？　冬ふゆ月つきを殺した犯人を」

「いいか？　たとえ恋人を殺されたって、復ふく讐しゆうしたりはしない、犯人と同じレベルになる事なく、あくまで法と正義に則のつとり犯人を司し法ほうに引き渡し、民主主義に裁きを委ゆだねる、それが正しい正義のヒーローってもんだ。なぁ」

　小鳥遊たかなしに同意を求める。が、小鳥遊は頷うなずかず、

「で、お前は正義のヒーローなのか？」

　うん、実にいい質問だ。

「とにかく、犯人がいるとしたら、そいつは警察に引き渡すべきだ。いいな？」

「犯人が分かるなら、そうしましょう」

　舞原妹は頷うなずいた。

「だから教えて下さい。……あなたは何を、何な故ぜ隠しているんです？」

「ひみちゅ♪」

「……それで済むと思いますか？」

「……済まない。でも、今はまだ話せないんだ。……明日あしたまで待ってくれ。明日は、必ず話すから。そう、明日の夜にでも」

　小鳥遊は、依い然ぜんとしてコウを見ている。舞原妹の視し線せんもそれに加わる。姉も。

「……コウ、お前、おかしいぞ。一いつ体たい何を考えている？」

「確かに、いつもよりおかしいです」

「そうよ！　絶対おかしい！」

「おかしいのも当たり前だ」

《部長》が涙なみだ混じりに声を上げた。

「恋人が死んだんだ、おかしくもなるさ。普ふ段だんからおかしい奴やつだ、より一いつ層そうおかしくなっても不思議じゃない。少しぐらいおかしくたって、笑って許してやろうじゃないか。

　……ああ」

　ぶわっと涙があふれ出す。

「冬月日奈とは、もう会えないんだなぁ」

　すすり泣きが、寂しいプレハブを満たす。

　やがて《部長》のそれに、舞まい原ばる姉あねの泣き声が加わった。小鳥遊たかなしは壁にもたれ掛かり、泣きこそしないが目をつむっている。この無防備さ、さっきは激げき昂こうして怒ど鳴なったり、いつもの小鳥遊ならあり得ない状態だ。

　ダメージが、大きいのだろう。

　コウは三人の様よう子すをうかがい、立ち上がり、ただ一人無む表ひよう情じようの舞原妹いもうとに近づいた。小声で、

「後で電話したいんだけど」

　舞原妹はブレザーのポケットから名刺（ゲーセンで作れるやつ）を取り出した。

「ありがと。……帰ったら電話する」

「……今では不ふ都つ合ごうなのですか」

「他の奴やつらに、聞かれたくない」

　ふとそこで思い出し、尋たずねる。

「……なぁ、『人を呪のろわば穴二つ掘れ』……って、何？」

「他人を呪うという事は、自分を呪うという事、です。……それが何か？」

「……いや。じゃ、後で電話するから」

　無表情に頷うなずくと、舞原妹はまるで何も無かったように、こちらを見ている小鳥遊の方へ歩いていった。何か話している。

　ひょっとして、注意を逸そらしてくれているのだろうか。

　ここでの用は終わった。

　コウはそっとプレハブを出た。

　ドアを閉めると、忽たちまち泣き声は聞こえなくなる。遮しや断だんされる。

　ふと思う。何な故ぜ出て行く？　ここに残り、わんわん泣いてりゃいいじゃないか。少なくとも、小鳥遊の慰なぐさめにはなるだろう。多た分ぶん俺にも。きっとすっきりするだろう、この胸のモヤモヤも、消えてくれるかもしれない。

　コウは舞原邸ていから出、辺りを見回した。

　月と、星空。眼下に広がる、闇やみと、人の営みの明かり。

　丁ちよう度ど坂の頂上に、舞原邸は存在する。ここから望める下の闇は小学校、さらにその先に住宅街と商店街が星のように瞬またたいている。ここから麓ふもとまでの全長一キロ余の坂、そしてその周囲の（舞原所有の）雑ぞう木き林ばやしは、子供の頃ころのコウの遊び場であり、妹が消えた場所でもあった。

　市名の由ゆ来らい、日ひ炉ろ理り坂ざか。

　妹は、ここで消えた。あの時の自分は子供で、ただ宇宙人にさらわれた、なんて繰り返すだけで、何もできなかった。もしもっと大人おとなだったら、何かできていたかもしれない、少なくとも、宇宙人がさらっていった、なんて家族さえ信じないようなバカな事、口にはしなかっただろう。気球を見たとかヘリを見たとか、もっと気の利いた事が言えていたら、警察もコウの言葉をバカにせずに空を捜したり航空自衛隊を緊きん急きゆう配置してくれたりして、妹は見つかっていたかもしれない、なんてのはくだらない自じ虐ぎやくだけれど。

　今の俺は、あの時みたいな子供じゃない。

　日ひ奈なは必ず助けてみせる。

　コウは空を見た。

　行きは前方にあった月を、帰りは背後にする事になる。

　せいぜい、後押ししてくれよ。

　なんて詩人に浸ひたったりして。

　コウは歩き出した。




　　　３




　坂のとば口くち辺あたりで、その声は聞こえた。

「待ちなさいよ！」

　よく言えば明るい、悪く言えば艶つやのないキンキンとした子供声。

　振り返らなくとも誰だれかは分かる。

　舞まい原ばる姉あねだ。
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　意外だった。誰だれかが追いかけて来るとしたら、それは小鳥遊たかなしだろうと思っていたのだ。

　舞まい原ばる姉あねが出て来るとは。

　コウは脱だつ兎との如ごとく走り出した。

「あっ、こら！　あんた！」

　重力の命じるままに、坂を駆け降りるのはなかなかの快感だ。冷たい空気も気にならない。冬の空間を、身体からだ一つで切り裂いていく。

　……だがそんな爽そう快かい感も、後ろを振り向くまでだった。うわぁ、なんとあの女、凄すさまじい形ぎよう相そうで追いかけて来るではないか。

　本能的な恐怖が頭の中でスパークする。

　コウは本気で逃げ出した。

　しかし坂の中途を過ぎても、まだ彼女は追って来ていた。かなり疲れている様よう子すで、いい加か減げん距離も離れているのだが、諦あきらめる気はないらしい。ああ、危なっかしい、お嬢じよう様は知らないだろうが、坂は登りより下りの方が危ないのだ。仕方なくコウは、舗ほ装そうされた遊歩道から雑ぞう木き林ばやしに入った。こちらなら土だから、転んでもそうダメージにはなるまい。

　逃げ続ける。多少速度を落としつつ。

　ようやくコウが捕まったのは、それから五分後の事だった。

「あっ、あ、あんたね……」

　ぜいぜいぜいと、乱れた呼吸は全力疾しつ走そうした証あかし。コウは少し、舞原姉を見直した。

「待てって言ってるのに、何で逃げるのよ」

　半はん泣きで、コウを睨にらみつけている。

「そうは言うがね、お嬢さま。夜道で一人っきりの時、待てなんて言われたら、逃げることをお勧めしますがね」

　余よ程ほどいーもん食ってるのだろう誰だれもが認める日ひ炉ろ理り坂ざか高一の美少女は、わはは、涙と途中で転んだせいで、思いっきりのブチャイク顔になっている。もっとも、泣いてる女性はコウの目には大たい抵てい不ぶ細さい工くに映るのだが。

　妹に比べ、姉の髪かみは肩までもない。本当は伸ばしたいらしいのだが、妹とカブるのが嫌らしい。妹はブレザーを着ていたが、姉はパジャマにウインドブレイカーを羽は織おっただけだった。足もつっかけ。よくこんな格かつ好こうで追いかけて来たなと感心する。

「あたしの声、分からなかったの？」

「姫ひめの声だと分かってたら、止まったさ」

　……そう、そうね、と舞原姉は頷うなずいた。

　まさか本気にしたのだろうか。

　コウは頭を搔かいた。

「……ごめん。……で、何か用？」

　舞原姉はしばらく肩で息をしていたが、ようやく呼吸を整え、コウに怒ど鳴なった。

「何で帰っちゃうのよ！」

「何でって、もう用は終わったし」

「……いったい、何なのよ！」

　声が一段高くなる。

「死んだのは、冬ふゆ月つきさんなのよ！　あんたの、恋人だったんでしょう！」

「うん」

「うんって、あんた、何なのよ、その反応！　悲しくないの？　死んだのは、あんたの恋人なのよ！」

　ひとりでに、拳こぶしが形を作った。

「……言いたい事は、分かった」

「分かってないわよ！　何よその言い方！　どうしてそう、平気でいるのよ！　恋人が死んだのに、涙の一つも見せられないの？　あんた、それでも人間！」

「黙れ」

　決して怒ど鳴なった訳ではなく、むしろ感情を込めず平坦に言ったつもりだったが、舞まい原ばる姉あねはびくっと震えて言葉を止めた。

「ちょっとごめんな、えーと」

　落ち着け、冷静になれ。

　物もの凄すさまじい怒りに、視し界かいが赤く染まっていた。メノマエにいるニンゲンをコロセルようなキさえする。コウは口を開いた。なるほど、確かに俺は泣いてない。だがお前はどうなんだ？　日ひ奈なの事を知らないお前が、どうしてそんなに泣けるんだ？　お前は結局、日奈の為ために泣いてる訳じゃないんだ、人が死んだら悲しい、そんな常識に便びん乗じようして、自分の為に泣いてるんだ、泣いて、泣きに酔よって、日奈の死を利用して自分を満足させているだけなんだ、そう言ってやりたいのを、必死で堪こらえる。

　身を焦こがす怒りの中で、思考は冷静に回転していた。舞原姉を傷つけるのは簡単だ。自分なら、致命的な傷を彼女の心に刻んでやれる。だが、そうすれば舞原妹いもうとは黙っていないだろう。妹を敵にまわす訳にはいかない。彼女には、今後とも協力して貰もらわなければならないのだから。

「……確かに、ちょっと冷たいかもな」

　ようやく、コウはそれだけ口にした。

「そうよ、絶対冷たいわよ！　それじゃあ、冬月さんが浮かばれないわ！」

　少し威い勢せいは下がったが、それでも舞原姉は居い丈たけ高だかにコウを詰きつ問もんしてくる。

　コウは深呼吸した。落ち着け、冷静になれ、少なくとも、舞原姉が日奈の死を泣いてるのは確かなのだ。アジアのどっかでは、葬式の時わざわざ《泣き女》なるものを雇って泣いて貰うのだという。舞原姉はそれを無料でしてくれているのだ、そう思えば腹も立たない、ともいえないが、とにかく、舞原姉は善意でこんな事を言っているはずなのだ。

　舞まい原ばるの姫ひめ様さまらしい、傲ごう慢まんな無む邪じや気きさで。

　決して、傷つけようとは思っていないはずだ。傷ついたけど。が、傷ついたからといって、傷つけ返すのはどうだろう。

「何とか言いなさいよ！」

「何とか」

　ギャグのつもりだったのだが、舞原姉あねは笑わず怒らず、「何とか」に続く言葉を素直に待っている。コウは頭を搔かいた。

　えーと。

「舞原あ、ね、……姫さんは、俺の妹の事、知ってるよね」

　意識せず、そんな言葉が飛び出した。

「……ええ。宇宙人にさらわれたって」

「でもさ、俺、その時の事、全然覚えていないんだ。それどころか、妹がいたって事さえ記き憶おくにない」

「……」

「事件の一年後くらいかな、自分が大おお泣きしたのを覚えてる。それが、俺の思い出せる一番古い記き憶おくなんだ。確か親に、もう妹の事は忘れろとか言われたんだ。俺はあの頃ころ、妹の事で何か言われただけで暴れ回っていたみたいで、だから親もそんな事を言ったんだろうけど、とにかく、その時俺は泣いた。すんげー泣いた。何で泣いたかは分からない。親の言葉のせいか、妹が見つからないからか。何もできない自分に腹を立てていたのかもしれない。その全部かもしれないし、どれでもないかもしれない。とにかく、俺は大泣きした」

　コウは視し線せんを外し、後ろを向いた。何か舞原姉以外の対象を探し、月を見、結けつ局きよく視線は真っ黒い地面に落ち着いた。人の顔を見て話せる話じゃなかったし、月を見上げて話すのもカッコつけかなと思ったから。

「その時いきなり忘れた訳じゃない。しばらくは覚えてた。と思う。けど段々と忘れていって、……中学に上がる頃には、事件はおろか妹の顔さえ思い出せなくなった。知識はあるけど記憶がない。分かるかな、言ってる事。心理学の本によると、人間には嫌な記憶を封ふう印いんする防衛機能があるそうだけど、そんなドラマチックなんじゃなくて、俺の場合は何というか、何十年も時が経たったみたいに自然に、徐々に忘れたんだ。よく言うだろ？　時が癒いやしてくれるって。そんな感じで」

「でもそれは、良い事でしょう？」

　コウはしばらく沈黙した。

「……それで俺、思ったんだ。俺が事件を忘れちゃったのは、もしかしてあの時とき大泣きしたせいじゃないかって。ほら、あるだろ、他人に話すだけで楽になったり、泣いたら楽になったとか、そーいうの。俺はあの時泣きに泣いて、涙と一緒に流しちゃったんだ、辛くなるような事全部、記き憶おくごとまとめて」

「……うん。そういう事、あると思う」

「だから母親が死んだ時、俺は決めた。大事な人が死んだ時は、絶対に泣かないって」

　息を吞のむ音。

「そんな」

「どんなに辛い記憶でも、その人を忘れるよりはいい。泣くことで気持ちが晴れて、代わりに記憶が薄れるんなら、俺は泣かないで、その分だけでもその人の事を覚えていたいんだ。それがどんなに辛い記憶で、胸を重苦しくするようなものでも、俺には、忘れるよりはいい。だから」

　月を見る。冬の月だ。冬ふゆ月つき。なんて。

「日ひ奈なが、……死んで、俺は、俺だって、悲しいし、辛い。君にはどう見えるとしても。そして、……これがピークじゃなく、これからますます強くなるものだってのも分かってる。母の時で経験したし。けど、でも、俺はこれからも泣かない」

　こみ上げてくるものがあり、コウは一いつ瞬しゆん言葉を詰まらせた。

「……ってゆーより、泣くのが怖い。泣いたら泣いた分、楽になって、その分日ひ奈なを忘れそうで。俺は、忘れたくない。苦しくても、日奈の事、絶対、絶対に忘れたくない。だから、絶対に泣かないんだ。泣かないで、そうして俺は日奈の事、ずっと覚えているんだ」

　話を終え、コウは口を閉じた。雑ぞう木きの中を風が吹く、かさかさという音が聞こえた。舞まい原ばる姉あねの反応を待ったが、聞こえるのは風の音だけ。

　突然、恥ずかしくなる。うわぁ、なんで話しちまったんだろう、こんなの、日奈にも話した事なかったのに。

　顔が赤くなる。

　今、舞原姉はどんな顔をしてるんだろう。

「わはははは」コウは笑い声を作った。

「ま、その、言わば俺のジンクスなんだな。科学的な根こん拠きよもないし。……とにかくそーゆー訳だから、勘かん弁べんしてってゆー事で」

　振り返る。

　舞原姉を見る。

　彼女は、真っ白な顔をしていた。

　さっきまで赤く上気していた頰ほおは、涙の跡も汚れも無い。月の光に彩いろどられ真っ白に光るその顔は、控ひかえ目に見ても美しかった。黒目の大きい濡ぬれた瞳ひとみは、ただただコウを映しているのみ。

　哀かなしむでも怒るでもないその表情。

　コウは、……目を離せなかった。

　風が吹き、頰を撫なでる。

　さらさらと、枯かれた葉が鳴る。

　月には確かに魔力があり、

　夜には確かに魔法があった。

　闇やみの中、月の光に輝く少女。

　緩やかな風が吹き、少女の髪かみを揺らしていく。月光の下でその髪が、一本一本までくっきりと見える気がする。

　月の冷たく白い光は、木も草も彫ちよう像ぞうと化し、夜の世界、造つくられた風景の中、少女はコウを見つめている。

　少女の

　眼がん窩かから、涙の残ざん滓しが一ひと粒つぶ落ちた。

　つっ、と。

　風が吹く。

　さわさわという音を耳にしながら、コウはしばらく、少女に見とれていたのだった。




　　　４




　今日きようが終わる十分前、コウは帰りついた。

　ドアの前に、悪あく魔まの少女が眠っていた。思わずほっとする。目め尻じりの辺りに涙の跡。辺りを見回しため息をつくと、コウは少女を抱え上げ、

「痴ち漢かん！」

　呼ばわりされ横よこつ面つらを張られた。

「あっ、コウ、さん……？」

　てめぇ、と言いかけた口が、少女の泣き顔に止まる。

　むぎゅっとしがみつかれ、コウはうめいた。

「な、何を……」

「あたし、信じてました！　犯人は必ず現場に戻るって！」

　何をどう、信じてたのやら。

　コウは少女を引き剝はがし、床に下ろし、頭を撫なでた。

「……悪いな、遅くなって……てゆーかお前、まだ俺を疑ってるのか？」

　ふっふっふと、少女。

「……残念ながら小鳥遊たかなしさんの推理は、《ピンホールショット》では不可能でした。サンプルによると、写真の写真、あるいは鏡に写した映像では、呪のろいは効果を発揮しないようなのデス。ああ、では犯人はどうやって？　と絶望したヤサキ、あたしは気がついたのでした！」

「何を」

　ばーん！　と言って、少女はコウを指差した。

「カメラの設置、それならコウさんにも犯行は可能ではないですか！」

　百歩譲ゆずって悪あく魔まは存在するとしても、こいつは本当に悪魔なのだろうか、そんな思いを込めてコウは少女を見た。少女は誇らしげにふんぞり返り、

「それに気づき、あたしはこうして張り込んでいたのです！」

　コウはため息をつき、ドアを開け、ふと気づいて少女に尋たずねた。

「……お前、ねぐらは？」

「……ありません」慌あわてて言い足す。「あたしは悪魔ですから、野宿も全然平へい気きなのデっ」

　くしゅん、とくしゃみ。

　コウはじとっと少女を見た。

「本当です！　あわよくば泊めて貰もらおうとか、温かい布ふ団とんで寝たいなんて考えて待っていた訳じゃありません！」

「……そりゃ残念だ。俺はあわよくば泊って貰おうとか、温かい布団で寝かせようと思って待たせてたのに」

「……本当ですか？」顔を輝かせて、少女。




　本当だよ、と心の中で呟つぶやく。

　捜す手間が省けてよかった。

　お前とは、大事な話があるからな。

　家に入る。寒い。ガラスが消え吹きっさらしの窓の様よう子すにあらためてがっくりする。振り返り、廊下からモジモジしながらこちらをうかがっている少女に手招きし。

　コウは悪魔を部屋へと招き入れた。




　一ひと通とおり部屋を案内し、寝室の電化製品に『絶対触るな見るな近寄るな』と厳げん命めいした後、コウは携けい帯たいを取り出し電話をしようとし、隣にちょこん、と座っている少女を見た。

「……何です？」

「……いや」

　寝てろ、と言いかけやめる。こいつとは今夜中に話しておかねばならない。ちょっと考え、言う。

「お前、風ふ呂ろに入れ」

「あたしは悪あく魔まですから、お風呂は」

「アクマだろ～がシロクマだろ～が、入れったら入れ。だいたいお前、臭いぞ」

「……入ります」悪魔も女の子であるらしかった。

　シャワーの使い方を教え、《温泉の元》を渡す。

「いいか、まずはシャワーで身体からだを良く洗うんだ。終わる頃ころにはお湯が溜たまってるから入ってよく温まる。これを入れればお肌もしっとり、腰痛も治る。……四十分は出てくるな」

「頑張ります！」

　じゃーっという水音を確認し、コウは携けい帯たいに指をかけ、恐ろしい事に気がついた。

　財さい布ふを摑つかみ、慌あわてて浴室の前に走り、水音に打ち消されないよう叫ぶ。

「おーい、……お前、羽はね以外の魔法は使えないんだよな～？」

「ハーイ、使えませんよ～」

「……もう服、脱いだ～？」

「脱ぎましたよ～？」

「……お湯、使った？」

「い～い心持ですぅ～」

　コウはうめいた。どうしよう。取とり敢あえず洗ってあるＴシャツとジャージを浴室の前に置き、さらに洗ってあるトランクスを出して、迷い、戻し、買い置きの新品を出し、やっぱり戻して、ため息をつき、部屋を出た。自転車に乗り、少し離れたコンビニに向かい、そこで女性用下着を買う。二度とここには来ないぞと心中呟つぶやきながら家に戻ってそれを包装のまま浴室の前に置いて、コウはようやく舞まい原ばる妹いもうとに電話をかけた。

　一ワンコールで舞原妹は出た。

「用件は？」第一声から舞原妹節ぶしに、なんとなく安心する。

「……今、一人？　小鳥遊たかなし達は？」

「私は今、外に出ました。小鳥遊と《部長》はプレハブの中でディベートをしています。他二人、みークルの部員が来ています」

「……ディベート？」

「テーマは『《ザ・ブルマ》は本当に《ザ・ブルマ》だったのか』」

「……ああ？」

「《部長》に言わせると、山やま崎ざきはブルマ好きではなかったそうです。何な故ぜなら、山崎の部屋から見つかった写真には、ブルマ姿を写したものが一枚もないから」

「そりゃ、うちの学校はスパッツだもんよ」

「小鳥遊もそう言って反論しましたが、形勢は不利ですね」

「そりゃ小鳥遊は、悔しいだろうなあ」

　小鳥遊は《部長》と話し方がカブっているせいか、いつも《部長》と張り合っている。

「本当のブルマ好きなら、例え近くに被ひ写しや体たいがいなくても何ど処こかで写真を撮っているはずだ、というのが《部長》の見解です。それに、かつて《部長》は山崎にブルマについて語ってもらったそうですが、話題が三十分も保たなかったとか。本物のマニアなら、一日中でも語っていられるはずだ、だから山崎は本物のブルマ好きではなかった、と」

「……なるほど、とは思うが、じゃあなんで《ザ・ブルマ》は、ブルマ好きなんて変へん態たいのふりをしてたんだ？」

「人気取りではないかと」

「……ブルマ好きをアピールして？」

「うちはスパッツですから、実害はありません。実害さえなければ、欠点は人間性と親近感を演出する小道具になり得ます。私の見たところ、山やま崎ざきは確かに《ザ・ブルマ》と呼ばせる事で、生徒から親近感を得ていたようですし」

「……それが本当なら、あいつは恐るべき奴やつだったんだなぁ。……でもそれ、結果論だろ？　いくら何でも、ブルマ好きのふりで人気取りってのは、どーかなー。マイナス面の方が大きい気がする」

「小鳥遊たかなしはそれを反論の拠より所にしていますが、依い然ぜんとして形勢は不利です。本調子ではないようですし」

　意気消しよう沈ちんした小鳥遊の姿を思い出す。

「……まぁ、考える事があるのはいい事だ」

「小鳥遊が心配なら、一緒にいてあげれば良かったのでは」

　……舞まい原ばる妹いもうとらしからぬ台詞せりふに、口ごもる。

「……それは」

「まぁ、私にはどうでもいい話ですが」

「……だな」だったら言うなよ。

「……それじゃ、本題だけど、ちょっと頼みがあって」

「姉に何を言ったのですか」

　唐とう突とつな質問に、再び口ごもる。

　舞原姉あねに言った言葉を思い出し、コウは耳まで赤くなった。うわぁ、どうして俺はあんな話をしたんだろう、恥ずかしい。とにかく、早急に舞原姉に会って、誰だれにも話さぬよう釘くぎを刺しておかねば。

「……別に、大した話はしてないよ」

「姉は部屋に籠こもったままです。……いえ、傷ついているというよりは、物思いに耽ふけっているという感じでしょうか」

「物思い、ですか」

「このパターンは……。姉はあなたを、好きになりかけているようです」

「……ははぁ」

　あの、奇妙な時間を思い出す。あの時、月の光のせいか舞原姉がとても綺き麗れいに見え、二十秒近く見つめてしまった。いや、見つめ合った。ひょっとしたら、向こうにも俺が同じように見えていたのかもしれない。

　そうか、あの時フラグを立てちゃったか。

　コウはため息をついた。舞まい原ばる姉あねは惚ほれっぽいので有名で、しかも一カ月以上続いた事がない。一説には、舞原妹いもうとが裏で手を回し別れさせているのだともいうが。

「そういう事なら安心してくれ。君の姉さんはタイプじゃないから。だいたい、恋人が死んだばかりなんだぞ、俺」

「私は、あなたなら姉の相手に相ふ応さしいと思います」

「はっはっは。有あり難がとう」

「本気です。その点で言えば、冬ふゆ月つきの死は幸運でした。もっとも全ぜん体たい面めんから言えば、メリットよりデメリットの方が大きい不幸な出来事ですが」

「はっはっは」

　コウは笑い、舞原妹のユーモアのセンスを認めた。再び繰り返す。

「とにかく、君の姉はタイプじゃないから。だいたい、恋人が死んだばかりだし」

「現時点では」

　沈黙。

「何な故ぜ、あなたの頼みを聞く前にこんな話をしたか、分かりますか？」

「……何となく」

「あなたの頼み事はこれが初めてですから、一応ルールを話しておきましょう。頼み事をした時、あなたは私に《借り》をつくる事になります。その《借り》は、いつか必ず返して貰もらいます。あなたが私をナカマと呼ぼうがアクマと呼ぼうが構かまいません。私は必ず取り立てます。分かりますか？」

「応おう」なるほど、日ひ奈なが舞原妹を気に入っていたのも分かる。

　彼女は、少なくとも偽ぎ善ぜん者しやではない。

「俺だって、《借り》なんてつくりたくはないけど、他に手はないしにゃー」

「では、用件をうかがいましょう」

「二つある。まず一つ目だが、明あ日す、どこか誰だれにも邪じや魔まされない場所を用意して欲しい。警察は勿もち論ろんみークルの連中にもだ。できれば、舞原邸ていの敷しき地ち内ないがいいんだが」

「茶室でもいいですか」

「外から丸見えだったり、声が筒抜けだったりしなければいい」

「分かりました。もう一つは？」

「日奈の死体の事。解かい剖ぼうにまわしてもいい。まわさなくてもいい。それはそちらの判断に任せる。けど一日待ってくれ。そして」

　一いつ旦たん、唾つばを飲み込んだ。そして言う。

「……日奈の死体……死体を、保存して欲しい。短期間ではなく、長期間の保存だ。ホルマリンもプラスチックも駄だ目めだ。冷凍保ほ存ぞんで、全ぜん組織を保存して欲しい」

「……それは、難しいですね。しかも、リスクが大きい」

　コウの言葉をどう受け取ったか、感情を含まない舞まい原ばる妹いもうとの声。

「分かってる。だから、俺にできない事だから君に頼んでるんだ。確かに難しいしリスクもあるだろうけど、それでこそ価値ある貸しがつくれるってもんだ。問題は、俺にそれだけの価値があるかってことだな、わはは。

　とにかく、俺に莫ばく大だいな《貸し》をつくれるのは間違いない」

「……確約はできませんが、最大限の努力はします」

「……頼む」

　電話を切り、ため息をつく。

　どう思っただろう、趣味だと思われてなければいいが。

　時計を見る。一時をまわってる。だがまだ今日は終わっていない。《今日》を終わらせる為ためにはもう一つ、大事な用が残っている。

　コウは振り返り、真っ青になって突っ立っている少女に笑いかけた。身体からだにバスタオルを巻いて、濡ぬれた髪かみを肩に背中に乱したままで、コウの笑顔に、少女はどたんと座り込む。

「おいおい、どーした」

「……死体って……日ひ奈なさん」

「ああ。実は日奈、死んじゃってな」

　絶句している少女に、肩をすくめて見せる。

「でもお前、言ったろ？　俺は《知恵の実》に巡り合う可能性が高いって。だったらいつか、日奈を生き返らせられるかもしれないし、でもその時とき何が必要か分からないから、死体の保存を頼んだんだ……って、なんかまともな人間の台詞せりふじゃねーなぁ」

「日奈……さんが」

　コウは少女の傍かたわらに腰を下ろし、はだけたバスタオルを身体に巻き直してやると、新たにタオルを取って髪から水気をふき取り始めた。手を休めずに、歌うような口調で少女に話し掛ける。

「……とはいえ、いくら高いっつっても確率に頼るのはアレだしなー、ってな訳で、モノは相談なんだが、……頼めない？」

　それは、と言いかける少女の言葉を阻はばみ、なおも続ける。

「あるんだろ？　死人を生き返らせられる、そんな力を持つ《知恵の実》が。俺はそれが欲しい。だから取り引きしよう。お前がその《知恵の実》を、俺に渡すと約束してくれたら俺は、この事件の」

　犯人をお前に教え、その魂たましいを引き渡そう。

　その言葉を口に出すのに、何の抵抗も無かった。
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　涙で所ところ々どころつっかえながら、少女は話し始めた。

「……この世には、常に六百六十六個の……《知恵の実》が存在します。この数は、人間を指すもので、あり、……知恵を顕あらわすモノでアリ」

「獣けものの数字だろ。『オーメン』で見た」

「……とにかく、全《知恵の実》の内四〇％が、直接的あるいは間接的に死者を蘇よみがえらせる力を持つアイテムです。それだけ、それを望む人間は多いんです。目もく録ろくによりますと、六年に一回はこれらの《知恵の実》から契約完了魔ま力りよくが感知されています」

　六年に一回、死者が生き返っている訳か。

「……ですが、現在その《知恵の実》がどこにあるか、誰だれが持っているかまでは分かりません。契約完了魔力が感知されるまでは」

　すまなそうに俯うつむく。

「構かまわないさ。今度そのアイテムが見つかった時、俺に回してくれればいいんだ」

「……でも、あの、あくまで《知恵の実》は、その、自分の運命で出会わなければならなくて……」

「固い事言うなよ」

　コウは少女の頭をタオルで包んだ。

「だいたい、俺たちが今こうして出会い、ここにいる、これだって言わば《運命》じゃん」

「……そ、そうですね」

　顔を赤らめる少女。そんな少女の反応を見ながら、コウは背中から少女の首に腕を回した。背後から囁ささやきかける。

「……例えばだ、この事件の《ピンホールショット》、あれは俺が手に入れて使ってもいいのか？」

「ええ、それは構いません。自分で手に入れるのなら、その経過は問いません」

「だったらこうしよう。お前はただ、俺の欲しい《知恵の実》がある場所を、いや、それが関かかわる事件さえ教えてくれればいい。そうすれば俺が自分で取りにいく。それなら問題ないんだろう？」

「それは……それなら……きゃっ？」

　無む意識に少女の耳を嚙はみ、

「だいたいお前、今回の事件の犯人は分かったのか」

　うう、と少女の顔が曇くもる。

「……コウさんが犯人でないのなら、正直な話、さっぱり……」

「そうか、それは困ったな。犯人を見つけられないと、お前死んじゃうんだろ？」

　あうう、と泣きそうになる少女の顔を頰ほおからのぞき込み、

「はっきり言うけど、こんなの簡単な事件だぞ？　お前、こんな事件にてこずって、これから先やっていけるのか？」

「それは……」

「だからお互い協力するんだ。……そう、俺はお前の協力者、パートナーになってやる。お前を手伝ってやるよ。犯人を見つけてやる。うん、今回だけじゃなくて、これからもずっと。犯人が分からない奇妙な事件が、今回だけとは限らないしな。

　そして、その事件で得た《知恵の実》は俺の運命として俺が貰もらう。……いつか、俺の願いが叶かなう日まで……こういう取り引きは、どうだ？」

　うーん、と少女は再び呻うめいた。

「何を悩むんだよ。どうせお前、今回の事件が解決できなかったら死んじゃうんだろ？　だったら悩む事ないじゃん。いい取り引きだと思うけど」

「……でもこの場合、コウさんは前まえ以もつて契約のこととか知ってるわけで……あっ」

　ぎゅっと、後ろから少女を抱きしめる。

「あーあー、成なる程ほどねー。俺がその《知恵の実》で、願いを叶かなえながら魂たましいを渡さない、何て事するかもしれないって思ってるわけだ。……あーあ、悲しいなぁ。俺が日ひ奈なを殺した奴やつと、同じ事をすると……」

「そ、そうですよね」

　慌あわてて少女、コウの腕にしがみつく。

「……そんなこと、するはずがないですよね。……分かりました。その代わり、約束ですよ？」

「……ああ、犯人の魂は必ず渡す」

　そうじゃなくて、と少女は顔を赤らめた。

「協力者になって、これからも手伝ってくれること、です」

「……分かってるって」

　そう、分かっている。

　それは、契約。

　自分の代わりに他人の魂を、恨うらみのある高たか久くの魂だけではなく知らない他人の魂をも引き渡し、代わりに自分の願いを叶えると言う、そういう契約。

　分かっている。

　コウは少女に微笑ほほえんだ。

　少女も微笑み返す。

　指切りをして、謳うたって。

　契約は、成立した。




「……ところで、……その」

　Ｔシャツにジャージ姿となった少女に、コウは話しかけた。

「何です？」

「……明日あした、魂たましいを渡すのはいいんだけれど……その、アフターケァはしてくれるのかな？」

「あふたーけあ？」

　コウは南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつのポーズを取った。

「……その、魂取とると……ほら、残るだろ？　肉体と言うか、いわゆる死体という奴やつが」

　コウの言いたい事を悟り、少女はぷんぷんと腰に手を当てた。

「何を言っているんですか！　あたしは悪あく魔まで、死神じゃありません！　殺したりなんかしませんよ！」

「……あに？」コウは床に顎あごを落とした。

「魂取っても死なない？」

「それどころか、死ななくなります」

　えっへん、と胸らしきものを張り、少女は語り始めた。

「魂とは、その人間が持つ全すべての可能性のことなのです！」

　死んで幽ゆう霊れいになるのも可能性、生き返るのも、死んだままでいるのも可能性。荒こう唐とう無む稽けいから普通で些さ細さいな事まで、人間はあらゆる可能性を持っている。そして、他の全ての可能性を排除する事でたった一つの可能性を実現させる、それが《知恵の実》の力なのだと少女は語った。だから《知恵の実》で願いを叶かなえ、他の全ての可能性──即すなわち魂──を悪魔に渡した人間はそれ以上何も変わらなくなる。死ぬ可能性さえ奪われ、望みを叶えた状態のまま、悪魔の世界で──。

　少女の言葉を、コウはほとんど聞いていなかった。魂を取られても、死なない、その言葉ばかりが頭の中を反はん響きようしている。

　そうか、死なないのか。

「……あの、なんか不ふ都つ合ごうがありましたか？」

　心配そうな少女の声に、我に返る。

「……いや。……そうか、死なないのか。それはいい事を聞いた。これで何の憂ゆう慮りよもなく、犯人をお前に渡せる。あー、良かった♪」

　日ひ奈なが死んでからずっと胸の中にくすぶっていたもやもやが、嵐あらしの後あとの雲のように消えている。にごりの消えた胸のうちを見、ようやくコウは気がついた、自分が求めていたものに。信じられない話だが、それはあるいは、日奈を生き返らせたいという思い以上に強かったかもしれない。

　勿もち論ろん、明日は悪あく魔まに高たか久くを渡す。日奈を生き返らせる為ための、第一歩を踏み出すために。その考えに変わりはない。

　しかし。

　誰だれかが言っていた。

　復讐という料理は、冷ませば冷ますほど美味い。

　突然、お腹が空すきだした。胃が蠕せん動どうを開始する。コウは少女の背中を叩たたいた。

「よし、それじゃあ腹も空いたし、前まえ祝いわいという事で、寿す司しなんかおごっちゃおう！　……と思ったけど時間ももう遅いから、コンビニ弁当で我慢しよう！」

　二人はコンビニ弁当で、遅い夕食を済ませた。

　コウはとんかつ弁当を買ったのだった。
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　時計の音がやけに大きい、深夜。

　少女にベッドを譲ゆずり、コウはパソコンに向かい先せん輩ぱいやら友達やらから来たメールに返事を送っていた。まだニュースになってないのに、どこで日ひ奈なの事件を知ったのだろう。ま、有あり難がたい話だ。

　寝るつもりはなかった。人間は泣くのを我慢していると、寝ている時、夢の中で泣いてしまう。それは、母の時で経験済ずみだった。

　まぁ、睡すい魔まに襲おそわれる事はないだろう。

　かといって横になったり、枕まくらに顔を埋めるのは論ろん外がいだ。人間はそれだけで涙が出てしまう。という訳でコウは、メールを送った後も、する事なくネットを徘はい徊かいしていた。呪のろいとか、あとプラシーボ効果について調べたりした。

　泣くのを堪こらえるのは、慣れてしまえば簡単だ。最初の発ほつ作ささえ飲み込めればいい。コウは慣れていた。今ではクシャミを堪えるより容易たやすい。それは、おならを我慢するのに似ている。放ほう屁ひを我慢すると、そのガスは腸に吸収され体内に戻る。血液に溶けて再び体内を駆け巡る。気持ち悪い後あと味あじを残して。涙を我慢するのは、コウにとってまさしくそういう感触だった。

　勿もち論ろん、涙になる予定だった水分は眼がん窩かに残るが、それはもはや涙ではない。

　ぼーっと天てん井じよう、壁を眺ながめる。天井には電灯、壁にはカレンダーが貼はってあるのみ。

　ベッドを見、少女を包む膨ふくらみを眺める。

　一人暮らしで良かった、面めん倒どうがなくて。考えてみれば、コウの部屋に泊まった初めての異性だ。悪あく魔まに性別があれば、だけど。

　二年前、母が死んで一カ月後ぐらいのある日、父はコウに言った。

「母さんが死んで悲しいか」

　頷うなずいたコウに、父は打ち明けた。

「人が死んだら悲しい、でもな、全すべての人間が悲しむとは限らない。人によって反応は様さま々ざまなんだ。で……俺は、勿もち論ろん悲しい。けど、それ以上に母さんが憎い。死んだ事が憎い」

　なんとなく、理解できた。コウの中にも、確かにそんな気持ちがあった。

「でも、もう母さんはいない。だから俺の憎しみは、あいつの持ち物や、あいつを思い出させるものに向かってしまう。……はっきり言うと、俺は最近、お前を壊したくてたまらない。母さんの面おも影かげを持つ、お前を」

　だから、と父は言った。しばらく、別々に暮らさないか、と。

　コウは了りよう承しようした。父はコウを祖父の家に住まわせるつもりだったが、コウは一人暮らしを望み、議論の末すえ納得してもらった。以来コウは一人暮らし、週に一、二回父の会社で働き、そのバイト代で生活している。

　そうだ、父にもメールを出さないと。明日あしたは行けないって伝えないとな。

　再びキーボードを鳴らし始めた時、少女の声が聞こえた。

「あの……」

「あ、悪い、起こしちゃった？」

「……少し、話しませんか」

「……何を？」

　椅い子すを回し、少女に向き直る。
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「この目もく録ろく、対たい人じん関係のマニュアルでもあるんです。これによると、心しん中ちゆうを他人に話すだけでも随ずい分ぶん楽になるそうです。話を聞くぐらいなら、あたしにもできますから」

「……ありがと。気持ちだけ貰もらっとく。大丈夫、俺は平気だから。だいたい、落ち込んでいるように見える？」

「我慢している気がします！」

「……いいから早く、寝る、寝れ、寝ろ」

　コウは画面に戻った。しばらくして、

「あの……」再び少女の声。

「話はしないぞ」

「それじゃ、せ、せ、性せい行為などはどうでしょう」

「なんですって？」

　頭のテッペンから声が飛び出た。

「あの、そうした行為にも……同じ効果があると。……それに、協力者とはなるべくそういう関係をつくれと、上じよう司しにも言われてますし」

「……気持ちは有あり難がたいんだけど、恋人が死んだばかりだし、そーゆーのはちょっと」

「そ、そうですよね、すいません」

　少女は耳まで真っ赤になると、布ふ団とんに潜り込んだ。

「いや、気持ちはうれしい。後五年、いや三年経たったらもう一回聞いてくれ。必ず」

「……その頃ころには多分、魂たましいたくさん集めて、あたしも一流の悪あく魔まになって──」

　きゃっ、と言って少女は布団の中を転げ回った。

　ふと興味が湧わいて聞く。

「……なぁ、ベルゼバブってのはハエの姿なんだろ？」

「え？　……まぁ、そういう時もありますが」

「じゃあお前は、何でそんな姿なんだ？」

「……変ですか？」

「悪魔としては分かりにくいし、人間を誘ゆう惑わくする為ためなら、もっと大人おとなの、ぼん・きゅっ・ばーん！　みたいな姿の方が」

「上司から助言をいただきまして」

　少女は身体からだを起こし、手を広げた。

「この姿は、コウさんの行方ゆくえ不明の妹をモデルにしたものです。その人間の死んだ知人をモデルにする事で、情じように訴え自じ白はくを促そうと。……あの、最初はコウさんを疑っていましたから。今は疑ってませんけど」

「……妹」

「はい。母親の姿でも良かったのですが、あたしもまだ生まれたばかりですし、実じつ年ねん齢れいに近い方を選びました。行方ゆくえ不明時じの姿を基本にして、八年分加か齢れいしてあります」

　なんかさらりと、とんでもない事言ってるような。

「……それは……つまり、お前の姿は、今現在の、俺の妹の姿なのか？」

「必ずしもそうではありません。この姿は最も理想的な育ち方をシミュレートしたもので、シミュレート条件によっては、もっと太ってたり背が低かったりするかもしれません」

「その、姿は、自由に変えられるのか？」

「アストラル体──精神体の時は可能ですが、マテリアル体、つまり肉体は当分これしか使えません。何な故ぜです？」

「いや……そうか……」

　心臓が、早はや鐘がねを打っていた。

　俺の情じように訴えるために、妹をシミュレートした、姿。

「……この姿、駄だ目めですか？」

　泣きそうな表情。

「いや、駄目って事はないけど、……正直、自分でもよく分からない。何か複雑な感じ。……お前はやっぱり、悪あく魔まなんだな」

「そんな、あたしなんて。コウさんこそ、人間とは思えない、まるで悪魔みたいです」

　照れてるように、少女。どうやら褒ほめてくれてるらしい。コウは苦笑した。

「ああ、よく言われる。……もういいから、寝れ。明日あしたは、もう今日きようだな、今日は忙しいんだから」

「……おやすみなさい」

「おやすみ」

　静せい寂じやくの中、ディスプレイに照らされて、今聞いた事を考える。

　俺には妹がいた、という──。

　しばらくして、三度少女の声が聞こえた。

「……コウさん、怒っていませんか？」

　虚きよをつかれ、慌あわてる。

「……べ、別に怒ってねーよ。ただビックリしただけで……」

「……でも、でもでも」震える声。「あ、あたしが勘かん違ちがいしてコウさんのところに来なかったら、ひ、日ひ奈なさんは──」

　ああ。

　コウは笑おうとした。途と端たん、熱い塊かたまりが喉のどの奥からこみ上げ、慌あわてて口を閉じる。ダメだ、沈黙はいけないと思いつつ、コウは口を開けられない。口を開いたその途と端たん、涙が溢あふれ出すだろう、ダメだ、ダメだ、それだけは──。




　どれくらいの時が、過ぎただろうか。

　発ほつ作さが過ぎてようやく、コウは少女が泣いてるのに気づいた。声を殺し、身を震わせて……。

　──今いま更さら、何を言っても意味が無い。

　コウは椅い子すを立ち、少女の隣に布ふ団とんの上から横たわった。身を震わせる少女の横に、腕を枕まくらに天てん井じようを見て、少し考え、母の葬式の日、初めて日ひ奈なに会った日の事を話し始める。

　少女が寝付いてもまだ、コウの話は続いた。闇やみの中、天井を相手に、コウはずっと語り続けた。




　それが《今日》の終わりで──。




　電話の音で意識が戻った。

　眠っていた事に気づき、コウは慌あわてて枕を見た。濡ぬれてない。ヨダレは垂らしてないよーだ、そして涙も。ほっとする。良かった、起きてる時にいくら我慢しても、眠って、夢の中で泣いてしまったら何にもならない。

　泣いたら忘れる、それはもはや、強きよう迫はく概がい念ねんとなっている。

　五回目のコールで、電話が留守電に切り替わった。不在を告げる録音の声を遮さえぎるように、

「警察です。堂どう島じまコウさんはいらっしゃいませんか？」

　……警察？　何の用だろう、日奈の事か、昨日きのうの一件か……。

「……はい」ため息をつき、電話に出る。

「朝早くから、すいません。実は──」

　女性の声は簡かん潔けつに、真ま嶋じま綾あやがコウに会いたがっている事を告げた。

　ちょっと特殊な状況で。

「……分かりました。すぐに行きます」

　電話を切り、少女を見る。コウの胸に頭を乗せ、すうすう寝息を立てている。時計を見る。八時。四時頃ころまでは覚えてるから、四時間ほど寝た訳か。

　畜ちく生しよう、横になったのは失敗だった。

　コウはそっと身体からだをずらし、少女から離れ、音を立てぬよう気をつけながらパソコンの電源を切り、片付けた。ロープを探し、着替え、出かける準備を整える。

　メモを書き、テレビに貼はる。読めるかどうか知らんけど。

　準備を終え、コウは最後にもう一度、少女の寝顔を眺ながめた。頭の中身も身体からだの造つくりも人とはズレた少女の、無む邪じや気きにそして無防備に眠っている安らかな寝顔は、少女の種族とは全く対極にあるものを想起させる。

　そしてそれは、妹を模もしたものでもある。

　妹──。

　気づかなかった。

　驚く程ほどの事ではない。忘れるというのは、つまりはそういう事なのだから。

　手を伸ばし、少女を撫なでようとし、結局引っ込めた。

　胸がずきんと痛んだ。

　洗面所に行き、冷水で顔を洗う。

　新たな人生の一日目。

　部屋を出、下に降りると、待っていたパトカーに乗り込み、コウは現場に向かった。道どう中ちゆう、自殺志望者に対する接し方を色々聞かされたが、殆ほとんど聞いていなかった。
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「それ以上、近づかないで」

　風が荒すさぶビルの屋上、フェンスの向こう側に真ま嶋じま綾あやの姿を認め、コウは走り出した。

　ぎょっとする真嶋。

「それ以上近づいたら」

「やかましい、あんた何なに様さまだ？　こんな朝っぱら、それも冬の朝、しかも日曜の朝の眠りを邪じや魔ましやがって。自殺だと？　死ぬ前に話をしたいっつーから仕方なく出て来てやったら、近づくなだと？　ここまでな、階段で上がって来たんだぞ？　十階分をだぞ？　エレヴェーターがあるのに、警察に言われて仕方なく階段を使って、そこまでして来てやった俺に、近づくなだと？」

　逆ギレる。真嶋があっけにとられている間に、コウはフェンスにたどり着いた。三アクションで乗り越える。

　おお、という声が下から響ひびいた。

　真嶋が金切り声を上げる。

「いいから離れて！　飛び降りるわよ！」

「まーまーまー」

　フェンスからあの世まで、二メートル無いコンクリの縁ふち。コウは真嶋に一歩近づいた。真嶋が一歩下がる。下から歓声が上がったが、下を見る気にはなれない。見た瞬間気き絶ぜつして、落ちていきそうな気さえする。風の強さも気のせいか。足が竦すくんだが、それを表に出したりはしなかった。

　逆ギレを止め、平へい身しん低てい頭とうする。

「頼みますよ、逃げないで下さい。心配しなくても、止めたりしませんよ。もし俺がそんな事をしたら、構かまわないから巻き添ぞえにして飛んじゃって下さい。できるでしょ？　先せん輩ぱいは人殺しなんだから、もう一人ぐらい」

　真嶋の表情が一瞬歪ゆがんだ。

「……本当に、道みち連づれにするわよ」

　よし。

　真ま嶋じまを摑つかめる位置まで近づいた。ここからなら何とか摑める。命を懸かければ。

　冷たい風に身体からだが震えた。

「……日ひ奈なは、こーゆー所で本を読むのが好きでね、吊つり橋ばし効果で面白く読めるとか言って。ちびっ子は真ま似ねすんなって話ですが。吊り橋効果って知ってます？」

「知らない。どうでもいい」

「面白い話なんだけど。座っていいスか？」

　真嶋は眉まゆの間にしわを寄せ、渋々頷うなずいた。コウはフェンスにもたれて座り、ポンポンと横を叩たたいた。真嶋は目を細めた。

「下、テレビカメラ来てます。立ってると撮られますよ。座ったほうがいいですって」

　真嶋は躊ちゆう躇ちよしたが、少し離れて座った。左手をフェンスに絡ませ、体を斜めにコウを見る姿がなかなか色っぽい。白い吐と息いきで手を暖めながら、コウは真嶋を観察した。やつれているようだが日奈に似ている。この寒いのに薄手のシャツにパンツだけ、日奈よりスレンダーだがやはり似ている。眉まゆは細いがしかし似ている。真嶋が何か言ったのを聞き逃し、慌あわてて聞き返した。

「すいません、なんて？」

「ごめんって言ったの。呼び出したりして」

「……話というのは、日奈の死因の事ですか？　先せん輩ぱいは、日奈の死因を？」

　真嶋は黙って頷うなずいた。

（よし、言げん質ちは取れた。けど……）

「……だったらそれ、警察に話してくれませんかね。状況が状況なモンで、俺が疑われてるんです。日奈を殺したのは俺じゃないかと。……高たか久くみたくね」

　真嶋の反応を見る。物もの憂うげにコウをうかがっているだけで、気づいた様よう子すは無い。冷静さを失っているのだろう、コウはいきなり核かく心しんに触れるのを止やめた。

「……先輩が何な故ぜ俺を呼んだのか、想像はつきます。先輩は日奈を殺した。その慙ざん愧きの念ねんから自殺しようと思い、恋人を殺され恨うらんでいるであろう俺に特等席でそれを見せ、謝罪に代えよう、そういう事でしょう？」

　真嶋は口を開き、閉じた。冗じよう談だんか本気か判じかねたのだろう。

　唇くちびるをなめ、やっと言葉を紡つむぐ。

「その事を話したかったの。信じて貰もらえないかもしれないけど、あたし、日奈さんは殺してない」

「はっはっは」わざとらしく笑う。

「山やま崎ざきは先輩が呪のろい殺した。日奈は山崎と同じ死に方をした。即すなわち日奈も先輩が呪い殺した、この考え方、間違ってますか？　……そうか、言ってましたね、先輩は呪う力は持ってないって。誰だれかに頼んで殺して貰ったとしても、やっぱり先輩の仕し業わざでしょーが。殺人の罪を、ナイフに着せる事はできませんよ」

「……誰だれにも頼んでないの」

「……じゃあ、そいつが勝かつ手てに日ひ奈なを殺したと、そーゆー事ですか？　信じ難い話ですが、まぁいい。そいつの名前を教えて下さい」

「そんな人間、いないのよ」

「なんスって？」

　コウはスットンキョーな声を出した。

「人間以外に頼んだんですか？　神とか悪あく魔まとか、ジンガイの方とお知り合い？」

「……誰にも、何にも頼んで無い！」

「でも山やま崎ざきは……それじゃあ先せん輩ぱいは、呪のろいの力を持って無いにも関かかわらず、誰にも頼らず山崎を呪じゆ殺さつしたって言うんですか？」

　真ま嶋じま、頷うなずく。

「じゃあ日奈は、誰に殺されたんですか？」

「信じてくれないだろうけど……。

　日奈さんを殺したのは、死んだ山崎よ」

　歪ゆがんだ笑みで口くち元もとを斜めにし、自分の胸をそっと押さえる。

「そして、次はあたしが殺される。ずっと、あいつの言いなりだったけど、死に方ぐらいは自分で決めたい。だから、自殺するの」

「前向きなんだか後ろ向きなんだか」

　真嶋は、ふと苦く笑しようした。清すが々すがしいとは言えない表情。コウもおざなりに笑った。真嶋の言葉は予想していた。それは真嶋の思い込みに過ぎない。真実では無い、しかし、真嶋にとってはそうではない。

「……死んだ山崎が？　死人が？」

「バカな話よね。……でも山崎は普通の人間じゃなかった。恐ろしい力を持っていた。あの連続ペット殺し、あれも山崎の仕し業わざなの」

「山崎は、呪のろいの力を？」

「あいつはあたしに、犬や猫を何匹も殺して見せた。手も触れずに、指さすだけで。あいつは、あたしの目の前でコユキを殺したのよ。コユキは、胸から血を吹き出して、あっという間に死んだわ。まだ一歳だったのに……」

　コユキと言うのは、飼っていた猫の名か。

　胸を押さえ、沈痛な表情。

「あいつは、人間だって殺せるって言ったわ。言う事を聞かないと、あたしの家族を呪い殺すって。でもこんな話、誰が信じてくれる？　誰も助けてくれないなら、自分でどうにかするしかないじゃない。だから、あたしはあいつを殺した」

「分かります」

「分かる？　何が……」

　言いかけ、止やめる。コウの過去を考えたのだろう。妹が宇宙人にさらわれていると、こういう時に便利だ。

「何な故ぜ呪じゆ殺さつ、なんですか？」

「……さぁ。日本じゃ拳けん銃じゆうとか、売ってないからじゃない？」

「……本当は、殺そうとは思っていなかったんじゃないですか？」

　真ま嶋じまはゆっくりとかぶりを振った。

「ううん、あたしは」

「死ぬ前に強がってどーするんです？　成なる程ほど、先せん輩ぱいは藁わら人形に釘くぎを打ったかもしれない。けれどそれは発ほつ作さ的なものだったはずです。

　先輩が本当にしたかったのは、自衛。違いますか？」

「……どうして？」

「そうでなければこの状況は成立しないんです。そう、先輩は確かに殺意を持っていたかもしれない、けれど実行しない、できない、そういう人間でなければ成立しない。……先輩が選んだ呪のろい、いやマジナイは、悪意ある呪いから身を守る為ためのものだったはずだ。

　しかし、それは同時に山やま崎ざきを殺す方法にもなった。呪わずに呪殺する方法。でしょ？」

　真嶋は鈍い動作で顔を上げ、コウを見た。驚いたような安心したような、複雑な表情を浮かべている。

「……どうして分かった？」

「いくつかありますが、一番のヒントは日ひ奈なが言った『人を呪のろわば穴二つ掘れ』という言葉でした。昨日の夜、ネットで色々読みましたが、黒くろ魔ま術じゆつにせよ式しき術じゆつにせよ蟲こ術じゆうにせよ、人を呪う術はいつか自分に返って来る。ましてや失敗なんかすれば何倍にもなって戻り、自分を滅ぼしてしまうものだそうです。だから人を呪う時は、相手の分と自分の分、二つの墓はか穴あなを掘れと。呪いの本なら大たい抵てい書かれているこの言葉、先輩は当然知っていた。

　だから山崎が死んだ時、自分の自衛の《おまじない》が効いて、山崎の呪いが本人に跳ね返ったのだと信じ込んだんでしょう」

「……信じ込んだ？」

「さらに当てましょうか？　恐らく先輩と山崎の関係は、終わりかけていたのでは？」

　真嶋は笑った。

「それも当たり」

「山崎に殺される、と先輩が思い込む理由は、それしかないですから。……ああ、そうか、だからか」

　突然悟さとり、嘆たん息そくする。日奈に似ているその顔を見る。

「先せん輩ぱいがあの日全ぜん校こう集会を休んでいたのは、山やま崎ざきの命令で、日ひ奈なを……」

「そうよ。あいつは全校集会で誰だれもいない間に、日奈さんの持ち物を盗んで来るようあたしに言った。うんざりしたんでしょうね、あたしは言いなりにはなったけど、決して懐かい柔じゆうはされなかったから。だからあいつは次の標的に日奈さんを選び、あたしに手伝わせた」

「そうか、それで……」

　昨日きのう真ま嶋じまが日奈に攻撃的だったのは、日奈に対する罪の意識からだったのだろう。……あるいは、何か奇妙な女おんな心ごころが働いたのかもしれない。

「……そしてあいつは、あの時、用済みになったあたしを呪のろい殺そうとした。全校集会を休ませたのもその為ためね。全校集会中に死んだら学校関係者が容疑者になるけど、誰だれもいない所で死んでたら外の人間が疑われるだろうから。だからあいつは、あの時あたしを呪のろい殺そうとした。けど、あたしの術が成功して呪いは失敗し、跳ね返り、あいつ自身を呪い殺した。そう、今まで殺してきたペットと、コユキと全く同じ死に方で……」

「……と、先輩は思い込んだ訳だ」

　真嶋は乾いた笑い声を上げた。

「信じてないんだ。当然ね。……でもね、あんたは知らないのよ、あいつがどんな力を持っていたか」

「そうです。だから最初は気づかなかった。ああ、もしも先輩があの時、体育館にいれば、話はもっと簡単だったろうに。……そう、今回の事件は単純なものなのに、様さま々ざまな偶ぐう然ぜんが複雑化してしまっている」

「……どういう意味よ」

「かっこつけただけです。探たん偵ていっぽい？

　話をまとめましょう。まず先輩は、山崎が不思議な力を持っていると思い込んだ。そして世の中にはその手の力が実在する事を知り、それで自分を守れるか試した。すると山崎が死んだ為ため、自分のまじないが山崎の呪のろいを跳ね返したと信じ込んでしまった。ま、無理もない話です。今まで殺してきたのと同じく、文字通り呪われた状況で死んでしまったんだから。……ここまではいいですか？」

「よくないわよ。あんた」

「ところが、話はここで終わらなかった。なんと日奈が、山崎の使った呪いと全く同じ方法で殺されてしまったのだ。こんな力を持った人間が他にいるとは思えないから、先輩は当然のように山崎がやったのだと思い込んだ。荒こう唐とう無む稽けいな話だが、何しろ不思議な力を持つ男だ、生き返るぐらい朝あさ飯めし前まえなのかもしれない。折しも、自分自身の胸がずきんずきんと痛み始めているではないか。先輩は当たり前のように、次は自分の番だ、胸に穴が空いて死ぬのだと信じ込んでしまった」

　真嶋は胸に手を当てた。

「……何で分かったの。痛むなんて、一言も言ってないのに」

「論理的帰き結けつです。そういう人間じゃなければ、こんな状況にはならなかった。山やま崎ざきを平気で殺せる人間だったら、こんな目には遭あわなかったんです。善人も善よし悪あし。日ひ奈なが最後に先せん輩ぱいに、何て言ったか覚えてます？」

「……」

「さっきも言った通り、先せん輩ぱいは殺意は持ってても殺すつもりはなかった。しかし山崎は死に、先輩は自分が殺してしまったと思い込んだ。罪の意識とそこから来る自じ律りつ神しん経けいの失しつ調ちよう、それが、現在先輩の胸を痛めているものの正体なんです。文字通り、良心の痛み？」

「バカじゃないの？　適当な事言わないでよ。この痛みがそんな」

「適当じゃありません。日奈の事件を聞くまで、先輩の胸はむかついてはいても痛みはなかったはずです。日奈の事件を聞き、山崎の力だと思った瞬間、すり替えが起こった。罪の意識からくる胸のむかつきを、明確な痛みとして認識してしまった、専門用語で、吊つり橋ばし効果というやつです」

「吊つり橋ばし効果って」

「吊り橋の上で異性と二人きりでいると、恐怖からくる胸のドキドキを恋のトキメキと勘かん違ちがいして恋に落ちちゃう、これが吊り橋効果です。人間は基本的に都つ合ごうのいい方を選択する。恐怖感を恋愛感情にすり替えたりする。だからデートの時はアクションやホラー映画、絶ぜつ叫きよう系けいのアトラクションをお薦すすめします。とにかく、先輩は吊り橋効果で、良心の痛みを呪のろいの力によるものと思い込んでしまった。呪いを信じ、自らも他人を呪った先せん輩ぱいだ。自分の身体からだに起こった異い常じようを呪いと考えても不思議は無い。……まさに『人を呪わば穴二つ掘れ』ですね。……さらに穿うがった見方をすれば、先輩自身、良心が痛んでるなんて認めたくなかった、だから良心の痛みを呪いの痛みにすり替えた、なんて」

「そんなこと」

「火ひ箸ばしだと思い込むと、割わり箸ばしを触っただけで火傷やけどする事があり、薬と思い込んで飲めば小麦粉でも効果が出る事がある。人間の精神の力はそれほど肉体に影響を及ぼすんです。そして、その力が《呪い》と呼ばれるモノの正体です。元来《呪い》とは、超自然の力を指すモノではなく言葉の力を意味するモノ。

　……何な故ぜ、藁わら人形に五寸釘くぎを打つ時、頭か胸に打つか知ってますか？」

「そこが急所だからでしょ」

「違います。神経の失調はまず頭や胸に来るから、勘かん違ちがいさせやすいんですね。つまり、胸に釘を打った人形を見て、呪われてると思い込み神経を病んで胸が痛み、それを呪いの力と勘違いしてさらに神経を病む、衰すい弱じやくしていく、これがまぁ大まかですが《呪い》のメカニズムです。分かります？」

　なんて、実は口からの出まかせだったりする。が、勿もち論ろん真ま嶋じまにバラすつもりはない。

　真ま嶋じまは薄く嗤わらった。

「よくできた話ね。あんたの話を聞いていると、あたしはまるで被害妄もう想そうの変人みたい」

　コウは肯定した。にこやかに。

「無理ないです。呪のろいの力なんつー本物の《奇き跡せき》に、先せん輩ぱいは出会ってしまったんだから。俺もね、妹を宇宙人にさらわれるなんて目に遭あったせいで、色々変へん人じんになりました。昔は夜空が怖くて仕方なかったし、今でもＸファイルとかあの手の番組、笑って見られませんしね。他にも医者とか」

「……でも、もしあんたの言う通りだとしたら、日ひ奈なさんを殺したのはいったい誰だれよ。山やま崎ざきみたいな力を持った人間が、他にもごろごろいるっていうの？　そんな」

「先輩は、俺が銃で人を射殺したら、世界中の銃じゆう撃げき事件が俺の仕し業わざだと思うんですか？」

「……」

「山崎は先輩に呪いの威い力りよくを見せた時、必ずカメラを持っていたはずです。あるいは、カメラが入るようなバッグを」

　薄うす笑わらいが消える。

「だって、あいつは写真が趣味だったから」

「大きく古めかしい、木製のカメラですから、一度目にすれば忘れないと思います」

「……そのカメラが、呪いの力を持っていたって言いたいの？　そんなバカな」

「山崎が呪いの力を持っていたという考え方と同程度、しかも山崎が生き返ったと思うよりはずっと当たり前の話だと思いますが。ところで、質問に答えていませんね」

「……持っていた、けど……」

「呪いが跳ね返って山崎を殺した、その山崎が生き返って日奈を殺した、なんてのよりも、誰だれかがカメラを奪ってそれで山崎を殺した、そして日奈も殺した、そう考えたほうが自然だと思いません？」

「噓うそよ」真ま嶋じまは虚うつろに吐き捨てた。

「確かに筋すじは通ってる。でも、全部後づけで考えられる話じゃない。カメラの事知ってるのには驚いたけど、よく考えたらあんたはみークル、警察情報を入手できる訳だし。テクニックよね、知らないはずの事実を突き付ける事で、さも真実を知っているように見せかける。あんたはそうやって作り話をして、あたしが自殺するのを止やめさせようとしてるんだ。違う？　それとも、何か証しよう拠こがあるの？」

　コウはかぶりを振った。

「でも、先輩の話だって証拠はないし」

「あたしが証拠よ。あたしはそれを真実だと感じている。この胸の痛みが良心の痛みだなんて思えないし、だいたいあたしは絶対後こう悔かいしてない、罪の意識なんてない。だからあんたの話なんて信じられない」

「勘かん違ちがいしないで下さい」

　口から出た言葉は、思いの外ほか冷たかった。

「俺は自分の話を、信じて貰もらおうとは思ってません。どーせ真実でも、どれだけ青あお筋すじ立てて話しても、信じて貰えない事があるのを俺は、いや俺達は知っている。でしょう？

　だから、先せん輩ぱいの自殺を止める為ために話したんじゃない。長々とこんな話をしたのは、俺の考えを知って貰う為、それと先輩が犯人とグルじゃないか確かめる為、です」

「犯人と、ぐる？」真ま嶋じまは鼻で笑った。

「そうね、君の考え方でいけば、山やま崎ざきからカメラを奪った奴やつがいるんだもんね。何な故ぜか山崎だけじゃなく日ひ奈なさんまで殺した誰だれかが」

「何故か、ではありません。日奈はカメラの力に気づいた、だから殺された。……聞いていませんか？　日奈が死んだ時、その手に何を持っていたか」

「……え？」

「……とにかく、先輩がぐるじゃないのは分かりました。本気で山崎が生き返ったって信じているようですし。だから単直にうかがいます。

　犯人は誰だれですか？」

　ま、実は知ってるんだけど。

　コウの問いに、真嶋はまじまじとコウを見た。挑ちよう戦せん的な口調で、

「……あたしは、山崎が生き返ったと思ってるのよ？　信じてくれなくてもいいけど」

「分かってます」

「だったら山崎以外の犯人なんてあたしが」

「先輩はすでに白状してるんです。……犯人は誰だれか知ってるという事を」

　真嶋は口を開き、閉じた。挑戦的な姿勢は崩さず、黙って考え込んでいる。いい傾向。

「やっぱり、気づいてないみたいですね」

「……いったい何を言ってるのよ。あたしは本当に、本気で山崎を犯人だと」

「じゃあ聞きますが、何な故ぜ先輩は日奈の死因を知っているんです？　まさか、新聞とかテレビなんて言いませんよね？　まだ警察発表さえ行われていないのに」

　真嶋はきょとんとした。何を言われたのか分かってないようだった。ついで、目が大きく見開かれ、言葉の出ない口が開く。

「そうです」コウは頷うなずいた。

「それは、俺おれ以外には、犯人しか知らない情報なんです」

　真嶋の急激に変化する表情を見、成なる程ほど、と納得する。探たん偵てい役やくというのは気持ちがいい。

「……そんな、だって」

「何故なら、まだ司し法ほう解かい剖ぼうは行われていないから。俺が舞まい原ばるに頼んで一日遅らせて貰もらったんです。司法解剖されてない以上、現時点で日奈の死因を知っているのは俺以外には犯人だけ、そうでしょう？」

　この言葉は正しくない。現に、舞まい原ばるも小鳥遊たかなしも日ひ奈なと山やま崎ざきの事件を同じものとして捉とらえている。が、情報源を持たない真ま嶋じまは気づかないだろう。

　そのまま勢いで押していく。

「犯人が誰だれか、見当ついてます。でも確かく証しようがない。だから先せん輩ぱいの口から、そいつの名前を聞きたいんです。そいつは先輩に電話をかけてきたはずだ。いかにも心配気げを装って、日奈が山崎と同じ死に方をした事を伝えたはずだ。そうして、山崎に脅おびえていた先輩の不安感を煽あおって、心の中で笑ったはずだ」

　真嶋は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような、でも苦くなくて戸と惑まどってる？　みたいな複雑な表情を浮かべている。

「……でも、どうしてそんなこと……」

「何な故ぜならそいつは、先輩も殺すつもりだからです。超ちよう自然の力が身近にある事を知っている、潜在的に犯人に気づく可能性のある先輩を。何も自殺しなくても、明日あしたには先輩は死にます。俺に名前を教えなければ」

「噓うそよ！」真嶋は叫んだ。

「あの人は、自分を犠ぎ牲せいにしてあたしを助けようとしてくれたのよ？」

「ホントよ！」コウも叫んだ。

「その時はどーだか知らないが、今は殺そうとしてるんだ。だから、日奈と俺を同時に殺さず楽しんだよーに、あんたにわざわざ電話したんだ、あんたが苦しむのを楽しむ為ために！　そして今、カウチに座ってポテチ片手にテレビ見て、あんたが自殺しよーとしているのを、自分の電話がもたらした結果を大笑いしながら見てるんだ。

　あんたはそれで、それでいいのか？

　言うんだ！　そいつは誰だれだ！」

　激しいコウの言葉に、

「うるさいっ！」

　真嶋は立ち上がりザマ、コウを突き飛ばした。が、コウは座っていた為に反作用が働いて、ぎょっとした顔のまま。

　バランスを崩して落ちた。
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「……バカじゃないの？」

「それはこっちの台詞せりふだと思うけどなぁ」

　コウは右手で真嶋の手首を摑つかみ、左手を伸ばして背中を摑むと、渾こん身しんの力で引っ張った。ぐぐっと身体からだが沈み、自分の方が落ちそうになる。腰とフェンスをロープで結んでいなかったら、真ま嶋じまを摑つかんだ時点でコウも一緒に落ちていただろう。

「……お願い、無理しないで」

「……先せん輩ぱい、体重何キロでスか。噓うそでも三十キロとか言ってくれると楽なんスけど」

　何とか真嶋を引っ張りあげる。同時に、下から拍手が聞こえて来た。思わず下を見て、ぞっとする。高い。突とつ然ぜん心臓がロックンロールで脈打ち始め、コウは腰が抜けた。

「……いつの間に……」

　ロープを見て、嘆たん息そくする真嶋。

「だから座って……死し角かくで」

「だって、先輩はともかく、俺は死にたくないもん」

「よく、摑めたわね。少しでも躊ちゆう躇ちよしてたら、……ううん、それでも間に合わない。あんたずっと、あたしが落ちるの警けい戒かいしてた訳？　落ちたら飛び出そうって身構えてたの？　その為ために、わざわざ命いのち綱づなまでつけて……」

「だって、犯人の名前聞く前に死なれたら面めん倒どうじゃないですか。……大丈夫、犯人さえ教えてくれれば、もう邪じや魔まはしませんから」

「……本当に？」

「……ごめんなさい。噓うそです。出来れば死んで欲しくないです。今先せん輩ぱいが死んだら、俺、学校で、いや世間で何を言われるか。ただでさえ俺、『恋人を殺した男』なんですよ？」

「……有あり難がとう」

　やけに素直な真嶋の態度に、コウは気恥ずかしくなった。

「やめて下さいよ。絶対安全だったから助けたんです。危なければ見送ります」

　真嶋は何も言わなかった。見ると真嶋も、汗びっしょりになっている。自殺するとか言ってても、やはり恐怖を感じたのだろう。

　かいた汗に風が寒い。

　しばらくして、真嶋は口を開いた。

「……あの人は、あたしが脅きよう迫はくされているのを知って、相談に乗ってくれた。自分にも似た経験があるって。だから、山やま崎ざきの力の事、話した。そしたらあの人、あたしを助けようと山崎に会いに行って、逆に……」

「……」

「……だから、かな……。だからあたしに、こんな事したのかな。殺したい程ほど、憎んで」

　真嶋の目には涙がたまっていた。コウは気づかない振りをした。真嶋は泣くのを潔いさぎよしとする女性には見えなかった。

「……そういう人間は、そもそも他人を助けようとはしませんよ。多分その時は、本気で先輩を助けようとしてた。……でも」

「……でも？」

「……ここから先は有料です。俺は冥めい土どに行く人に土産みやげを持たせる趣味はありません」

　真ま嶋じまは苦く笑しようした。思った通り、いつの間にか涙は痕こん跡せきもなく消えていた。

「死ななければ教えてくれるの？」

「無理にとはいいません。呪のろい、なんつー奇き跡せきに出会った先せん輩ぱいの人生は、恐らく辛いものになります。保証します。もはや誰だれも信じられず、ありもしない呪いを怖がって、この先また山やま崎ざきみたいな奴やつが現れるかもってびくびくしながら生きる事になります。だって先輩は、それが本当に存在するのを知ってしまったんだから。将来はどこぞの宗教にはまっちゃうでしょう。

　だから自殺するなとは言えませんが、せめて卒業するまでとか、延期して貰もらえません？　俺の人生に関かかわりがなくなる時期まで」

「あんた、いつもそーゆー話し方なの？」

「その代わり、でも、の後を教えましょう。さらにオプションとして、犯人に対する先輩の生命の保証もつけます」

「……犯人を知って、どうするの？」

「日ひ奈なを殺したカメラを取り上げます」

　──一瞬の、視し線せん交こう錯さくの後。

　真嶋は立ち上がり、滑らかな動作でフェンスを越えた。またも下げ界かいから拍手が起こる。

　日奈に良く似た少女が安全地帯に降り立った姿に、コウは全身で安あん堵どした。

　疲れを自覚する。神経が消しよう耗もうしている。

「一つ、条件があるわ」

　コウがフェンスを越えるのを待って、真嶋は口を開いた。

「犯人と会う時、同席させて」

「……人生、変わりますよ？」

「……いいわよ、今さら」

　少し迷ったが、結局頷うなずく。中途半はん端ぱに知ってるよりはいいかもしれないし、そもそも真嶋にはその権利がある。

「んじゃ、警察に説せつ教きようされに行きましょう。その後予定を話します。……できれば警察には、俺が生命の大切さを切々説いたと」

「そんな話、したっけ？」

「今します。生命は大切なんです。以上」

　真嶋は苦く笑しようした。

「んじゃ先輩、行きましょーか」

「……うん」




　最後にもう一度、真ま嶋じまはフェンスから外を見渡した。ここからは下は見えないが、高さは充じゆう分ぶん分かる。

　高い。

　奇妙な高こう揚よう感かん。

「高い」

「高いスね」コウの声。

「早く行きましょーよ。ここは寒くていけねーや」

　真ま嶋じまは振り返り、のほほんとしてる男を見た。いくらロープがあるからといって、何の躊ちゆう躇ちよもなく飛び出せる高さだろうか、これが。

　とてもそうは思えなかった。

　ましてや自分は──顔が似ているのは知っているが──恋人でもなんでもない、今日会ったばかりの他人なのだ。

　どれほどの《思い》があれば、そんな事ができるのだろう。

「……まさに、奇き跡せきだ」

「はぁ」意味も分からず、頷うなずくコウ。

（……有難う）

　ある日真嶋は奇跡に遭あい、辛い日々が始まった。家族にも、友達にも話せなかった。巻き込む事を恐れていたし、信じて貰もらえない事が怖かった。大だい体たい話して何になる？　だから彼女は一人で耐え、誰だれにも頼らず、時とき折おりは寝ながら泣いた。

　ある日彼女は生理が遅れ、保健室に行き、高たか久くに会った。真ま嶋じまの異常を察知した彼女の優しい、粘ねばり強い説得に、真嶋はついに全すべてを話した。脅きよう迫はくも、呪のろいの力も。堰せきを切ったように涙が、言葉とともに溢あふれ出た。本当は、誰かに話したかったのだ。どうにもならなくていい、助けて貰えなくてもいい、ただ真剣に、聞いて貰えれば、それでよかったのだ。

　だが、高久は真嶋を裏切った。

　真嶋は思う。……世の中には他人に対し、いくらでも非ひ道どい事ができる人間がいる。

　でも、確かに、その一方で──。

　真嶋は、コウを見た。ただ恋人に似ているというだけで、自らの命を賭かけて助けてくれた少年を。わざわざロープを用意し、平然と会話しつつもずっと、真嶋の命を案じてくれていた少年を。

　それはささやかな、しかし確かに奇き跡せきだった。

　神でもなく悪あく魔までもなく、人の身が起こした奇跡。

　確かに、と真嶋は思う。

　これからのあたしの人生は、辛いものになるのかもしれない。

　でも、あたしは大丈夫。

（……あなたが助けてくれたから──）




　真嶋は困っているような、照れた笑顔を浮かべた。その笑顔が、あまりに可愛かわいくて。

　日ひ奈なを思いだし。

　コウは涙が出そうになった。

　泣かなかったけど。
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　泣くのを我慢し、それができると、一つの疑問が生まれてくる。

　何な故ぜ自分は我慢できるのだろう。

　どれ程ほど我慢しても流れ落ちてしまうもの、それが本物の涙ではないだろうか。我慢しようと思って我慢できる、そんなものが本物の涙といえるのか？　本当に大事な人が死んだなら、我慢などできるはずがない、そうじゃないか？

　そうした問いに答えなどなく。

　ただただ心を凍らせていく。

　高たか久くに会った時、コウは怒りも憎しみも感じなかった。そこにいたのは、高久の様よう子すを冷静に観察している傍ぼう観かん者な自分だけ。高久は白の上下のジャージ姿、小こ脇わきにスポーツバッグを抱えている。どこぞのジムにでも繰り出そうという姿だが、バッグの中に入っているのは着替えや飲み物だけではないだろう。

　話がある、それだけで高久は現れた。

　電話で高久は言った。

「日ひ奈なさんの事、辛いでしょうね」

　何故だろう、と自分に問う。何故怒りを感じないのか。悲しみも憎しみも感じない。マヒした心に在あるのは分からせてやるという決意──いや違う、そんな熱いものじゃなく、強しいて言うなれば約束、自分との──だけ。

　そう、約束は果たされなければならない。

　高久を案内して舞まい原ばる邸ていの裏庭に入る。裏門の近くには《部長》のプレハブがあるので、わざわざ表門から回って入った。途中、舞原妹いもうとから連絡があった。

「何だよ、邪じや魔まするなよ」

「高久は警察に尾つけられていました。今も門の所で見張っています」

「別にいーよ。予想はしてた」

「はっきり言います。もしも真ま嶋じまと高久のどちらかが犯人で、あなたが犯人に何かしようとしているのなら、時期を待つべきです。この状況では、いくら私でも庇かばいきれません」

「……余よ計けいな事は考えんな。あんたは俺に、誰だれも近づけないでおいてくれればいい」

「二度と、私をあんたと呼ばないで下さい」

　そこで携けい帯たいは切れた。コウは振り返り、高たか久くに告げた。

「警察が、先生を尾つけていたみたいです」

「……ごめん。あたし、容よう疑ぎ者しやだから……」

　済まなそうな素そ振ぶり。もっとも、気づいて無かったとは思えない。恐らく尾けさせたのだろう、安全措そ置ちとして。コウは笑った。

「……先生のせいじゃないですよ。何しろ今ここには、山やま崎ざき事件の容疑者、山崎に脅おどかされてて自殺しかけた生徒、さらにその生徒を説得したのみならず恋人を殺したかもしれない男が揃そろっているんですから。警察だって見過ごせませんよね」

「……真ま嶋じまさんもいるの？」

「朝の騒ぎのせいで、もー有名人、周りがうるさくて、舞まい原ばる邸ていに避ひ難なんしたんです。そんで、ついでに先生にも御ご足そく労ろう戴いただいて」

　裏庭の一いつ角かく、枯かれた竹たけ林ばやしの中に茶室は建っていた。舞原邸は和わ洋よう折せつ衷ちゆうだが、裏庭は純じゆん和わ風ふうに拵あつらえてある、らしい。純和風というのがどういうものか知らないが、ぽつんと寂しげに建っている数す寄き屋や造づくりは成なる程ほどわびさびという言葉がよく似合う。なんて思ったのは遠とう目めで見ていたうちだけで、近づくとその大きさに驚いた。少なくとも十五畳はある、普通の茶室って、こんな大きなものなのかしらん。

　戸は開いていて、真嶋が顔を覗のぞかせていた。こちらを見、表情が変化する。あまりに正直な変わり様ように、コウはため息をついた。

　ま、隠したってしょうがない。

「あそこです。……ところで先生」

　コウは高久に微笑ほほえみかけた。

「カメラは持って来ましたか？」

　高久は一瞬ぎょっとし、そして微笑んだ。

「……本当に、怖い子ね」

「先生には負けますよ」

「堂どう島じまくんが言うなら、褒ほめ言葉だ」

　コウは口くち元もとを斜めにした。

　確かに、称しよう賛さんの気持ちがあった。

　そんな自分を怖いと思った。
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　茶室の周しゆう囲い見渡す限りに人ひと影かげは無く、茶室の中には真嶋と少女しかいない。コウはそれを確認すると、しっかりと戸を落とした。四方の障しよう子じも固定されてる。注文通り。

「……この子は……」

「ああ、こいつの事は気にしないで下さい。ジャッジですから」

「……ジャッジ？」

　少女は何も答えない。前まえ以もて少女には黙っているように、真ま嶋じまには普通でいるように言っておいたが、少女は口ほどにものを言わせようかという勢いで赤い目をランランさせてるし真嶋はそれが普通なら異い常じようの時はどんなだ？　と聞きたくなる、否いな、怖くて聞けないぐらいむっつりしていた。そんな異い様ような空気の中、一人余よ裕ゆうを醸かもし出し、高たか久くは部屋を眺ながめると床の間に向かって左に腰を下ろした。

　少女が座ざ布ぶ団とんを差し出す。

　自然と高久とコウら三人が向き合う形になる。コウ達は立ったまま。遠すぎず近すぎず、自然に距離を取り、四人は向き合った。

「それで、話って？」

「カメラと、それの起こした事件について」

　高久は真嶋を見た。

「やっぱり、知ってたんだ、カメラの力。……あなたが教えたの？　あたしはてっきり、あなたは山やま崎ざきさん本人の力だと勘かん違ちがいしてると思ってたけど」

　真嶋の顔から血の気が失せる。

「……じゃあ、先生、本当に……」

「……その口調からすると、堂どう島じまくんが自分で探り当てたって事か。へー。……それとも、探り当てたのは日ひ奈なさんかな？」

「そのバッグ、渡して貰もらえますか」

　惜しげもなく、バッグを放る。未み練れんも何も感じられない。

　コウはバッグを受け取り、開けた。木製のポラロイドカメラを確認し、少女と真嶋が息を吞のむ。

　ついでにコウと真嶋と少女の写真もある。

　いつの間に、と呻うめく真嶋。

「見覚えない？　このバッグも山崎さんのなの。盗とう撮さつ用に改造してある」

　コウはバッグを少女に渡した。と、止める間もあらばこそ、真嶋が横からカメラを奪う。

　凝ぎよう視しして、

「……これが……。普通のカメラに見えるけど」

「か、返してくださいよぅ」

　少女の手が届かないよう掲げ持ち、真嶋はまじまじとカメラを眺ながめている。そんな真嶋の様よう子すに、コウはほっとした。どうやら《ピンホールショット》は、真嶋には何も語りかけなかったようだ。少女の話によると、サンプルと違い本物は誰だれでも話せる訳ではないらしい。本物の《知恵の実》はある種のレーダーを持ち、周囲の人間の過去内ない面めんを検けん索さくし潜在的な願いを探り出し、それが自分に叶かなえられる願いであった場合のみ語りかけてくるのだという。つまり真ま嶋じまは、《ピンホールショット》で叶えられるような願いを持っていないのだ。

　山やま崎ざきは、持っていた。

　そして、高たか久くも。

　コウはカメラに触れなかった。写真だけ取り、少女に渡す。

「……これで、日ひ奈なを殺したんですね」

「そうよ」即答。

「なぜ、なんで、どーしてそんなひどいことを」

　少女が叫んだ。コウに睨にらまれ慌あわてて口を閉じ、手で押さえ、

「んーん、むーう、んんーんんん！　ん？」

　なおも続けようとする少女の頭をはたき、コウは高久を見た。

「それで、次は先せん輩ぱいを殺すつもりだった」

「ええ。本当は真嶋さんから先に殺すつもりだったんだけど、事情が変わって。……あなたが今生きているのは、日奈さんのお陰なのよ？」

　真嶋の顔から血の気が消える。

「……やっぱり、噓うそ、だったんだ」

「噓？　……ああ、いいえ。今いま更さら信じられないだろうけど、あなたを助けたいと思ったのは本当。良い事はするものよね。御お蔭かげでこのカメラと出会えた」

「じゃあ、どうして山崎だけじゃなく、あたしや日奈さんまで」

　高久はコウを見た。代わりに答える。

「先生が山崎を殺したのは、恨うらんでいたからじゃないんですよ。別に目的があったんです。その為ために日奈も殺した」

「目的？」

　んーんーんーと、少女が手を挙げた。

「ん？」

　ほら、と少女は黒い羽根を見せた。おそらく少女の羽根だろう、コウは慌あわててそれをしまわせ、

「……いったい何だよ」

「本当に、日奈さんだけじゃなく、山崎さんも、この人が殺したんですか？　だって、あの状況じゃ、この人がカメラを使うのは不可能なんじゃ……」

「それに」泣きそうな顔で、真嶋。

「もしそのカメラにそんな力があるんなら、何でわざわざ近寄って、疑われているの？」

　ふふ、と高久が笑みをこぼす。

「……そう、その二つがこの事件のポイントでした。──というか、実際は単純な事件であるにも関かかわらず、自分達で複雑な事件にしてしまった」

「どういう意味です？」

「自分で言っていて、気がつかないか？　……ま、無理も無いか」うんうん、と頷うなずき、

「……俺だって、目の前で恋人が殺されるまで、気がつかなかったもんなぁ。……何な故ぜ日ひ奈なは、殺されたのか？」

「それは、カメラを盗もうとしたから……」

　少女の言葉に首を振る。

「違う。それは後付けの理由に過ぎない。例え日奈がカメラを盗まなくても、例え先せん輩ぱいが何も知らなくても、先生は殺さなければならなかった。はっきり言えば、死ぬのは誰だれでも良かったんだ。……そうですよね？」

　高たか久くは黙ってコウを見ている。コウは続けた。

「何故なら先生は、山やま崎ざき殺しの容疑者だから。例え凶きよう器きが見つからなくてもあの状況じゃ、犯人は、先生以外にあり得ない。だから先生はカメラを使って、早急に第二の事件を起こさなければならなかった」

「……それって……」と真ま嶋じま。

「何のためです？」と少女。

「何故なら第二の事件は、必ず迷めい宮きゆう入いりになる。何しろ凶器は魔法のカメラ、犯罪の立りつ証しようは不可能。そして第二の事件が起きてしまえば、山崎殺しも、もはや立りつ件けんは難しいだろう。どんなに先生が怪しくても、死に方が同じである以上、第二の事件と同じ要因で山崎は死んだ、という可能性は否定できないのだから。

　だからあなたは、最初から第二の殺人を行うつもりだったんだ。いいや、第二以降の殺人を。事件が増えれば増えるほど、高久先生、あなたの身は安全になる。日奈はそれを知っていた、今後も犠ぎ牲せい者が増える事を。だからカメラを奪おうとしたんだ。だが、誤って偽物パチモンを盗ツカんでしまい、殺された……」

「当たり」ぱちぱちと、拍手。

「その通り」

「そんな理由で……あんた、……最低よ」

　真嶋の吐き捨てるような声に、高久は微笑ほほえんだ。

「だったらどうする？　警察へ行く？」

「……無む駄だでしょうね。カメラが凶きよう器きじゃ」

「そうね。だったらどーする？　せっかくの密室だし、あたしを殺す？」

「まさか」

「……そうね、無理よね？　例え真実が分かったところで、それが何だというの？　あたしの犯行は上う手まくいき、もはやあたしが罪に問われる事は無い。……カメラを取られたのはイタいけどね」

　真ま嶋じまを見る。

「……何よ、もっと喜んだら？　あなたが一番得したんじゃない。あの卑ひ怯きような男は死んで、日ひ奈なさんが身代わりになってくれて。バンバンザイ、でしょう？」

　真嶋の顔が赤く染まった。

「あんた、あんた……」

　詰めよりかける真嶋の肩に手をかけ押さえ、囁ささやくコウ。

「やめとけ。激げき高こうしたって、先生を喜ばせるだけですぜ」

「でも、でも……」

「んー、んっんーんんーん？」

　少女が手を挙げた。

「……何だよ」

「でも、まだ分かりません。あの時高たか久くさんは、カメラを持っていなかったじゃないですか。写真の有効時間は九分間、あの場じゃ写真は撮れませんし、小鳥遊たかなしさんの話では体育館にカメラを仕掛ける場所はないそうですよ。それなのに、一体どうやって？」

　まだ分からないのか？　とコウは頭を振った。

「たった今、説明したろ？　日ひ奈なは何な故ぜ殺されたのか」

「最初の事件で無実になる為ため、ですよね。でもそれが……」

「……つまり、最初の事件だけじゃ先生は有罪になる可能性があるって事だ。分からないか？」

　きょとん、と少女。やれやれとコウは肩を竦すくめた。

「じゃあ言ってやる。いいか、山崎を殺したのはカメラの力じゃない。単純に、あの時先生自身に殺されたんだ」

　そーいう事なのだった。
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「そんな、だって、そんな、あの、でも」

　パニックに陥った少女の頭をはたき、コウは真嶋に尋たずねた。

「先せん輩ぱいは、カメラに殺された動物の死に方を見てますよね、どんなでした？」

「どんなって、胸から血を吹き出して」

「どれくらい生きてましたか？」

「あっという間に死んだわよ」

　コウは首をぶんぶん振った。

「そースよねぇ。心臓に穴が空いて生きていられる時間なんて、ほとんどありませんよね。日ひ奈なだって即死でした。間ま近ぢかで見てたから確かです」

「……もしかして」

「もしも先せん輩ぱいがあの場にいたら、山やま崎ざきを殺したのは超自然の力じゃないって分かったはずなんです。だって山崎、苦しみ出してから死ぬまでかなり生きていたんだから。……畜ちく生しよう、なんで気づかなかったのか」

　簡単だ。信じたかったのだ。超自然の力が働いたと。宇宙人が妹をさらっていく、なんて事が、現実にあるという事を。

「本当は単純な事件だったのに、こちら側で無理やり複雑にしてしまった」

「それじゃあ……」

「そう、見たまんまなんです。駆け寄った先生がその場で殺した。だからこそ先生は、カメラで誰だれかを早急に殺さなければならなかった。カメラで起こした犯罪は立りつ証しようできませんから、それを山崎の事件と結び付ける事さえできれば、例え証しよう拠こが出て来ても先生の逮捕は難しい。まず自分で殺し、次にカメラで殺す事で、普通の犯罪を不可能犯はん罪ざいに変えた。

　これは中々、見事だと思います」

「で、でもなぜ、なんで、どーしてそんな面めん倒どう臭くさい事」と少女。

「わざわざそんな事しなくても、最初からカメラを使えばいいじゃないですか」

　だから、とコウは微笑ほほえんだ。

「単純な話、その時先生は、カメラを持っていなかったんだ。だから自分の手で殺さなければならなかった。先生がカメラを手に入れたのは、事件の後だよ」

　がくん、と少女のあごが地面に落ちる。

「そ、そんな、……バカな、だって……じゃああの時山崎さんは、何な故ぜ突然苦しみ出したんです？　カメラの力じゃないなら」

「多分、こんなところじゃないかな。

　全校集会の最中、ふとイタズラ心を出した先生は、山崎によく見えるようにして写真を取り出し、傷つけて見せたんだ。先生はただ、山崎をビビらせようと思っただけだったんだろうが、山崎は過か敏びんに反応した。何しろカメラで脅きよう迫はくを行っていた男だ、カメラの力を理解し、恐れてもいたはず。先生が『いつも自分がしていた事』をするのを見て、カメラを奪われた、今度は自分が呪のろわれたと思い込んでしまったんだろう。まさに《人を呪わば穴二つ掘れ》だな」

「そんな、思い込んだだけで苦しむなんて」

「苦しむんだよ、人間は」

　コウは真ま嶋じまに笑いかけた。

「ま、ある意味先輩が呪い殺したといえない事もありません。先輩を脅きよう迫はくできていなければ、山崎もこれほどカメラを恐れはしなかったでしょうから」

　真ま嶋じまは複雑な表情。

「しかし、本当に凄すごいのは先生だ。アレはイレギュラーだったはずなのに、山やま崎ざきが苦しみ出した時、チャンスと見て躊ちゆう躇ちよせずに犯罪実行に踏み切った。全校生徒の目の前でいきなり苦しみ出す、この事実は山崎の死が普通の死に方ではない事を暗示させ、次に先生が起こす事件の布ふ石せきとなる。こんなおいしいシチュエーションは他にないとはいえ、ためらいもなく飛び出せるのは凄い意志です。これは偶ぐう然ぜん計画的になっただけで、本当は突発的な犯はん行こうだったはずだから」

「どういう事？」

「冷静に考えてみて下さい。魔法のカメラなんてオイしい凶きよう器きがあったら、わざわざ足のつきやすい凶器を使ったりしないで、まずそれで殺そうと思うでしょう？　多た分ぶん先生は、本当はカメラを盗み出すつもりで計画を立てていたんだ。

　先せん輩ぱいの話を聞いて山崎の所へ向かった先生は、偶ぐう然ぜんカメラの存在を知り、わざと脅きよう迫はくされて山崎の家を出入りし、盗み出す機会をうかがっていた。カメラが殺したペットの死し骸がいを調べ、似た跡あとを残す針を手に入れ、さらにカメラの複製を作った。これは想像ですが、先生は山崎の目の前で魔法のカメラ《トリック》を演じ、勘かん違ちがいさせて本物と入れ替えようとでも思っていたんじゃないですか？

　その為ために使う針を、先生は常に携けい帯たいしていた。そして写真も。ふと悪戯いたずら心を起こした先生は、全校集会の最中、写真を取り出し山崎に見えるよう傷つけて見せた。その結果山崎が苦しみ出し、先生は躊ちゆう躇ちよせずに犯行に踏み切った。踏み切らねばならなかった。あんなに山崎を怯おびえさせては、もはやカメラを目にするチャンスはなくなるかもしれないから。だから先生は計画を変え、カメラと同じ痕こん跡せきを残す針を使い犯行に及んだんです。全校生徒の目の前で殺す、大だい胆たんといえばあまりに大胆不ふ敵てきな犯行ですが、カメラさえ手に入れば不可能犯はん罪ざいに変えられる。それを見越しての、まさに、突発的計画的犯行。口で言うのは簡単ですが、凄すさまじい精神力だと言わざるを得ません。

　……以上、これが今回の事件に対する俺の──みークルの推理です。……どうです？」

「……大だい体たい当たってる。……凄いわね、みークルって」

「褒ほめられると恥ずかしいですね。推論ばかりで自じ白はくに頼ってるし、正直、凶きよう器きをどこに隠したかも分かりませんし」

　少女が焦った顔をしてコウに詰め寄り、何か言いかけた。目で制し、黙らせる。言いたい事は分かっている。高たか久くが《ザ・ブルマ》を殺すのに《ピンホールショット》を使っていないのなら、何な故ぜ契約完了魔ま力りよくは探知されたのか？　その時《ピンホールショット》が叶かなえたのは、誰だれの、どんな望みなのか？　コウは後ろ手に指で、少女に合あい図ずを送った。少女は気づかなかった。何度かそれを繰り返し、仕方なくコウは声に出した。

「今いま何分だ？」

　あっ、と、慌あわてて少女、高久の傍そばに近寄る。

「あたしたちの写真を撮ったのは、いつですか？」

「……この茶室に入ってからよ」

「じゃあまだ、五分位ですね」

　コウは頷うなずいた。

「じゃあ先生、とりあえず後五分は、ここにいて怪しい動きはしないで下さい」

「……その後は？　あたしをどうするの？」

「どうもしませんよ」

「ちょっ」真ま嶋じまの抗議の声を遮さえぎる。

「推理こそ披ひ露ろうしましたが、現状では何もできません。俺達は勿もち論ろん、警察も。……悔しいですが、先生の勝ちです」

「……それでいいの？　あたしは君の」

「カメラの回収、それだけで満足します」

　高たか久くはコウを睨にらみ、嗤わらい、立ち上がった。

「……そうよね。それしかできないものね。悲しいわね、無力ってのは。

　いいわ、カメラは渡す。どうせもう、必要ないから。……でも、バッグは返してよね。警察に持っているところ見られているし、これ以上、疑われたくはないから」

　コウはバッグを取った。高久に渡そうとして、笑う。

「一つ、いいですか？」

「何よ」

「先生は、魔法のカメラを使って、完全犯罪を成し遂げました。その為ためのカメラの使い方、実に独どく創そう的で見事です。同じカメラでも山やま崎ざきの使い方は実に貧弱だった」

　真嶋を見る。

「恐らく山崎は、あの歪ゆがんだ男は本当に、先せん輩ぱいの事が好きだったはずです。しかし安易に脅きよう迫はくなんか行い、いつかは好きになってくれる、なんて夢を見ていたのかもしれませんが、結局は願いを叶かなえる事なく終わった。もっと上う手まく使っていれば、きっと先輩の身体からだだけでなく心も手に入れられたでしょうに」

「何言ってるのよ。そんなのあり得ない」

　真嶋の怒ったような声。しかし真嶋は知らないのだ。山崎がカメラを使えたという事はカメラで叶えられる夢を持っていたのだという事を。しかし失敗し、カメラは山崎を見限り高久を選んだ。

「……何言いたいのか、あたしもよく分からないけど？」

「……でもそれは、何の為の犯罪だったんです？　山崎を殺してカメラを手に入れ、それで山崎殺しの無罪を得、そして今、あっさりカメラを渡してもいいと言う。一体、何をする為にカメラが欲しかったんですか？　まさか、ミステリー好きがこうじて完全犯罪を行ってみたくなった、なんて言いませんよね？

　いったい、カメラで何をしたかったんです？」

「カメラで、……何を……？」

　虚きよをつかれ、高たか久くの顔が一瞬うろたえた。

「……山やま崎ざきを殺して無罪になる為ため、じゃ、納得できない？」

　高久の手からからバッグを遠ざけ、微笑ほほえむコウ。

「ただ山崎を殺す為ためなら、あくまでまず盗み出す事を考えるでしょう。あなたには、このカメラをどうしても手に入れなければならない理由があった。だから日ひ奈なだけじゃなく、カメラを知り得る真ま嶋じま先せん輩ぱいまで殺そうとしたんだ」

「……理由、か。……そう、そう……ね」

　呟つぶやくように、高久。その顔はコウを向いてはいるが、視し線せんは遙はるか遠くを見ている。

「言って、理解できるものかしら」

「試しに」

「……あたしはね、ただ、あのカメラが欲しかった。ただそれだけ」

「何よそれ！　そんなことの」

「……あたしもね、中学生の時に暴行されて、それから二年ぐらい、脅きよう迫はくを受けてたの」

　穏おだやかな眼まな差ざしに見つめられ、真嶋は息を吞のんだ。

「でも、本当に辛かったのは……あたしは勇気を振り絞しぼり、親に告白し、助けを求めた。

　親は言ったわ。

　こらえてくれと。

　あたしを脅おどかしていたのはね、父の会社の上じよう司しの子供達だったのよ。日ひ炉ろ理り坂ざかは、権力者におもねる土地。父は泣いてあたしに頼んだ。我慢してくれと。あたしに何ができる？

　子供のあたしは、思ったの。全すべては、力がないあたしのせい。あたしに力があれば、父も母も悲しませなかった。脅迫なんてされなかった。だから、父も母も恨うらまなかった。あたしを脅迫してる相手さえ憎まなかった。羨うらやましかった。法を破っていながら裁かれる事のないような力を持っている事が。

　それから、ずっと願ってたのよ。心の奥おく底ぞこで。自分もいつか、そういう力を手に入れる事を。法にも何にも縛しばられない、裁かれる事のない、本物の力を手に入れる事を。

　そのカメラに偶ぐう然ぜん触わり、不思議な声がカメラの力を教えてくれた時、あたしはそれを思い出した。そして、決めた。例え何を犠ぎ牲せいにしてでも、それを手に入れようって」

　蒼そう白はくの真嶋の顔を面白そうに眺めた後、高久はコウに向き直った。

「あたしはただ、魔法の力が欲しかった。こんな答えでいい？

　さぁ、バッグを返して」

　コウは嗤わらった。

「バカじゃねーのか」

　絶ぜつ句くする高たか久く、そして真ま嶋じまの前でバッグを振る。

「お涙ちょーだいの秘密の過去を、エラくあっさり話してくれたな。あんたはやっぱり、余よ裕ゆうがあンだよ、ナメてるっつーか、まだ自分がツイてると思ってんだな。……いいか、あんたがツイていたのは、日奈があんたがカメラの複製を作っているだろう事に気づかなかった時までなんだ」

　隠しポケットから落ちたコウと真ま嶋じま、そして少女を写した写真を拾い上げ、コウは嗤わらった。日ひ奈ならしくないミスだ、多分、人の命がかかっていたから動どう転てんしていたんだ、優しすぎンだあいつはと嗤う。バッグからさらに、コウら三人の写真が落ちた。山やま崎ざきは盗とう撮さつ用に隠しポケットを作り、撮った写真がそこに入るようにしていたのだろう。高たか久くはまず、そのポケットに入るように写真を撮り、次にカメラの位置を変えて撮り、わざと写真が目に付くようにしていたのだ。最初の写真に気づかれぬように。コウは新たに見つけた、計六枚の写真を手に広げてみせた。

「もう一度言う。あんたがツイていたのは、日奈があんたの魂を助けようとした時までなんだ。あんたは自分で、あんたを救う幸運の女神を殺したんだよ」

　だっ、と高久は走り、傍そばにいた少女に駆かけ寄った。その手の中の写真を、「あいたっ」少女の手ごと握り締める。

　しかし、何も起きない。

　コウは嘲わ笑らった。その胸はべっとりと、赤い絵の具がついている。真嶋も、いつの間にか少女にも。

　赤い絵の具は服を染め、三人の服装を変えている。

　コウは嘲笑った。

「まだ分からないか？　なら何度でも繰り返してやる。あんたのツキは、もうとっくに落ちているんだ。同時にではなく日奈から殺し、日奈に、俺を助ける手段を与えてしまった時からな」

　高久は少女の手をねじり、内ポケットからナイフを取り出しその首に押し当てた。叫ぶ。

「カメラを返せ！　さもないと、この子を殺すわよ！」

　きゃああ、と少女は言った。さらに棒読み口調で叫ぶ。

「そんなことしてなんになる、んですかー。もーもくてきははたしたんでしょう？　あなたにそんなこと、できませんよーう」

　そのあまりの不自然さに、コウは青ざめた。しかし高久は少女の喉のどに、ナイフの切きっ先さきを突き立てたまま。

「本気よ！　さぁ、カメラを返して！」

　コウはため息、少女に尋たずねる。

「……さっきのじゃ、自じ白はくにならないのか？」

　きょとん、と少女。

　コウは首を振り、あらためて高たか久くに尋たずねた。

「本気でその子を殺す気ですか？　カメラを手に入れる、ただそれだけの為ために山やま崎ざきを殺したように？」

「ええ！　そうよ！」

「カメラを手に入れる為に、あのカメラを利用したトリックで山崎を殺したように、その子を殺すと言うんですか？」

「出来ないと思うの？　あたしは本気よ、すでに二人殺してる！　だから」

「あなたの望みはカメラを手に入れる事、そしてその為にカメラを使って山崎を殺し望みを叶えた！　そう解釈していいんですね？」

「時間稼かせぎはっ」

「そうか！」

　叫んで、少女は再び黒くろ羽はねを取り出した。黒羽？　いや、それは一同の見守る前で、どんどん白く染まっていく。ぐるん、と少女は身体からだを回転、突き立てられていた刃はに喉のどが裂かれるにも構わずに背後の高久を見上げた。はにかんで、首を傾かしげ、口を開く。

「あなたの夢は《ピンホールショット》を手に入れる事で、その為に間接的に《知恵の実》を使い、望みを叶かなえた。以上、契約の履り行こうと完了、確かに確認しました。従って」

　上着を脱ぐ。下にはあのボンテージ。

「謎なぞは解けました。だから

　あなたの魂たましい、いただきます」

　その背中から、血ち飛沫しぶきを上げ翼つばさが飛び出す。

　あの時、闇やみのように黒色に、巨大に屹き立りつしたその翼つばさは。

　今や

　目が覚めるほどに真っ白だった。

　なるほどなぁ。




　　　４




　二人が呆ぼう然ぜんとしている中、変化は続いた。

　背中から純白の翼を広げた少女は、そのまま空中に浮き上がった。全身を亀きつ甲こう形がたに縛しばっていた白いベルトは千ち切ぎれ弾はじけ、赤と青のベルトは光となって少女の頭上を八の字に回る。かつては黒のエナメルベルトはいまやシルクの羽は衣ごろもとなり、己が白さに照り光る肌はだを優しく彩いろどり巡り、肌とは逆の漆しつ黒こくの髪かみが天てん然ねんの波にうねり舞う中、ますます輝く赤い瞳ひとみはあたかも皆かい既き日につ食しよく中の太陽のようだった。

　高たか久くがため息をついた。

　思い出したのだろう。

　無意識下かに、仕し舞まい込まれていた契約を。

「……してやられたってわけね」

「勘かん違ちがいしないで下さい」

　コウは高久に声をかけた。のろのろと、高久がコウを見る。

「日ひ奈なは先生の魂たましいを、悪あく魔まに渡すのを嫌がってました。先生が日奈を殺さなければ、こんな事にはならなかった。だからこれは、あなたが受ける当然の報い。俺の復ふく讐しゆうは」

　ポケットからナイフを取り出す。

「これからです」

　コウは少女の肩を引き、後ろに突き飛ばすと、

（ちょっとコウさ、え？　あ、きゃああ？）

　高久に向かって飛び掛かっていった。
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　コウが動くと同時に真ま嶋じまも動いた。しかし、それは予想の範はん囲い内ない。摑つかまれる瞬間、屈かがみ込んで思い切り真嶋の足を払う。転げ倒れた真嶋の弁べん慶けいの泣き所を蹴け飛とばすと、コウは少女が（予想通り）パニックに陥っているのを確認して再び高久に向かおうとして、

「止やめるんだ！」

　横から思わぬタックルを食らった。

《部長》だ。……《部長》が何故ここに？

　一瞬パニックになる。

（落ち着け、冷静になれ）

　畜ちく生しよう、何な故ぜ疑いもなく舞まい原はら妹いもうとを信じ込んだんだ、予想できて然しかるべきだったのに。

　コウは《部長》に押し倒されてもがきながら辺りを見回した。床の間の反対側の壁が外れ、舞原妹がこちらを見ていた。外に人ひと影かげは無い。コウは少女を見た。どーしましょうどーしましょうとあわてふためきながら目もく録ろくをめくっている。コウは真嶋を見た。目が合った。涙を浮かべ足を押さえながらも、既に立ち上がりかけている。コウは冷静に《部長》の様よう子すをうかがった。コウにむしゃぶりつき、なんとかナイフを取り上げようとしている。この三み束つか元もと生なりという男、ケンカが苦にが手てで暴力に脅おびえるくせに、その実じつ恐ろしく強い。それも努力の成果ではなく、天てん然ねん自然に強いのだ。まともにやれば、勝てない。冷静に状況を分ぶん析せきすると、コウは身体からだを回して《部長》の身体の下に入り、足で部長の腹を押さえた。しかし部長は頓とん着ちやくせず、そのままコウを押さえ込んでくる。

　コウはナイフの刃はを持つと、そのまま《部長》に手渡した。虚きよをつかれた《部長》がナイフの柄えを握った瞬間、その手を握り渾こん身しんの力を込めて自分の方に引き寄せる。ナイフの先がコウの胸に当たった。《部長》が止めなければそのまま突き刺さっていただろう。しかしコウは手を緩めない。《部長》は慌あわてて抵抗する。危険な拮きつ抗こう。

　他人には《部長》がコウを刺そうとしているように見えるだろう。実際は逆なのだが。

　復活した真ま嶋じまが慌てて《部長》の背中に飛びついた。ナイフでコウを刺そうとしている（ように見える）部長を引き離そうと力を込めた瞬間、コウは手の力を抜き足で思いきり《部長》の身体からだを押し飛ばした。コウと真嶋と《部長》、三人分の力は《部長》と真嶋をまとめて部屋の外へと吹き飛ばす。舞まい原ばる妹いもうとをも巻き込んで。コウはすかさず立ち上がり。

　──小鳥遊たかなしと向き合った。

（畜ちく生しよう、やはり、いた）

　小鳥遊恕じよ宇うは女だが、毎朝神しん道どう新あら鷹たか流りゆうとやらを鍛たん錬れんしているだけあって、これまた強い、コウよりも。膂りよ力りよくだけなら《部長》が上だが、小鳥遊は加えて頭も切れる。再びパニックが襲おそってくるのを感じ、コウは唇くちびるを嚙かんだ。

（落ち着け、冷静になれ）

　頭を回転させる。

　少女はまだパニック状態。が、いつ我に返るか分からない。我に返れば、コウが目的を果たす前に高久の魂たましいを奪ってしまうだろう。

　時間が無い。

　コウは後ろの気配をうかがった。真嶋も《部長》も、すぐに復活してくるだろう。

　仕方ない。

　ポケットから二本目のナイフを取り出す。

　狙うのは、真嶋。真嶋を本気で攻撃する。

　それしかない。

　真嶋の実力は未知数、しかし、いくら現役バレー部とはいえスポーツ選手、ケンカに慣れてるとは思えない。コウは運動部にこそ入ってないが、その珍ちん妙みような過去のお陰で色々修しゆ羅ら場ばをくぐっている。小中学生時代、毒や刃は物ものを平気で用いる子供相手にケンカしてきた、その経験は伊だ達てじゃない。

　真嶋の動脈を狙い、出血させる。

《部長》は止し血けつ法など知らないだろうから、小鳥遊が止血するしかない。《部長》だけが相手なら、何とかあしらえるかもしれない。

　コウは冷れい徹てつに決定を下した。

　決まれば、後は行動するのみ。

　下へ手たすれば致ち命めい傷しよう。ひどい行為だとは思うが、それでも、できない、とは思わない。

　小鳥遊たかなしと目が合う。

「本気の俺を、止められますかな」

　感情を込めず、コウ。

「……いや。でもな」

　小鳥遊の、妙に落ち着いた声。

「恋人が人殺しになるのを、日ひ奈なが望むと思うか？　喜ぶと思うのか？」

「バカかお前は」コウは嗤わらった。

「何やったって、死人は喜ばねーよ」

「……そうだな」

　困ったように、でも小鳥遊は微笑ほほえんだ。

「……それでも私は、日奈を、あいつを悲しませたくないんだ」

　小鳥遊はポケットから蝶ちよう々ちようナイフを取り出した。先に髪かみを切った奴やつ。ぎこちない手つきで刃はを開き。

　高たか久くの方へと歩き出す。

　完全に虚きよを突かれたコウは、《部長》と真ま嶋じまに押し倒された。二人とも、小鳥遊の行動には気づいていない。コウは今度こそ本物のパニックに襲おそわれた。暴れ、もがき、転げ回るが二人の体重からは逃れられない。

　目だけが小鳥遊に追いつく。

　恕じよとは慈じ愛あい、宇うは空間。小鳥遊恕宇という世にも優しい名を持つ少女は、高久の胸を摑つかむと、右手をゆっくりと振り上げた。

　高久は、微笑ほほえんでいる。

　コウの口から、声にならぬ叫びが上がる。

　小鳥遊の右手が、重力の命ずるままに振り落とされていった。
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「分かりました！」

　小鳥遊の手が振り落とされた瞬間、赤と青の光が走った。と。

「あいたぁ？」

　いつの間にか少女が高久の前にいて、その肩にナイフが突き刺さっている。

　少女は無言、泣きそうな顔で小鳥遊を見上げた。

「あう……あ、いや、ご、ごめん……」

　激しく狼ろう狽ばいし、小鳥遊は傷きず口ぐちを押さえながらナイフを引き抜いた。が、刃に、血は一いつ滴てきもついてない。それどころか、傷口そのものが消えている。

　少女はいいんですと首を振ると、コウに向かって手を振った。

「見ててくださいねっ！」

　唐とう突とつに、高たか久くの頰ほおを張る。どれほどの力を込めたのだろう、高久の首が一回転した。顔かお自体はもとの位置に戻っているが、深刻なダメージがあったのは一目瞭りよう然ぜん、しかも張られた側がわの眼球が飛び出して、反動のままに頰ほおの辺りをぶらぶらしているではないか。

　……が、生きている。

　小鳥遊たかなしが、その場にへなへなと座り込んだ。慌あわてて駆かけ寄り肩を抱く。

　高久は、何が起きたか分からない、といった具合に少女を見ている。少女は笑みの消えたその口に指を突っ込むと、

「痛みは消してありますから、しばらく我慢してくださいねっ」

　下した顎あごを引き裂いた。胸の辺りまで落ちた下顎からは、しかし血が一いつ滴てきも流れ出て来ない。少女はうんと頷うなずくと、今度は耳を引き千ち切ぎった。いや、神経のようなものが傷から伸びて耳を身体からだにつなげていて、しかもやはり無む血けつ状態。今度は手を、そして足を、と、思わず描写を控えずにはいられない、少女の、──肉体改かい造ぞう、は続く。

　少女の声が聞こえた。

「復ふく讐しゆうを望む人のほとんどは、相手の死を望んでいる訳わけじゃないんです。本当は、相手が苦しむのを見たがってる、だからこーんな目にあわせてあげれば、復讐心は満足するとマニュアルにありました。だから、もう少し我慢してくださいね。痛くはしませんから」

　奇妙な音が、いや声が、かつて高久の喉のどがあった辺りから聞こえた。コウは見入られたようになっている小鳥遊の顔を自分の胸に押し当て、視し線せんを遮さえぎった。抵抗はない。後ろを見る。《部長》が同じようにして、放心している真ま嶋じまを抱き締しめ自分も目をつぶっている。いやどうやら、気き絶ぜつしてしまったらしい。その後ろでは舞まい原ばる妹いもうとが、しかしこちらは明らかに自分の意志で、惨さん劇げきを見つめていた。

　コウの視線に気づき。

　微笑ほほえんだ。

　首を振り、促す。

　そうだ。

　コウは視線を少女に戻した。多少手て順じゆんが狂ったとはいえ、これはコウの望んだ結末だ。

　見届けなければならない。

　鶏とりを絞しめられない者に、鶏肉を食べる資格はない──。

　高久──だったモノと、目が合う。恐怖に歪ゆがんだ、しかし理性を湛たたえた目と。

　コウは微笑みを浮かべた。

　おい、知ってるか？　魂たましいを奪われるというのは死ぬ事じゃ無く、永遠に生き続ける事だそうだ。日ひ奈なを殺したお前には、丁ちよう度どいい、永遠に償つぐなって貰もらわなければ、俺の気は晴れないからな。出来れば俺おれ自身の手で、永遠に残る傷を、苦しみを与えてやりたかったが、やっぱりモチはモチ屋、プロの技は違うなぁ。

　これが俺の復ふく讐しゆうだ。

　永遠の時間があれば。

　俺から日ひ奈なを奪った事を。

　いつかは後こう悔かいしてくれるだろう。

　おい、知ってるか？　復讐という料理は冷ませば冷ますほど美味くなるそうだ。お前はこれから永遠に、俺のために冷めていくんだ──コウは最後まで微笑ほほえみを浮かべ、高たか久くを眺ながめ続けた。それでも、少女がこれでいいですか、満足していただけましたかと聞いた時には、急いで首を振ったのだった。




　では、と少女は高久だった肉体に手を翳かざした。

　頭上に八の字の軌き跡せきを描いていた赤と青の光が、手を伝わり肉にく塊かいの回りを回転し出す。赤と青の高速回転に包まれ、肉塊は白熱し、形はそのまま縮小を始める。

　あっという間に、肉塊は卵程ほどに小さくなった。

「我が王よ、今、御み許もとにしもべを送ります」

　目もく録ろくを掲げ、開く少女。そこには七色に光る空間が広がっている。

「ベルゼバブ様、御ご照しよう覧らん！」

[image: ]

　叫ぶと同時に、少女は開いたページ──空間を、小さな高たか久くに叩たたきつける。そして本を持ち上げる。と、もうそこには何も無い──。

　全員、固かた唾ずを吞のんで見守る中──。

「……いや、あの、これだけなんですけど」

　……こうして、事件は幕を閉じた。悪あく魔まと魔法のカメラの事件は、それ相そう応おうの幕切れを迎えたのだった。




　でも物語は、もう少しだけ続く──。







第五幕　終幕／誘惑／結末
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《部長》のプレハブに場所を移し、夜だしいいかという事で、一同は宴えん会かいに突入した。

「……全すべて、話して貰もらうぞ」

　小鳥遊たかなしらに詰め寄られ、コウは話した。カメラの事、悪あく魔まの事、日ひ奈なの死、全て……。

「まさか知らない間に、そんな事が起きていたとは……」

　大きく一つため息をつき、《部長》は少女を見た。

「ところで君は、悪魔なのだな？　本物の」

「はい」

「みークルに入らないか？」

　一同はずっこけた。（勿もち論ろん舞まい原ばる妹いもうとは除く）

　頭を振りつつ、小鳥遊、

「……お前なぁ」

「何だ？　悪あく魔まだぞ？　いかにもみークル向きの人材ではないか」

「みークル向きって……どんな部活だ、そりゃ」

「あんたらねぇ、もっと真ま面じ目めな会話できないの？」

　首を振る真ま嶋じま。ちなみに真嶋と部長、同じクラス同士らしい。

「そう言えば、お前もだぞ、真嶋アヤ。何な故ぜそんなみークル向きの事件に巻き込まれていながら、黙っているんだ。ああ、僕の活動はいまだに世間に認められていないのか。いつになったら僕は、三み束つか元もと生なりを名乗れるんだろう」

「勝かつ手てに名乗れ。……にしても、高たか久くを殺そうなんてやり過ぎだ。お前はそれでも、日ひ奈なの恋人か？　日奈の事を分かってない」

「だからあ、傷つけるだけで殺すつもりはなかったんだよ。それをてめー、何だよ、おいしいトコだけ持って行こうとしやがって」

「当然だ。日奈を想う気持ちでは、私は誰だれにも負けないのだ」

「……みークルって……」

　真嶋は、コウを始め全員が全く普通？　に振る舞っている事に困こん惑わくしている。彼女は分かっていない、みークルの人間は本質的にアウトロウだという事を。アウトロウとは、どんな時にも自分のペースを崩さないもの。

「ところで、警察に連絡は？」と《部長》。

「その件は私が善ぜん処しよします」

　……善処？

　舞まい原ばる妹いもうとは飲み物を作り、少女に渡した。作ると言っても、少女は某ぼう飲料を割る為ために使う炭酸水をそのまま飲んでいる。

「……それで、高たか久くの魂たましいをこの子に引き渡した、その目的は何ですか？」

「そんなの、復ふく讐しゆうに決まってるじゃない」

「先せん輩ぱいは分かってないな。この男はついでに復讐する事はあっても、それ自体を目的にするような陳ちん腐ぷな人間じゃないんだ」

「そうとも。僕のみークルの為だ」

　小鳥遊たかなしは《部長》を無視しコウを睨にらんだ。

「言え、何を企んでる？」

「分かってるくせにぃ」

　口くち元もとを斜めにする。

　小鳥遊と舞原妹が、同時に言った。

「日奈はそんなの、望まない」

「冬ふゆ月つきはそれを望まないでしょう」

　コウは口を開いた。同時にドアも開いた。

「やっぱり、みんなだ。どーしたの？」

　シンとなる。

　入って来たのは舞まい原ばる姉あね。コウを見、顔を真っ赤にすると妹の隣に座る。妹は顔色を変えず、姉の為ためにグラスを取った。

「友達の家に、行っていたのでは？」

「面白くなくて帰ってきた。ええと……」

「紹介しよう。こいつは真ま嶋じまアヤ。こっちは悪あく魔まの少女だ」

　コウと小鳥遊たかなしの張り手が飛んだ。

「何をするんだっ。痛いじゃないか」

「……らしくないな、《部長》。お前とした事が、この子の本質を認めないなんて」

　部長は見るからに狼ろう狽ばいした。少女を見、

「何て事だ、済まない、てっきり悪魔、だけだとばかり。……君の名前は？」

「名前、ですか？　名前は……まだ」

「アトリだ」

　少女の言葉を遮さえぎるように、小鳥遊はその言葉を紡つむぎ出した。コウはぎょっとし小鳥遊を見る。小鳥遊はコウの視し線せんにも平然と、

「アトリ」再び繰り返す。

「アトリ、ですか？」

　少女は照れたようにうつむいた。

「そうですね、仕事もできたし。もう名乗っても、いいですよね」

「悪魔のアトリ、か。よし、忘れないぞ。悪魔のアトリの少女よ」

「アクマノ・アトリ？　変な名前ね」

　容よう赦しやない姫ひめの突っ込み。

「……でも、アクマノアトリって、どっかで聞いたような……」

「うん」コウは頷うなずいた。

「俺の妹と、同じ名前なんだ」

　一瞬、場が静まり返る。

「……ま、そーゆーエンだから。年とし格好も同じくらいだし、ほっとけなくてな。よろしく面めん倒どう見みてやってくれ」

　何な故ぜ小鳥遊は、妹の名をつけたのだろう。

　小鳥遊は飄ひよう々ひようと某ぼう飲料を口に運んでいる。

　亜あ鳥とり。消えた妹の名前。

「冬ふゆ月つきさんが死んじゃって、そしたら妹さんと同じ名前の人が……。すごい偶ぐう然ぜんね」

　あんたね、と呆あきれたように窘たしなめる真ま嶋じまの声は聞こえていなかった。唐とう突とつに強い涙の奔ほん流りゆうが胸に込み上げ、首を上のぼり、目に押し寄せ、

（泣かない、泣かない、絶対泣かない！）

　コウはプレハブの外に転がり出た。




　プレハブの外に転がり出ると、コウは腹を押さえ搔かき毟むしり、額ひたいを地面につけて這はい回った。これまで出会った事のないぐらい巨大な、涙の発ほつ作さだった。ダムの決けつ壊かいだ。拳こぶしを堅く握り締しめ、額ひたいを地面に打ち付ける。やばい、この発作は致命的だ、今いま泣いてしまえばもう止まらない、折せつ角かく今まで溜ため込んで来たものが一気に溢あふれ出てしまう。……駄だ目めだ、それだけは、絶対にそれだけは──。

（……手に取れ）

　背後でドアノブの回る音がした。

　尋じん常じようじゃない出方をしてしまったから、恐らく誰だれかが様よう子すを見に来たのだろう。畜ちく生しよう、こんな所を、人に見られていいのか？

（手に取れ）

　妙な声が聞こえた気がして、コウは乾き切った眼がん窩かを向けた。目の前に、カメラがある。……何な故ぜ狙い撃ちピンホールシヨツトがこんな所に？　しかもリンゴだった。……リンゴ？　いや、どう見てもカメラ。何でリンゴがカメラに見えるのだろう。いや違う、あれはカメラだ。……リンゴ？

（手に取れ！）

　コウは、……カリメンラゴを手に取った。

　突然、音が消えた。風が、あらゆるものの輝きが消える。コウは背後を振り返った。ドアが開きかけ、誰だれかの手と髪かみが見えていたが、しかしそれ以上動かない。微び動どうだにせず、不自然極きわまりない形で固まっている。

　まるで時間が止まったみたいに。

（堂どう島じまコウ）

　心の中に、声が響ひびく。

（悪魔を騙し願いを叶えたお前は、悪魔の試練を受けねばならない。何故なら神は、人間の自由意志を尊ばれるから──）

　手の内にあるリンゴ、いや《ピンホールショット》から、聞こえてくるその声は──。

「……！」

　光が走り、コウの身体からだは無くなり──。




　　　２




　そこは、学校の教室の中だった。そこは私立徒あだし原ばら中学校の三年Ｂ組で、コウは友達に《ザ・ブルマ》と呼ばれからかわれていた。

（これは……俺は今、山やま崎ざきの中にいるのか？）

　事の発ほつ端たんは女子のブルマが盗まれた事で、彼はその犯人にされたのである。それはすぐに誤ご解かいだと判明したが、その後もクラスメイトは彼の事を《ザ・ブルマ》と呼び続けた。そして、それまで勉強も運動もでき過ぎて近寄りがたい奴やつだとクラスメイトに敬けい遠えんされていた彼は、《ザ・ブルマ》と呼ばれからかわれる事で、初めて友達らしい友達と友達的な時間／空間を過ごせた。そう、彼は勉強もでき運動もでき顔もそれなりにいい《完かん璧ぺき》な印象を与える人間で、そして彼の持つそうしたイメージは彼自身をもそうあるように拘こう束そくし、それゆえ彼は周囲から孤立していた。《ザ・ブルマ》という呼び名は、完璧超ちよう人じんである彼を卑ひ俗ぞくな人間へと変え周囲に溶け込ませる魔法の呪じゆ文もんだったのだ。

　だから彼は生徒から教師になっても、《ザ・ブルマ》と呼ばれたがった。近寄りがたい偶ぐう像ぞうではなく卑ひ俗ぞくな人間になりたかった。教育と環境により建前でしか語れなくなった彼の、それは心の底からの願いだった。

《知恵の実》にさえ出会わなければ、彼は夢を夢としたまま、生徒から慕したわれる先生として生き続けていただろう。誰だれにも本当の自分を、分かって貰もらえないままで──。

（……これは、《ピンホールショット》が吸収した、手に触れた者の経験……）

（なんでこんなの、俺に見せる……）

　気が付くとコウは、机に向かって卒業文集に載せる作文を書いていた。

　題は、「将来の夢」。

（これは……高たか久く。高校生の高久の……）

　シャーペンが紡つむぐ少女の夢を、コウは高久の目の中で見る。

（──私は保健室で先生をしたい。生徒の身体からだだけでなく、心のケアもできるような、そんな先生になりたい。ただ弱いというだけで、辛い思いをしている人に、少しでも力になってあげたい……）

　中学生の時の、二年に渡る辛い脅きよう迫はくの体験が、彼女にそんな夢を持たせた。

《知恵の実》にさえ出会わなければ、彼女はその夢を叶かなえてたくさんの生徒を救えたかもしれない。少なくとも彼女は、真ま嶋じまの異常に気づいてあげられたのだから。初めは本当に、真嶋を助けようとしていたのだから。

　だが《知恵の実》は、彼女の心の奥おく底ぞこの本当の願いを掘り起こし、

　彼女はそれを諦あきらめられなかった。

（何な故ぜだ、何故こんなものを俺に見せる！）

　気が付くとコウは自宅にいて、魂たましいについて語る悪あく魔まの少女をぼんやりと見ていた。そう、昨日きのうの夜のあの時、魂を奪われた人間は永遠に生き続けると聞き、コウは復ふく讐しゆうを決意したのだ、悪魔の力を使って、高たか久くに永遠の苦しみを味わわせてやろうと。

（お前は悪魔の力を借りて望みを叶かなえた……そうだろう？　堂どう島じまコウ）

　頭の中に響ひびく声。

「……ああ、そうかもしれないな。だからなんだ？　魂をよこせとでも？　俺はそんな契約をした覚えはないぜ？」

（……そしてお前はこれからも悪魔を利用し、自分の願いを叶えようとしている……）

　頭の中の声が、優しい女性の声になる。それは──。

（悪い事は言わない、引き返しなさい。君はまだ知らないの、悪魔の、誘ゆう惑わくの本当の恐ろしさを）

「日ひ奈なの声か」コウは笑った。

「生憎あいにくだが、俺は引き返さない。俺は必ず、日奈を生き返らせてみせる」

（あたしはそんなの、望まない）

「死者は何も望めないさ。悔しかったら生き返ってみろ」

（君の魂を代償にして、あたしが喜ぶと思う？）

「俺は」

《こいつは魂なんか代償にする気はないのさ》

　割り込んでくる、キーキーした子供声。

《こいつは、あの少女を上う手まく誘ゆう導どうして復ふく讐しゆうを果たしたように、うまく《知恵の実》を手に入れる段取りをつけたように、高久が後一歩のところまでいったように、自分の知恵で悪魔を騙だまし魂を渡さずに日奈を生き返らせるつもりなんだ。自分にはそれができると思っているんだ。……全く、人間ってのはなんて傲ごう慢まんでずる賢いんだろうな》

（でも人間にはそれができる）

《ああ人間にはそれができる。神は人を愛しているから。結局のところ》

（悪魔は人間には勝てない。だから）

《悪魔はただ、知恵の実を勧める。人を打ち負かすのではなく》

（その自由意思を偏へん向こうさせる。……そう、堕だ落らく。ああ、堂どう島じまコウ、引き返しなさい。さもないと、君は）




《悪魔の真の恐ろしさを、自らの身で知る事になる──》




「引き返せるもんか」

　それはコウの声だった。コウはてっきり、自分が発したものだと思った。が、違う。目の前で話し続けていた少女が、いつの間にか口を閉じ、こちらを凝ぎよう視ししている。

　唐とう突とつに闇やみが降り、全くの暗くら闇やみの中、コウは少女と対たい峙じしていた。少女？　いや違う、立ち上がった少女はコウと同じくらいの背丈、同じくらいの年ねん齢れいに成長し、闇の中で首を振った。緩やかに流れる長い黒くろ髪かみが切れて飛び散り、闇に同化し、次の瞬間マントとなって少女を覆おおう。少女？　いや違う、それはいまやマントを羽は織おった堂どう島じまコウの姿となって、コウ本人と向き合っている。

「お前はなんだ？」コウは尋たずねた。

「俺は悪あく魔まさ」コウは答えた。マントの大きな襟えりをたて、

「まだそのものじゃないけれど、悪魔のミカタをするものさ」

「ふざけるな」

（ふざけてなどない）

　耳に聞こえていた声が、再び頭の中に響ひびく。しかし声はコウのまま、

（堂島コウ、お前は悪魔にとって悪魔だ。お前は悪魔を騙だまし、悪魔の上をいき、悪魔を好き勝かつ手て利用して自分の欲望を満たしでも魂は渡さない、そんな事を企んでいる恐るべき人間だ）

「……」

（そしてそれはそのまま、お前の恐るべき可能性となる。お前はいずれ日ひ奈なを生き返らせ、あるいは妹を見つけ、母をも生き返らせ、地位名めい誉よ財宝を手に入れてしかし魂たましいは支払わない、それだけの事をする知恵と力と運を持った人間となるかもしれない）

「……照れるなぁ」

　何となく気持ち悪い予感に、辺りを見渡してみる。勿もち論ろん周囲は黒一色、上も下も分からない。

「そんなに誉ほめても何も出ないぞ。……いったい何が言いたいんだ？」

（魂とは可能性、可能性とはエネルギー。《知恵の実》は所有者の持つ他の全すべての可能性を切り捨て夢を叶かなえる可能性だけを残す事で、所有者の夢を実現させる。切り捨てられた可能性はエネルギーに変換され、新たな《知恵の実》のエネルギーとなる。つまり、魂こそが《知恵の実》の動力なのだ。魂を引き渡さずに願いを叶かなえ続ければいずれエネルギーは尽き、《知恵の実》そのものが失われてしまう。即すなわちコウ、お前の持つ可能性は《知恵の実》の存在を破壊しかねない、悪魔の存在理由そのものを揺るがしかねないモノなのだ）

「そんな大おお袈げ裟さな」コウは苦く笑しようした。

「えらく持ち上げてくれるが、可能性っつー話しなら、誰だれでも持ってるもんだろうが。そんなおだてにゃ乗らないぜ？」

（おだて？）

（悪魔はヒトを見くびらない）

（大だい体たいお前は、そのつもりでいるのだろう？　魂を渡さずに、日奈を生き返らせてやろう、そう考えてはいないのか？）

　コウは、……押し黙った。

　さっき、日ひ奈なの声が言っていた事を

《悪魔の真の恐ろしさを、自らの身で知る事になる──》

　思い出し、頭を搔かく。口くち元もとを斜めにし、

「ひょっとして俺、殺されるわけ？」

（まさか）

　頭の中で笑声が響ひびく。

（悪あく魔まは契約と自由意志を尊ぶ。……堂どう島じまコウ、我らは友人になれる。我々はそう、考えているのだよ）

「……友人？」

　突然、心臓が鼓こ動どうを打ち始めた。早く、高く、急を告げるように。いけない、と胸の奥で誰だれかが呟つぶやく。堂島コウ、お前はここで引き返さなければならない。さもなければ、お前は悪魔の真の恐ろしさを知る事に──。

（さぁ）

　マントをつけたコウが、右手を差し出した。

　手のひらには小さなリンゴの模型が一つ。

「これは」

　リンゴは表面に血管のようなものが走っており、どくんどくんと脈打っていた。それにあわせ、コウの心しん拍ぱくがさらに速まる。触れる前から、コウはそれが何か分かった。それに触れてはいけない、と心が警告を発する。ああ、何故ならそれは、悪魔の本質を教える恐ろしいものだから。

（だからコウ、悪魔は君にこれを差し出す。悪魔が君の──そう、友達である事を証明する為ために。我々は仲間であり、同士であり、共存できるのだ──）

　手のひらの上で、コウの鼓こ動どうに合わせどくどくどくと脈みやく動どうを速めるリンゴの模型。

　コウの右手が勝かつ手てに動き、それを受け取った。

　たちまち音と映像が、頭の中に溢あふれ出す──。




　まだ名もない、《そＩれｔ》と呼ばれるその《知恵の実》は




　百八量の魂エネルギーを回収する事で、死者を生き返らせ得る《知恵の実》となる──。




「……じょう、……だん、だろ？」

（冗じよう談だんではない。それは本物だ。その通りに機能する）

　嬉うれしそうな悪あく魔まの、いや堂どう島じまコウの声。

「ふざけるな……こんな……」

（勿もち論ろん《そＩれｔ》を使わなくても、いずれ君は偶ぐう然ぜん別の《知恵の実》に出会い、うまく知恵比くらべに勝って、魂たましいを代だい償しようにせずに日ひ奈なを生き返らせられるかもしれない。だがしかし、そう上手くはいかない可能性も確かに存在するのだ。だが《そＩれｔ》は、確実に冬月日奈を生き返らせられる。それも、君自身の魂を、引き換えにせずに）

「そんな……」

（我々は《そＩれｔ》を君に与えよう）

　悪魔の声が脳のう裏りに囁ささやく。

（君自身が悪魔となり、人間の魂を《そＩれｔ》に回収するのだ。そうすれば君は自身を犠ぎ牲せいにする事無く、しかも確実に冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせられる。我らが損する事もない。君は悪魔の仲間となって、自分の欲望を叶かなえる為ために他人の魂を奪うのだ──）

　他人の魂を使って──。

「……っ、ふざけるな！」コウは叫んだ。

「確かに、魂を渡さずに済めばいい、だが、それはあくまで自分の力、賭かけるのは、あくまで自分の魂だ！　他人の魂を使うなんて、そんな、そんな……」

（かっこつけるな、堂島コウ）

（お前が高たか久くにした事、そしてこれからしようとしている事と、結果的には同じ事だ。ただ、得た魂を我らに渡すのではなく、《そＩれｔ》に入れ、自ら使うだけの事。ただそれだけで、堂島コウ、君の願いは必ず叶かない、悪魔が損する事もない。こんな──）

「黙れ！」

　コウは右手を振り上げ、リンゴ──《そＩれｔ》を地面に叩たたき付けようとした。が、地面がない。

　──もっとも、地面があったとしても、叩き付けられたかどうかは分からない。

　振り上げた腕は頂点で止まり、それ以上動かなかった。

　そんなこと、間違っている。

　でも、でも──。

（壊すのか？）面白そうな自分の声。

（確かにお前なら《そＩれｔ》を使わなくても、別の《知恵の実》に出会い、高久以上に上う手まくやって、代だい償しようを払わずに日奈を蘇よみがえらせられるかもしれない）

（それこそが人間として歩むべき、正しい道どう程ていかもしれない）

（だが、上手くやれないかもしれない）

（そもそも出会えないかもしれない）

「いいや、出会える」

　コウは呟つぶやいた。そうとも、俺は必ず出会える。出会って、いや、探し出してみせる。俺ならきっと、それができる。だからこそ、悪あく魔まは俺にこんなものを渡そうとしているんだ、知恵比くらべで勝てないから、

（そうとも。悪魔はヒトを見くびらない。悪魔はお前に勝てないだろう）

　こんなものに、頼る必要は──

（そうとも、堂どう島じまコウ、お前にはこんなもの、必要ないだろう。断言しよう、堂島コウ、お前には可能性がある。素晴らしい可能性が。だがしかし、あくまでそれは可能性に過ぎない──）

　可能性。

（《そＩれｔ》を壊すというなら、構わない、堂島コウ、壊すがいい）

　──確定しない未来と。

　すでに在ある、現実──。

（選ぶがいい、堂島コウ。あくまで己が可ち能か性らを信じ、ヒトとして歩み続けるか、その可ち能か性らを放棄して、堕だ天てんの翼つばさをその身に得るか）

（選ぶがいい、堂島コウ。己の意い思しで。我々は強制しない──）

（全すべては己の自由意志──）

（神が与えた、エデンの試練……）

　自らの持つ可能性と、それを奪う悪魔の誘ゆう惑わく──。




《君は悪魔の恐ろしさを、自らの身で知る事になる──》




　永遠とも思えるひと時、

　コウは、手の中で高く脈打つリンゴの模型を眺ながめていた。

　そして、呟つぶやく。

「……自由……意い志し……」

「……自由意思？」

　マントを着た、コウが笑った。声が頭の中でなく、耳を震わせ入ってくる。

「やりたい事があり、それが何か分かってるなら、やる事は一つだけじゃん」

「……そうだな」

　オリジナル・コウも笑った。

　一番の願いを叶かなえる為ために。

　二番目以降の全すべてを捨てる。

　それが悪魔の《契約》──。

「悪魔って、怖いなぁ」

　独り言のように、呟つぶやく。

「俺も日ひ奈なを生き返らせるって誓ちかった時から、いろいろ覚悟してたつもりだったけど……これは予想外だった。さすがというか、なんつーか」

「でもお前は誓ったんだ」コウが言う。

「日ひ奈なを、生き返らせるって。……だろ？」

「ああ」コウは頷うなずいた。

「その為ためなら、なんでもするさ……そうだろう？」

「そうだ」

　迷う事など何もない。

　コウは右手を握り締しめた。リンゴの模型は冷たかった。脈打つ感触もない。──気が付くと、コウはマントを羽は織おっていた。大きな襟えりが頰ほおをくすぐる。目の前に、さっきまで自分が着ていた服を着ているコウがいる。……俺だ。コウはおかしくなった。

「……一言、いいか？」

「ああ」

「この、悪あく魔ま」

　コウはコウを殴なぐり飛ばした。火花が飛び、目の前が真っ白になり──。
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　血の味が口に滲にじんだ。

「……何やってるの？」と、舞まい原ばる姉あねの声。

　ドアの閉まるばたん、という音に、コウは我に返った。気が付くと地面に座り込んでいて、何な故ぜかリンゴの模型を齧かじっている。

　ぽりぽりと鼻を搔かき、辺りを見回す。

　あの凄すさまじい、涙の発ほつ作さは完全に消えている。

　手の中にある、表面に血管の走る小さなリンゴの模型。手のひらの上でそれは、あたかも心臓のように脈打っている、気がする。勿もち論ろん、脈打ってなどいないが。

　──あれは、夢ではない。

　これがあるのが何よりの証しよう拠こ。

　舞原姉の視線に気づき、コウはリンゴをさりげなくポケットに隠した。地面に落ちたカメラを拾い、後ろ手に持って、

「……ああ、いや、お腹が空すいてね」

「でもそれって、偽にせ物ものでしょう？」

　畜ちく生しよう、やっぱり見られていたか。

「……腹が減ってりゃ何でも美味おいしいさ」

　舞まい原ばる姉あねはやれやれしょーがないなぁ、とでもいうように首を振った。

「リンゴなら、本物がうちにあるわよ。待ってて」

　言うや否や母おも屋やに向かって走っていく。

「お～い……」

　……コウは頭を搔かいた。バカな言い訳をしてしまった自分も自分だが、素直に信じる方も信じる方だ。ある意味凄すごい。お嬢じよう様には、滅めつ多たな事言えないなぁ。

　プレハブに戻る。舞原妹いもうとが、手を振り上げて《部長》を脅おどかしていた。

「今度姉を巻き込むような事を言ったら、グーで殴なぐります」

「絶対しない、約束しよう」

　顔面を蒼そう白はくにして、《部長》。さっきまでコウを止めようとしていた男と同一人じん物ぶつとはとても思えない。

「……ま、怪かい力りき乱らん神しん語るべからず。ましてや悪あく魔ま、秘ひしてこそだな」

　小鳥遊たかなしの言葉に真ま嶋じまも頷うなずく。

　アトリが泣きそうな表情、

「巻き込むって、……あたしはいったい、なんなんですかぁ？」

　悪魔だろ！　と各おの々おの、心の中でツッコむ。

「では、これからどうするか、ですが」

　舞原妹はアトリを見た。

「まず……今ならどんな姿にもなれる、というのは、本当ですか？」

「はい！　見た事ある姿なら、すぐに変身できます！」

「では、高たか久くに変身してみて下さい」

「はい！」

　勢い良く返事すると、身体からだ中から光を発し、次の瞬間、

「どうです？」生前？　の高久の姿。

「おお、凄すごい！」拍手が起こる。

「……へへぇ、そうですか？　アストラル体たいですから、触れられるとバレちゃいますが」

「……では、その姿でこの家を出て、駅のトイレにでも入り、誰だれにも見られない所で元の姿に戻り、ここに戻ってくる。できますね？」

「……はい。できますと、思いますけど……」

「……いいのかな、それで……」

　真嶋が呟つぶやいた。

　誰だれも、答えなかった。

「それでは、行ってください」

「え？　今ですか？」

「急がなければ、姉が戻ってしまいます」

　少女──高たか久くの姿だけど──はコウを見た。名残なごり惜しそうに、何か言いたげに。

「……何だよ」

「あ、あの……、そのですね、その……ぅ」

「……取とり敢あえず、今は行ってこい」

　コウはしっしっと手を振った。

「後の事は後で話そう。終わったら、俺んちに戻ってろ」

「……いいんですか？」ぱっと、顔を輝かせる。

「勿もち論ろんさ」きらん、と歯を輝かせる。

「俺達は、パートナーだろ？　そう約束したじゃないか。ほら行け。……言っとくが、俺の部屋のあの電化製品には、触さわンなよ」

「はい！」

　嬉うれしそうに返事すると、アトリは外へと飛び出して行った。それを見送ると、コウは向き直り、真ま嶋じまと小鳥遊たかなし、そして舞まい原ばる妹いもうとの顔を順々に眺ながめた。

《部長》はどうでもいい。

　……つーか寝てるし。

「そーゆーわけだから」コウは頭を搔かいた。

「俺は今後も、悪あく魔まに協力する事になる。悪魔のミカタとなる──日ひ奈なを生き返らせるために」

「自分の魂たましいを引き換えにして、か」

「渡さないで済むんなら、それに越した事はないけどな。一応その覚かく悟ごもしてる」

　ポケットの中で、小さなリンゴが脈みやく動どうした。

「……とにかく、俺はやる」

　諦あきらめる気はないのか、なんて誰だれも聞かない。

「……それが、どういう事だか分かってるんだな？」

「勿もち論ろん」小鳥遊を見る。

　それは、魂を悪魔に売り渡す事。

「……危険な事よ」

「あるいはね」真嶋を見る。

　自分は勿論自分に関かかわる全すべての人を、危険にさらしかねない運命。

「大きな貸しになりますよ」

「分かってるって」舞原妹を見、苦く笑しよう。

「無理に手伝えとは言えない。リスクが大きすぎるから。でも俺は、自分は好き勝かつ手てやりながら、お前らには迷めい惑わくをかけない、なんて器き用ような事、できない。だから、その覚悟だけはしておいてくれ」

　なんつー言い草だ。

　コウは口くち元もとを歪ゆがめた。

　小鳥遊たかなしは無言でコウを見、

　真ま嶋じまはうつむいている。

　舞まい原ばる妹いもうとが口を開いた時、ドアが開いた。

「リンゴ、持って来たわよ」

　舞原姉あね、そして後ろに若いメイドが続く。お盆ぼんの上に十個程ほど、赤々としたリンゴを乗せて。

　コウは思わず吹き出した。

「こりゃいいや、旨うまそう。ホントに食べたくなってきた」

　一個取り、ズボンでごしごし擦こする。余よ計けい汚れた可能性は無きにしもあらずだが、まあいいか。

「……私も、いただきましょう」

　舞原妹も手を伸ばした。小こ声ごえで付け足す。

「リスクは大きそうですが、得るものも大きそうです」

　メイドが慌あわてて遮さえぎる。

「いけません。今、皮を剝むきますから」

「このままでいいわ」

「駄だ目めです。いくら無む農薬とはいえ、お嬢じよう様が皮付きを食べるなんてモッテのホカです」

「へぇ」皮ひ肉にくっぽく笑い、真嶋が一つ、手に取った。

「じゃあ、庶しよ民みんとして一個。……あの人には、借りがある。命を救って貰もらった借りが」

　それは違うとコウが口を開きかけた時、

「……おお、気が利くじゃないか」

　眠たそうな顔のままノソノソと起き上がり、《部長》が一つ、取った。

「良く分かったな。腹が減っていたんだ」

「……みんな、そんなにリンゴ食べたかったの？」何な故ぜか得意そうに、舞原姉。

「早く言えば良かったのに。みん、あたしにも一個剝むいて」

　はい、と嬉うれしそうなメイドさん。

　小鳥遊が、呟つぶやいた。

「……分からない」

　全員の注目の中、赤い果実を凝ぎよう視ししている。

「……正しいか、間違ってるか。……だが一つだけ、分かっている事がある」

「何よ」と真嶋。

「私が日ひ奈なを好きだという事」

　一瞬躊ちゆう躇ちよし、だが手を伸ばし、小鳥遊たかなしもまた果実を取った。口くち元もとを斜めにし、

「よく考えればチャンスだし、な。今度という今度こそ、日奈もこの男に、愛想をつかしただろう」

　コウは顔を赤くして、おずおずと告げた。

「あの……みなさん、……俺は本当に、リンゴを食べたかっただけだから、あんまり深ふか読よみしないで……」

「では、いただきましょう」

　舞まい原ばる妹いもうとの合図で、全員がリンゴを齧かじった。

　果か肉にくはしゃきっと新鮮で。

　中にはミツが入ってる。

　舌に優しく心地良い、甘い甘いミツの味。

　ミツの入った果実はとても、美味かった。
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　結局。

　山やま崎ざき誠せい一いち殺しの犯人は高たか久く直なお子こと断定された。凶きよう器きに使われた針と聴ちよう診しん器きが発見されたのだ。針は体育館の床の隙すき間まに落とし込んであり、聴診器はプールの排はい水すい溝こうにあった。

　だが、高久直子の行方ゆくえは、ようとして知れない。

　冬休みを利用し、コウは《ザ・ブルマ》の友人の元を訪れた。《ピンホールショット》に触れた時見たものが、夢なのか現実なのかを確かめる為ために。

　山崎は、確かに中学時代の事件が元で《ザ・ブルマ》と呼ばれるようになっていた。

　山崎誠一の死を聞いた時、かつての友人達はそれが誰だれなのか分からなかった。それが《ザ・ブルマ》の事だと聞いて、彼らは二度驚おどろいた。まずはその死に。次にその名に。

「あいつ、先生になっても、まだそのあだ名で呼ばれてたのか」

　コウが帰った後も、彼らは一ひと頻しきり《ザ・ブルマ》について話していたが、やがて忘れた。生徒に《ザ・ブルマ》と呼ばれたがった人間の人生は、それで完全に終わった。




　コウは高久の両親も訪ねた。そして、あの時見た卒業文集の現物を見せて貰もらった。

　真ま嶋じまも一緒だった。

　二人は高久の卒業文集を見た。自分達と同じ年ねん齢れいの高久の、将来の夢を見た。高久の過去を知る者だけが推おし量はかれる少女の傷と決意と未来とが、そこには記されていた。

　私は保健室で先生をしたい。生徒の身体からだだけでなく、心のケアもできるような、そんな先生になりたい。ただ弱いというだけで、辛い思いをしている人に、少しでも力になってあげたい……。

　真ま嶋じま綾あやは泣いた。

　休み明け、真嶋は、みークルの手伝いを受け全校集会ジャックを敢かん行こうした。

　マイクを奪い、全校生徒に向かって告げる。

「もう知っている人もいるかもしれませんが、私は脅きよう迫はくされていました。……山やま崎ざき先生に」

　あっけに取られる生徒に向かい、真嶋は話した、自分の恥を、この数カ月の事を。脅迫されていた事。誰だれにも話せなかった事。ただ一人、高たか久くだけが真嶋の異い常じように気付き、心配し、辛しん抱ぼう強く真嶋の話を聞いて励ましてくれていた事──。

　真嶋は最後に、こう言って話をしめくくった。

「高久先生が、山崎先生を殺した。……その真意を知る人は、本人以外にいないでしょう。そして、殺人は明らかに間違っています。……それでも、それでも私は彼女に言いたい。

　ありがとう、と──」

　それは真実を隠さなければならない真嶋の、彼女なりのけじめだった。もっとも、ほとんどの生徒にはそんな事分からなかったに違いない。それでも生徒の多くは、学校で起きたこの異い色しよくの事件が終結を迎えた事を悟った。もう高久の居所も、新たな事実の発見もないだろう。その告白を境さかいに、もう事件が生徒の口をのぼる事はなくなった。その告白は真嶋のけじめであり、事件の終しゆう焉えんであり、そして。

　真嶋がみークルの一員となった事を告げるものだった。




　結局。

　日ひ奈なの死は、事件性の無い変死として片付けられた。

　冬ふゆ月つき日奈の葬式は、一高校生の葬式としては異い例れいなほど盛大に行われた。大勢の人間が参列したが、そのほとんどが日奈の死を悲しむというよりその父の権力の為ために集まっている事を、日奈の母、冬月由ゆ布ふ子こは理解していた。

　彼女はよく働いた。忙しいほうがよかった。少しでもじっとしていると娘の死を考えてしまうから。それでも小鳥遊たかなし恕じよ宇うがいなければ、彼女は押し潰つぶされてしまったろう。娘が死んでからの諸事万ばん端たんを取り仕切ってくれたのは、夫でもなければ彼女でもなく、この娘を愛していたという少女、だった。だから小鳥遊に「堂どう島じまコウを参列させて下さい」と頼まれた時、由布子は、彼女にしては珍しく夫に《反逆》した。

　堂島コウ。娘を殺したかもしれない、娘のボーイフレンド。

　名めい簿ぼに名前を載のせない事を条件に、夫はそれを承しよう諾だくした。

　葬式の日の事を、彼女は忘れないだろう。

　その珍ちん妙みような集団は、昼を過ぎた頃ころから集まり始めた。

　彼らはまず、喪も服ふくを着ていなかった。私服、制服、コスプレ、各おの々おの思い思いの格好をしたその集団は、悲しみに濡ぬれた座敷にあがり、日ひ奈なの位い牌はいの前で思い思いの事をしていった。踊る者がいた。歌う者がいた。ただ怒ど鳴なるだけの者、何も言わず座っているだけの者、涙にくれながらシャドーボクシングをしているトランクス姿の若者を見るにいたって夫は激げき怒どし、警察を呼ぼうとしたが、その集団の中に舞まい原ばる家けの娘がいるのに気付いて何も言わなくなった。

　由ゆ布ふ子こにも文句はなかった。

　珍ちん妙みような格好をしている彼らこそが、本当に娘の死を悲しんでくれている事を、彼女は理解できたから。

（きっとあれが、『みすてりぃサークル』の……）

　だが本当に彼女の目を引いたのは、彼らの姿ではなかった。

　本当に彼女の目を引いたのは、普通に喪服を着た少年。

　その少年は、朝からいつの間にか、いた。気がつくと目に付くところにいて、小鳥遊たかなしの手伝いをしているかと思えば寝てたり、食べたり、逆立ちしたりしている。最初は小鳥遊が頼んだバイトかと思ったが、奇妙な事に、焼しよう香こうを済ませた珍妙集団のほとんどが、次に彼を訪れるのである。日奈の友達かと思ったが、それにしては悲しんでいる様よう子すは無い。時には訪たずねてきた相手を笑わせたりさえしている。

　そしてその少年は、ふと気付けば由布子の目のつくところにいるのだった。

　小鳥遊に聞いてみよう、そう思い、しかし忙しさに追われ、忘れてしまう。でも気がつくとその少年は傍そばにいて、しかめっ面をつくっていたり、訪ねてきた参列者を笑わせたり追い返したりしている。葬式にはあまりに不ふ謹きん慎しんな少年だったが、その少年を目で追っている内に、気がついてみると心が軽くなっていて、由布子は怒るに怒れない──。

　それでも夕ゆう闇やみが迫り、静せい寂じやくが目立つようになると、娘の死が、悲しみが湧わき立ってくる。

　用があり、娘の部屋を訪れた時、ついに彼女は崩れ落ちた。娘のベッドに倒れ伏し、声を殺して泣いた。客の前では泣くな、そう言われ我慢していた堰せきが切れ、彼女は泣きに泣いた。そして。

　後ろから、抱き締しめられるのを感じた。

　ぎこちなく、でもしっかりと力強く、温かく……。

　……気がつくと彼女は寝ていて、肩にはカーディガンがかかり、傍かたわらで小鳥遊が何か書いていた。由布子が目を覚ましたのに気付き、「よく休めましたか？」と笑う。

　由布子も微笑ほほえんだ……。

　──あの少年の正体を、彼女は小鳥遊に尋たずねなかった。

　奇妙な確信があった。

　あの少年、あれがきっと──堂どう島じまコウ。

　そして。

　彼は今日きよう、娘の為ためではなく、ましてや夫の為でもなく、ただ、私の為に来たのだ。私の為にいてくれたのだ。娘の為ためでも夫の為でもない、ずっと私を心配し、傍そばについててくれたのだ──。

　勿もち論ろんそれは、彼女のバカな思い込みかもしれない。だが、由ゆ布ふ子こは確信していた。

　あの少年こそ堂どう島じまコウ。

　娘が好きになったヒトだと。

　冬ふゆ月つき日ひ奈なの事件が、彼女の中で終わる事はない。これからも、由布子は娘を思い出しては泣くだろう。それでも、その時とき彼女は思い出す。あの奇妙な集団と、より奇妙な少年を。その時彼女の悲しみは、少しだけ、ほんの少しだけ、薄れる気がする。気のせいかもしれなくても、それだけで、彼女の顔は微笑ほほえみを、浮かべる事ができるのだった。




　……こうして、事件は過ぎ去り──。
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　高たか久くが行方ゆくえをくらまし、日奈の告別式も終わり、日にちはあっと言う間に過ぎ去り四月、新二年生となったコウは、舞まい原ばる妹いもうとに呼ばれ舞原邸を訪れた。

　パッと見には分からない場所から、地下に下りる。見るだに冷たい暗い、狭い通路のその先に、その部屋はあった。

　入り口から向かった壁には陳列ケースが置いてあり、《ピンホールショット》がポツンとしていた。ま、これからここは、どんどん仲間が増えていく事だろう。

　右の隅すみには端末が置いてあり、右と左の壁にはたくさんの引き出しが埋め込まれていた。引き出しの大きさこそまちまちだが、何となくモルグな感じ。

　コウは端末を弄いじり、一覧を出した。

　それを確認し、説明を始める舞原妹。

「冬月の身体からだは全部で一〇八のパーツに分けられ、それぞれ別個に保存されています。解かい剖ぼうの段階で肉体の一九％が失われてますが、現在の科学技術で再生可能の範囲です」

「……ああ。有あり難がとう」

　正直、ガラスタンクの中に日奈がまるまる、裸はだかで眠っているような、そんな図を想像していたのだが。ま、現実はこんなものだろう。

「……ところで、葬式の時のあれは……」

「偽にせ物ものです」

　とんでもない事を淡々と言いながら、コウを見る舞原妹。

「この部屋の維持は大変です。……本当に、全パーツの保存が必要なのですか？」

「……分からない。……ま、気分の問題」

　あと、良心の──コウは自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべた。情なさけない、この期に及んでまだ俺は、別の《知恵の実》に期待してんのか。

　ポケットの中でリンゴが脈打った、気がした。

　引き出しの一つを開け、日ひ奈なの眼球を眺ながめる。うわ、気が変になりそう。

　……これが、これからのコウの世界。

　コウの、荒こう野や。

「……こんな状況で、日奈のおっぱいを見たいといったら、俺は変へん態たいかなぁ。てゆーか俺、見たいのかなぁ」

「これが鍵かぎです」

　コウの言葉を無視し、カードキーを渡す。

「悪いな、色々面めん倒どう見て貰もらって」

「ご心配なく。借りは必ず返して戴いただきます」

　ああ、とコウはため息をついた。

「それそれ。俺は一体、何をすればいいんだ？　……言ってたな、姉がどうとか。君の姉に、交際でも申し込めってか？」

「今はまだ結けつ構こうです。取とり敢あえずは、姉に対する偏へん見けんを捨てて下さい。権力者の娘ではなく一人の人間として扱って下さい。それで、もし姉があなたを本格的に好きになったら」

「言っとくけど、俺の気持ちは日奈一ひと筋すじだ。……分かってるとは思うけど」

　舞まい原はら妹いもうとは、薄く微笑ほほえんだ。滅めつ多たに笑わぬこの少女の笑みは、実に恐ろしい、迫力がある。

「構いません。目に見えない気持ちなど、どうとでも操作できます。あなたなら、冬ふゆ月つきへの気持ちを隠して姉と付き合うことぐらい容易たやすいはずです」

「容易いって……、それで、いいの？」

「はい。それが恒久的なものなら。そしてあなたは、ほとんど恒久的に舞原の力が必要なはず」

　お前は悪あく魔まか、とコウは思った。だから、

「お前は悪魔か」

　と突っ込む。

「……それに、生き返らせた後も、冬月と前のように付き合えると思いますか？」

「うん」

「無理ですよ」

「そうかなぁ」

「そうです」

　コウはため息をついた。

　一つの望みを叶かなえる為ために、他の全すべてを捨てねばならない時もある。

　二人は十分程ほどその部屋にいた。

　出る間ま際ぎわ、コウは聞いた。聞きたくなかったが、これからの事を考えると、どうしても聞いておく必要があった。

　だからコウは聞いた。多少照れながら。




「……君は、俺が、……好きなの？」




「……本当に、知りたいですか？」

　しばらくの沈黙の後、舞まい原はら妹いもうとは尋たずねた。その表情に変化はない。全て感情を浮かべず、無表情に言葉を続ける。

「言葉にしないほうがいい事も、あります」

「俺は知りたい。首輪のないペットよりも、繫つながれた野の良ら犬いぬがいい、なんちゃって。……君はどうだか分からないけど……」

　舞原妹は頷うなずき、コウに近寄った。頭一つ低い少女は上うわ目めにコウを見上げ、口を開いた。

「子供の頃ころの記き憶おくが、無いそうですが」

「ああ」

「妹さんと、よく裏庭で遊んでいました。そして私達とも。覚えています。一人だけ男の子で、だからでしょうか、いつもお兄さんぶって、私達を守ろうとしてくれていた」

「……」

「冬ふゆ月つきより先に、出会っていた。ただそれだけの話ですが」

　舞原妹は、……口を閉じ、目を閉じた。見上げた姿勢のまま、待っている。それが意味するところは分かる。何をすべきかも。

　今の俺は、言わば繫つながれた野の良ら犬いぬなのだ。




（そういや日ひ奈な、怒ってたなぁ。……真ま嶋じまにキス、された時……）




　……コウはそっと、少女と唇くちびるを重ねた。

　柔らかい、感触。

　それはこの数カ月の中で、最も不ふ実じつを感じた瞬間だった。犯罪者とはいえ人間の魂たましいを、自分の欲望の為ために悪あく魔まに渡した。自分の望みの為に友達を巻き込み人生を変えた。自分の為に、生命を危険に晒さらさせた。……そのどれよりも、それは不実なキスだった。そしてそれゆえに、コウは感じた、自分が本当に悪魔になった事を。ああ、と嘆たん息そくする。俺はもう、悪魔なんだなぁ、まだ人の皮かむってるけど、と心の中で呟つぶやき、笑う。




　構わない、とコウは、笑った。

　日ひ奈なを生き返らせる為ためなら、どんな事でも俺はする。




　たとえそれが、望み以外の

　全すべてを捨てる事だとしても──。




　──不ふ実じつのキスは、あの時とき食べたリンゴと同じく。




　甘いミツの味がした。
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結／悪魔のミカタ







　こうして──正確には四月七日の十七時〇八分、

　コウは『悪あく魔ま』になったのだった。




　いや、

　まだそのものじゃないけれど、悪魔のミカタをするものに──。








《終》









あとがき／あるいは……







『みークルズサジェスチョン／ポリッシュアップルズ』




　なんだそりゃ、と思う方、これはこの物語の応募時の題名です。なんだそりゃ？　と周囲にえらく不評だったこの題名、意い訳やくで曰いわく、

「みークルからの提案です／ごますり屋なんてどう？」

　なんつー題名だよ、もう……。

　……思いついた時は、いい題名だと思ったんだけどなぁ。

　あの時は、若かった。

　そう、今を遡さかのぼる事約八カ月前、応募締め切りギリギリで郵送したあの日、この題名は生まれました。あれから色々ありました。東京から故郷に戻り、就職活動、不況の中やっと就職決まるかと思ったらいきなり入院百日間！　ベッドの上で銀賞受賞を知った時、僕は喜びに跳ね回ったりはしませんでした。（いや、少しはしたけど。）感想は四文字熟じゆく語ごで一言、

「人生色々」

　一気に年取りましたよ、もう。

　でもそれ以上に周囲の皆様、年を取らせてしまいましたね。心配やら迷めい惑わくやら、色々かけてしまいました。

　本当に、ありがとう。

　本当に、ありがとうございます。

　この本が、恩返しになっていればいいんですけど。

　そしてそれは、この本を手にとってくれた人にも言える事です。手にとってくれてありがとう。読んで下さった方、ありがとう！　本当に嬉うれしいです。この本が、あなたが時間を費やしてくれた、そのご恩返しになっていればいいんですけど。まだ読んでいない方……え、読んでくれるって？　あまつさえ買ってくれるって？　ありがとう、あなたはなんてイイ人なんだ、なんて美人でハンサムで頭が良くてスリムで太っ腹でキレ者でトコロカマワズで野の菊ぎくのよーな人なんだ！

　最高だよあんたっ！

　絵だけじゃなくて中なか身みも見てね！！




　……なんて「ポリッシュアップル」はここまでにして。




　真ま面じ目めな話、あとがきって何書いていいか分かりません。実はこのあとがき、三回書き直しているんです。一回目は、徹夜でハイになっていたせいかただもう「ありがとう」の連続で、そのあまりの世界中への感謝のしように「こいつこれを遺い書しよにして死ぬ気じゃなかろーか」と自分事ながら心配になりましたし、二回目は多少落ち着いた時に書いたにも関かかわらずやっぱり「ありがとう」な話の連続で、そして三回目の今も、やっぱり御ご覧らんの通り。

　結局今いま僕が、一番伝えたいのはそれなんでしょうね。

　最初、僕はミステリーとしてこれを書き始めました。（ミステリーっぽいのはそのせいです。）でも中途で挫ざ折せつしました。（ミステリーって難しいです～）しばらく頓とん挫ざし、ミステリーじゃなくなってもいいや、と開き直って好き勝手やり始めたらとんとんとんと書けました。（だからこれはミステリーじゃないです。ミステリーファンの方、何だこれはと怒らないで！）だから僕は堂々と言えます。これは僕が書きたかった物語です。そして今伝えたいのは、もうどうどうと「ありがとう」という気持ちです。「ポリッシュアップル」のあとがきではなく、「悪あく魔まのミカタ」のあとがきで。




　皆さん、本当にありがとう！




　以上、

　──次回はもっとまともなあとがきが書ける事を期待して──次回があるのなら──の、うえお久ひさ光みつ、でした。
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うえお久ひさ光みつ

昭和49年生まれ。鹿児島出身。本作で第８回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。座右の銘は「天上に輝く星と我が心の内なる道徳律」。出典を憶えてない上、意味も良く分かっていないにも関わらず、言葉の響きが気に入ったというだけで、座右の銘にしたらしい……。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

水瓶座のＢ型。ゲーム知識０で無謀にもゲーム会社に就職３年勤務。その後省略……現在に至る。カエルをこよなく愛し「三国志」の男臭い世界に憧れを抱く変な関西人。










悪あく魔まのミカタ




魔ま法ほうカメラ








うえお久ひさ光みつ
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